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　どこまでも続く青い空。緑の草原を分断する曲がりくねった街道。

　そんな牧歌的な光景に突然、白いもやが現れた。もやは収束していき、怪物の姿に変化して固定する。巨大な翼つばさと蛇へびのような尻尾しつぽをもつ、鳥形の怪物フアンタズマだった。

「行くぞ！」

　ロングソードを抜いた英雄ミツルが、鳥形ファンタズマに向かって駆ける。ここのところ戦せん闘とう続きだったので体力はかなり減っていた。それでもミツルの後方には頼れる仲間、回復魔ま法ほうの使い手である聖女アナスタシア姫がいるので安心だ。

「まだやれますわ！」

　アナスタシアは手に持った杖つえを掲げて、初歩の回復魔法である小イ治ア療ト魔リ法キを唱えた。

　するとミツルの体力……ではなく、アナスタシア自身の体力が回復した。

　鳥形ファンタズマはミツルに向かって炎を吐はく。直ちよく撃げきを浴びたミツルは、残り少ない体力がすべてもっていかれて戦線離脱。一人になったアナスタシアもじわじわとなぶり殺しにされて全滅した。




　その後、英雄ミツルの姿を見た者は誰もいない──。




　暗転したテレビ画面に、見慣れたメッセージが浮かび上がる。そして「続ける」「諦あきらめる」という二択が表示された。

「……なんでアナスタシアは、ミツルじゃなくて自分に回復魔法を使ったんだ。アホなのか」

　俺はぎりぎりとコントローラーを握りしめながら、吐き捨てるように言った。

「がーがー」

　部室で飼っているペットの亀が、据え置き型のゲーム機本体に飛び乗った。起動スイッチが踏ふまれて、画面がぶつりと消える。

「あっ、まだ『続ける』を選択しようと思ってたのに！　このクソ亀……！」

　この亀は体長二十センチ強、四本足のくせに二足歩行。とげとげしい甲こう羅らには翼があり、空を飛ぶことができる。目の周りにある黒いクマはまるでサングラスだ。「アニくん」と命名されているそのペットは、個人的に全然かわいいと思えない。

　アニくんは俺と並んでソファーに腰を下ろしている女の子の膝ひざに飛び乗った。彼女はアニくんの頭を優しく撫なでながら、俺に言った。

「このゲームの仲間キャラは、設定した作戦に合わせてオートで動きますからね。ケータさんはアナスタシアの作戦を、デフォルトの『自分の回復を優先します』にしたままなんですよ」

　外側にはねた長い髪が特徴的な女の子。ここベンテーチ学園ゲーム研究部の部長で、名前はリゼラ・シャルノーラという。数週間前、ゲーム初心者だった俺にＲＰＧというものを教えてくれた女子生徒だ。

「ふーん、デフォルトの状態が『自分の回復を優先します』なんだ。自分本位な女ね」

　ソファーの後ろで立ったままゲーム画面を見ていた女の子が言った。彼女は長い金髪にスタイル抜群のボディをもつ美少女、ナルミエ・ベルトワーズだ。

「ナルミエさん、まさに聖女の名がふさわしいアナスタシア姫をバカにすると怒りますよ」

　振り返ったリゼラがじとりと睨にらむと、ナルミエは口元をつり上げて笑った。

「バカにしてないわよ。むしろあたしは邪悪なアナスタシアを褒ほめてるの。そういえば、戦せん闘とう開始直後にミツルが『行くぞ！』って声をかけてるのに、アナスタシアはその場を動かないってところも高得点よね。ミツルからすれば『え、俺一人で行くの？』って状態だったはずよ。なんだか仲良くなれそうだわ」

「アナスタシア姫は回復役だから、後方待機が当たり前なんです！　魔ま王おうになるのが夢だなんて宣のたまっているあなたと一緒にしないでください！」

「でも実際のアナスタシアって、本当に悪い女だったって話じゃないの。ケータはお父さんからそう聞いてるんでしょ？」

　ナルミエが満面の笑顔を見せてきた。祈るような目を向けてくるリゼラには申し訳ないが、俺は遠慮がちに頷うなずいた。

「えっと、その……まあ」

　アナスタシアは一国の姫という立場を利用して、仲間の女キャラを馬車馬のように働かせたり、善良な町人の顔を札束で叩たたいて肩を揉もませたりしていたと聞いている。俺の親父おやじから。

　驚かれるかもしれないが、俺の親父の朝あさ霧ぎり充みつるはこの世界、アストラフトを救った英雄ミツルなのだ。今から十六年前にこの世界にやってきて、アナスタシア姫を始めとした七人の仲間とともに邪じや神しんと呼ばれる存在を打ち倒し、アストラフトに平和をもたらした。

　今俺がプレイしていたゲーム『アストラフトの英雄』は、その十六年前の英雄ミツルの冒ぼう険けん譚たんをもとに製作されたＲＰＧである。最初から最後まで親父の冒険に同行していた超記憶能力をもつ妖よう精せいネライダによって、細かい会話や行動がほぼ史実どおりに再現されている。

　まあ、英雄ミツルこと親父がイケメンに修正されていたり、アナスタシア姫の性格の悪さを匂わせる部分がカットされていたり、当時宿屋の娘だった俺の母さんが名前すらないモブキャラだったりと、若じやつ干かんの齟そ齬ごは感じるが。おそらく検けん閲えつの力が働いているんだろう。

「ところでケータさん。まだ下校まで時間はありますし、もう少しゲームを続けますか？」

　リゼラの言葉に「もちろんだ」と返す。

　俺が『アストラフトの英雄』をプレイする理由──それは単なる遊び目的ではない。元の世界日本に戻るヒントを模も索さくするためだ。

　数週間前、俺は非常にくだらない理由から、このアストラフトという異世界に転送された。

　元の世界に戻るためには、アストラフトの空に浮かぶ古代都市、天空の遺跡アルガニフタという場所に行って究極の魔ま導どう書しよ『タブ・デミルギア』を手に入れなければならない。天空の遺跡アルガニフタへの道は、最高神ミューゼという存在に、真の英雄として認められることで開かれるそうだ。

　真の英雄とは「強くて善行を積んだ存在」のこと。そして俺の親父おやじこと英雄ミツルも、邪じや神しんを倒す旅の途中で真の英雄として認められ、天空の遺跡アルガニフタへ行ったことがあるらしい。

　だからこそ、史実をもとにした『アストラフトの英雄』をプレイすることで、親父がどんな過程を経へて真の英雄になったのか参考にしようというわけだ。

「ケータさんも早く真の英雄になって、一緒に光の国プログレシブへ行きましょうね。アストラフト最後の秘境と言われる天空の遺跡アルガニフタさえ見学したら、もうこんなクソつまらない世界に未練なんてありません。さっさとおさらばしたいです」

　リゼラが言った。

　光の国プログレシブとは元の世界、すなわち日本のことだ。リゼラだけでなく、ナルミエを含めたゲーム研究部の面々は、なぜかみんな俺がいた元の世界へ行きたいと願っている。だから『アストラフトの英雄』をプレイして光の国プログレシブへ行くヒントを摑つかむことは、ゲーム研究部全体の活動目的となっているのだ。

「天空の遺跡アルガニフタはそれなりに強くないと行けないのよ？　あたしならともかく、そこらの雑ざ魚こファンタズマにすら苦戦するあんたが簡単に行けるわけないでしょ」

　ナルミエの容赦ない言葉がリゼラに突き刺さった。

「し、失礼な。だいたい天空の遺跡アルガニフタに行くには強さだけじゃなくて、善行を積んで英雄ポイントを貯めなければならないんですよ。邪悪なナルミエさんに英雄ポイントを貯められるとは思いませんけどね！」

「あたしがいつ天空の遺跡アルガニフタに行きたいって言ったのよ。あたしはケータと一緒に光の国プログレシブへ行きたいだけ。だからケータが天空の遺跡アルガニフタで魔導書『タブ・デミルギア』を手に入れたら、迎えにきてよね。それで一緒に光の国プログレシブに渡って、そこを恐怖と暴力の世界に変えてやりましょ」

「ケータさんはあなたのような邪悪な輩やからと光の国プログレシブには行きません！　私と一緒に行くんです！　あなたは単なるラスボス、私とケータさんに倒される存在なんです！」

　両手をぶんぶん振り回してナルミエに飛びかかったリゼラだが、額ひたいを押されただけで両腕は虚むなしく宙を搔かいた。

「レベル３のあんたごときが、あたしに勝てると思ってるわけ？」

「……ひょい」リゼラはアニくんのエサ用に取っておいたミミズをナルミエに投げた。

「ひぎゃああああっ！」

　絶叫したナルミエは、部室の壁際に張り付いた。全身が異常なほど震ふるえており、額ひたいには大量の脂あぶら汗あせが浮かんでいる。

「このナルミエさん用の攻こう撃げき魔ま法ほう、『大自然の裁き』を使えばあなたなど敵ではありません」

　リゼラは投げたミミズを拾って、それをアニくんに与える。

「くうう……魔王のレベルを著しく低下させるなんて、おそろしい魔法だわ」

　レベル──アストラフトの住人の強さを示す数値だ。レベル９のナルミエは、英雄養成学校ベンテーチ学園に通う俺たち一年生のなかで、おそらく最も強い。

　ただし恐怖を覚えたとき、パラメータが通常の十分の一になるという妙なネガティブスキルをもっているが。そしてナルミエは虫、暗所、高所など苦手なものだらけなのだ。その都つ度どパラメータが十分の一になるため、あまり戦せん闘とうの役には立たない。

　ちなみに俺のレベルは２。学園最弱の男だ。まあそれも仕方ないことだが。

「……ケータくん今、自分は弱くても仕方ないとか思ったでしょ」

　部室の隅ですり鉢に入れた薬草をごりごりと潰つぶしている女の子が言った。大きな瞳ひとみに赤いメガネ、ボブカットが似合う彼女はマレッタ・ハイードマーチという。一応ゲーム研究部の部員だが、放課後はよく自作アイテムの行商に出かけるため、部室にいないことのほうが多い。

「だって俺はこの世界に来て、まだ数週間なんだぞ。レベルが低いのも当然だろ」

「さっき、体育の授業で野球をしてるケータくんを見たよ。バットがまったくボールに当たってなかったけど、もともと運動もできないタイプだよね」

　アストラフトに野球や家庭用ゲームがあるのは、親父おやじの影響だ。親父は十六年前にこの世界にやってきたとき、光の国プログレシブの文化をいろいろ伝えたらしい。

「……そういうマレッタは、どうなんだよ」

「ボクはスポーツにも強さにも興味ないし。アイテムを作って売れたらそれでいいの」

　マレッタはリゼラと同じレベル３。まともに授業を受けていないため、ベンテーチ学園一年生の平均レベル６を大きく下回っている。

　こいつらと俺を含めた四人が、ゲーム研究部のメンバーだ。それぞれベンテーチ学園で落ちこぼれの烙らく印いんを押されているダメ生徒たち。俺はひょんなことから集つどったこのメンバーと一緒にレベルを上げて、善行を積んで真の英雄となり、元の世界へ戻ろうとしているわけだが、なにかと前途多難である。とくにリゼラとナルミエは、あまり仲がよくないし。ほら、またケンカを始めた。おい、ミミズがこっちに飛んできてるぞ！




　リゼラたちのケンカをよそに、『アストラフトの英雄』をセーブポイントから再開する。

　このゲームはＲＰＧだが、アクションゲームの要素もある。敵とエンカウントすると敵味方すべてがリアルタイムで動き回る戦闘フィールドに切り替わり、主人公のミツルを縦じゆう横おう無む尽じんに操作して敵を撃破していくのだ。

「ある程度は慣れてきたけど、ミツルは魔ま法ほうが使えないから、どうしても攻撃が単調になるんだよな。敵に近づいて装備中の剣で殴なぐるだけだし」

　画面上のミツルを操作して敵を殴りながらつぶやく。隣となりに腰を下ろしたリゼラがぽんと手を叩いた。

「そうそう、まだ言ってませんでしたね。ミツルはゲームを進めるうちに、いろんな必殺技を覚えていくんですよ。通常攻こう撃げきと必殺技を組み合わせれば、戦せん闘とうはぐっとラクになります」

「必殺技だと？　それってどうやって覚えるんだ？」

「とりあえずミナトンの街に戻ってもらえますか」




　リゼラに言われたとおり、ミツルを操作してミナトンの街に戻ってきた。

　ミナトンの街はミツルの冒険のスタート地点となった最初の街だ。街の中央にある図書館に行けと言われたので、それに従う。

　図書館のなかにいる管理人に話しかけた。




ローリエ「なんじゃ貴様？　用がないならさっさと立ち去れ！」




　前髪ぱっつんで、幼児のような外見の少女ローリエ。十六年前の世界を描いたこのゲームでは図書館の管理人だが、現在の彼女はベンテーチ学園の学園長になっている。ミツルが邪じや神しんを倒してこの世界を去ったあと、次世代の英雄を育てるために、私財を使って英雄養成学校ベンテーチ学園を建てたらしい。ゲームに登場する図書館は現在改築されており、ベンテーチ学園の第一校舎として利用されている。

　ちなみにこの世界で身寄りのない俺は、ローリエ学園長の自宅で世話になっている。十六年経たった今でも、見た目はゲームとまったく変わらない安定の幼女だ。ローリエ学園長の実年齢は、ベンテーチ学園七不思議のひとつとされている。

　俺はお約束のようにコントローラーの右スティックを倒してみた。カメラアングルがぐるりと移動して、学園長の下着を覗のぞけるあおりの構図になる。

　先日は黒だったが今日は白。ミツルの冒険に同行していたゲーム制作者の妖よう精せいネライダは、こんなところまでいちいち確認していたようだ。史実をもとにしたこのＲＰＧは、相変わらず細かい。

「なに遊んでるんですか！　ローリエ学園長に話しかけるんじゃなくて、その奥の小部屋にいる男性司書に話しかけてください！」

　リゼラの指示に従って奥の小部屋に入る。そこにいた男性司書に話しかけた。




司書「な、なんだキミは？　僕は今、剣術の奥おう義ぎ書しよを読んでいたんだけど、もしかしてこれが欲しいのかい？」

ミツルは言った……。

→そんなのいらねーよ。

　もちろんです。ぐへへ。




「そこで『もちろんです』を選んでください。そうすれば奥おう義ぎ書しよが手に入って、必殺技を習得できます」

　リゼラが言った。それはともかく、なんで選択肢に「ぐへへ」なんて妙な笑い声が入ってるんだ？　実際にそう笑ったから再現されているんだろうけど、気味悪いな親父おやじの奴やつ……。

　コントローラーを操作して、『もちろんです。ぐへへ』を選ぶ。

　すると司書の男は１０００フーリという金額で譲ゆずると言ってきた。ミツルの所持金１２００フーリが一気に２００フーリまで落ちた。

　画面上のミツルがガッツポーズを取る。そしてメッセージウィンドウに「ミツルは『瞬しゆん影えい牙が』を覚えた！」と表示された。

　どうやらたったこれだけで、瞬しゆん影えい牙がという技を習得できたらしい。

　さっそくそれを試すためにミナトンの街を出て、フィールドを歩き回る。すぐにファンタズマが出てきて戦せん闘とう画面に切り替わった。

　エンカウントした敵は、さきほど全滅させられた鳥形のファンタズマだった。

「初めて覚えた技なので、自動的にセットされています。敵に近づいてコントローラーの×ボタンを押してみましょう」

　リゼラに言われたとおりの操作をする。

　すると画面上のミツルが「瞬しゆん影えい牙が！」と叫びながら、一度振り下ろしたロングソードを斬きり上げつつ、鳥形ファンタズマの傍そばを素早く駆け抜けた。横から見るとＶ字の軌き跡せきを描くその技は、通常攻こう撃げきより大きなダメージを敵に与えた。

「おお!?　駆け抜けながら攻撃するから、同時に距離を取ることもできるじゃないか！」

「それがミツルの最初の必殺技、瞬しゆん影えい牙がの特徴なんです。通常攻撃と組み合わせると、コンボを繫つなげることもできるんですよ」

　ロングソードで敵を数発殴なぐったあとに、瞬しゆん影えい牙がを発動させる。敵に攻撃させる隙すきを一切与えることなく、ノーダメージで勝利できた。

「使える……この技は使えるぞ！」

「ふふ、ケータさんもいよいよ『アストラフトの英雄』の面白さがわかってきたようですね。ゲームを進めるたびにできることが広がる。それがＲＰＧの醍だい醐ご味みなんです。いろんな技を駆使すれば、今まで倒せなかった敵も簡単に倒せるようになりますよ」

　技を駆使すれば、今まで倒せなかった敵も簡単に倒せる……？

　胸中でリゼラのその言葉を反はん芻すうした。

　俺たちゲーム研究部は、今まで現実のレベル上げに失敗してばかりだった。それは落ちこぼれの俺たちが、満足にファンタズマを倒せなかったからだ。

　しかし技さえあれば、簡単にファンタズマを倒せるようになる。このゲームがそれを教えてくれた。だったら、現実の俺たちもゲームのように技を覚えたらいいんじゃないか。

　ミツルに同行している妖よう精せいネライダに話しかけてセーブする。そして据え置き型ゲーム機の電源を切った。

「あれぇ？　もうゲームはやめるんですかぁ？」

　残念そうに間延びした声を吐はくリゼラに、俺は向き直った。

「ああ、今日のゲームはここまでだ。これから現実の俺たちもいろんな技を習得していこうと思う。落ちこぼれの俺たちがレベルを上げるために必要なのは技だ」

「でも『アストラフトの英雄』では、奥おう義ぎ書しよがないと技は習得できないことになってるんですよ。そんなのどこにあるんですか？」

　その問いに答えたのは、部室の隅で薬の調合を続けるマレッタだった。

「ようするに奥義書っていうのは、技の概要が書かれたものなんだよね？　だったらこの部室にもあるじゃん。『アストラフトの英雄』の攻略本っていう奥義書が」




　ゲーム研究部の部室の書しよ架かに収められているのは九割方ゲーフソフトだが、残りの一割は攻略本の類たぐいだ。そのなかからリゼラが一冊の冊子を取ってきた。

　タイトルは『アストラフトの英雄・完全攻略ガイド　～データ編～』。

　受け取った俺は、パラパラとページをめくってみた。登場人物のプロフィールや作中に登場する魔ま法ほうなどが、詳しく解説されている。

　そして作中に登場するすべての技のデータも載のっていた。技の解説文から発動中の画像まで数フレームごとに掲載されている。

「技の流れまで画像付きで載ってるなんて……！　これさえあれば、今すぐすべての技を習得することもできるんじゃないのか!?」

「そんな簡単な話じゃないと思いますけど」リゼラが攻略本を取り上げてページをめくる。そして突きつけてきた。「たとえばケータさんは、今すぐこれができると思いますか？」

　そこにはこう書かれていた。




『技名・神しん皇おう魂こん葬そう斬ざん

　入手場所・魔ま窟くつアブクーマ地下三階

　使用者・ミツル（最低習得レベル43）

　剣を横に薙なぐことで三日月状の衝しよう撃げき波はが飛び出す。当たれば爆発を起こし、周囲の敵にもダメージを与える。隙すきが少ないため、遠距離でも近距離でも有効な技だ』




　解説文の下には、衝しよう撃げき波はを出しているミツルのスクリーンショットが掲載されている。

「なんてかっこいい技を覚えるんだ、親父おやじの野郎……」

「ね？　さすがにこんなの、攻略本を読んだだけで覚えられないですよね？」

　リゼラの言うとおりだった。これはいくらなんでも、今すぐできるとは思えない。

「この『最低習得レベル』ってのはなんだ？」

「文字通りの意味ですよ。奥おう義ぎ書しよを手に入れても、そのレベルに達していないと習得できないんです。現在レベル２のケータさんでも習得できそうな技は、最低習得レベル１の瞬しゆん影えい牙がしかありませんね」

「さっきゲームでミツルが覚えたやつか……確かにあれも便利なんだけど、どうせならもっとほかのかっこいい技はないのか」

「ケータさん、無理な背伸びは禁物ですよ。ＲＰＧというのは、小さなことから一歩ずつ前に進んでいくゲームなんで」

「あ！」突とつ如じよマレッタが大声をあげて、リゼラの言葉を遮さえぎった。「あれならできるかもだよ？」

　リゼラから攻略本を奪うばい取り、該当ページを開いて見せてきた。

　そこに書かれている技は、こんな内容だった。




『技名・業ごう火か刃じん閃せん

　入手場所・サーマ火山

　使用者・ミツル（最低習得レベル36）

　炎に変えた闘とう気きを剣にまとわせ、敵を斬きりつけると同時に火柱を立ち上らせる。隙は大きいが威力は絶大。炎に包まれた敵はしばらく行動不能になる』




　解説文の下には炎をまとわせた剣で敵を攻撃するミツルの画像があった。

「いやいや、これも無理に決まってるだろ。どうやって炎を出すんだよ」

「ふっふっふ。ナルミエちゃん、ちょっと剣を借りるよ」

「あ、なにすんのよ！」という抗議を無視して、マレッタはナルミエが腰にぶら下げている剣を鞘さやごともぎ取った。その剣と鞘になんらかの細工をしたあと、俺に手渡してくる。

「ささ、ケータくん。勢いよく剣を鞘から抜いてみて」

　訝いぶかしく思いながらも、言われたとおり素早く抜く。

　鞘から露ろ出しゆつした刀身は炎に包まれていた。

「うおおお！　な、なんでだ!?　剣が炎をまとっている!?」

「ふっふっふ。鞘の口にコマ鉱山の鉱石で作った特製着火材を取り付けてみたの。刀身には燃焼性の高いヒガエルの油を塗ったから、発火効果は抜群。名づけて『フレイムソード』だよ」

　マレッタが人差し指を立てながら得意げに言った。

「か、勝手にあたしの剣をびっくりアイテムに改造しちゃうなんて……悪すぎない？」

　ナルミエがぽつりと言った。

「じゃあケータくん、その『フレイムソード』は大特価の２０００フーリで売ってあげるよ。超お買い得だねー」

「しかもあたしの剣なのに売ろうとするなんて……悪すぎない？」

「もちろんナルミエちゃんにも半分渡すよ」

「だったら名称を『世界征服ソード』に変えて、１万フーリで売りなさい」

「ちょ、ちょっと待ってください！」突とつ如じよリゼラが大声をあげた。「ケータさん、腕！」

　そういえば左腕がじんわり熱い。視線を移すと……。

　燃えていた。左腕の袖そでが。剣を鞘さやから抜くときに燃え移ったらしい。

「うわああああああ！」

　剣を放り投げて、燃える左腕をぶんぶん振り回す。

「大丈夫ですかケータさん!?」

　リゼラが駆け寄ろうとするも、引火を恐れて踏ふみとどまる。

「さすがケータ。自分の危険を顧かえりみずに新技を開発するなんて、それでこそあたしが補佐すべき魔ま王おうだわ。炎をまとった腕で敵を近づけないその技は、烈れつ火か孤こ立りつ拳けんと名づけたらいいわ」

　ナルミエが満足そうに何度も頷うなずきながら言う。

「言ってる場合か！　バケツの水を持ってこい！」

「ああああ！　ケータさんが『フレイムソード』を床ゆかに落としたから、ゲーム機に燃え移りそうです！　どど、どうしましょうケータさん!?　あわわわわわわぁッ！」

「落ち着けぇッ！　俺はもう燃えてんだよッ！」




　結局俺は部室を飛び出して、手洗い場の水で消火した。

　燃える左腕を振り回しながら学園の廊下を駆け抜ける姿は、大勢の生徒たちに目もく撃げきされることになり、「またゲーム研究部の連中が大騒ぎしてやがる」と陰口を叩たたかれるはめになった。

　真の英雄になるためにはレベルのほかに、善行を積むことで蓄積されていく英雄ポイントも必要。最近は評判が下がってばかりなので、まったく英雄ポイントは貯まらない。

「ちくしょうが……」

　焼けこげた制服を脱いで肩にかける。タンクトップ姿で部室に戻ってきた。まだ『フレイムソード』の残り火があるかもしれないので、水を入れたバケツを持って。

　部室のドアを開けると、すでに『フレイムソード』は鎮ちん火かしたあとだった。白い粉のようなものに埋もれている。

「あ、ケータさん。部室のほうは、マレッタさんが『鎮ちん火かの粉』とかいう消火剤を持っていたので、それでなんとかなりました。危うくゲーム機が燃えるところだったので一安心です」

　と言ったリゼラは、膝ひざをついて据え置き型ゲーム機を大切そうに撫なでている。

　そんなものがあったのか。だったら、なんですぐ俺に使わなかったんだ。

「ゲーム機の心配もいいけどな。俺は実際に燃えたんだぞ。なんか言うことはないのか？」

「？」首を傾かしげたあとリゼラはつぶやいた。「えっと、ケータさんって腕細いんですね」

「ほっとけ！　ちょっとぐらい心配しろって言ってるんだ！」

「あ、そ、そうでした！　大丈夫でしたかケータさん!?」

「……もういい」ゲーム狂のリゼラに気き遣づかいを期待した俺がバカだった。「それで、そのマレッタはどこに行ったんだ？」

　部室には現在、リゼラとナルミエの二人しかいない。ナルミエが答えた。

「マレッタなら、行商に出かけるとか言って先に帰ったわよ」

「みんなで技の研究をしましょうって言ったんですけどね、『ボクは自作の爆弾を作るから技なんていらないし。そんなことより商売だよね！』だそうです」

　声真似をしながら言うリゼラ。意外と器用な奴やつだ。

「……まあマレッタが急にいなくなるのはいつものことだしな。それなら俺たちだけで、技の研究を進めよう」

「結局どうするんですか？」

「さっきリゼラが言ったとおり、やっぱり無理な背伸びは禁物だって反省した。一歩ずつ前に進んでいくのがＲＰＧなら、今の俺たちにあった技の習得を目指すしかない。とりあえず俺はレベル１のミツルでも習得できる瞬しゆん影えい牙がから練習していくとして、リゼラとナルミエもなにか技を覚えてもらいたいんだけど、希望はあるか？」

「希望でいいなら私、これを覚えたいです」

　リゼラがテーブルに置いてある攻略本を手に取って、ぱらぱらとページをめくった。

　後ろから覗のぞき込んでみる。




『技名・雷らい光こう百ひやく烈れつ拳けん

　入手場所・サクラミア帝国、城二階

　使用者・シュエラン（最低習得レベル40）

　敵の懐ふところに潜もぐり込み、秒間数十発の重い拳こぶしを叩たたきつける荒技。多段ヒットなので繫つなげやすく、シュエランの主力となる。発動後に若じやつ干かんの硬直時間があるため、素早く距離を取りたい』




「……あのな、無理な背伸びは禁物だって言ったのはお前だよな？」

「はい。ですから、あくまで希望です。夢をもつことは大事だと思います」

「それにお前は自分が魔ま法ほう使つかいタイプだってことをわかってる？」

「わかってますけど、やっぱり肉弾戦って心が躍おどるじゃないですか。しゅっしゅっ」

　嬉うれしそうな顔でシャドーボクシングを始めるリゼラ。パンチにはまったくキレがない。

　攻略本をざっと見る限り、魔法使いタイプでレベル３のリゼラが今すぐ習得できそうな技は見当たらなかった。

　リゼラはだめだ。あとはナルミエだが……。

「あ！　あたし、これ覚えたい！」

　横から攻略本を覗のぞき込んでいたナルミエが指差した。そこにはこう書かれていた。




『技名・お宅の娘を預かってますぜ

　入手場所・なし

　使用者・誘拐犯、殺人鬼など

　味方の女キャラを捕ほ獲かくして、身代金を要求する敵専用の技。使用中に攻こう撃げきすると、捕獲されているキャラもダメージを受ける。一撃で倒せないなら、お金を支払ったほうが無難だ』




「……真面目に考えてる？」

「もちろんよ。これってまさに、攻防一体の奥おう義ぎじゃないの。しかもお金までとれるし」

　いやいや、これのどこが技なんだ。本当にアホなゲームだぜ。

「そんな邪じや悪あくな技の習得は許しません。ナルミエさんにぴったりの技はこっちでしょう」

　リゼラが攻略本をめくって該がい当とう箇か所しよを指差した。




『技名・熱狂のダンス

　入手場所・ツルハ村、酒場

　使用者・ユミール（最低習得レベル10）

　情熱的なステップを踏ふむことで、敵も釣られて踊りだしてしまう。使用中はユミール自身も動けなくなるが、高確率で敵の動きを封じることができる』




　解説文の下には、女性キャラと一緒に敵ファンタズマが同じ動きで踊っている画像が掲載されている。

「な、なんであたしがこんな変なダンスを覚えなきゃならないわけ!?　だいたいあたし、レベル９だし！」

「習得レベルはあくまでキャラ固有のものなんです。たとえば、ナルミエさんがこの間覚えた集魔のダンスは、攻略本によると最低習得レベル13になっています。それでも身につけることができたんですから、きっとナルミエさんはダンス技の才能があるんですよ。この熱狂のダンスだって、すぐに覚えられると思います」

　リゼラにそう言われたナルミエは、なにかを訴えるような目で俺を見つめてきた。

「……確かにナルミエにはダンスの才能があるのかもしれない。それにこの技を覚えてくれたら、俺たちのレベル上げも格段にラクになる。ダメもとで挑戦してみてくれないか？」

「くうう……！」

　ナルミエは顔を真っ赤にして頷うなずいてくれた。邪じや悪あくがどうのと言ってるわりには、案外素直な奴やつなのだ。

「踊りの手順はこの本のとおりなんですが、実際のゲーム画面を見たほうがわかりやすいですよね。てってれー♪」

　リゼラは楽しそうに鼻歌を口ずさみながら、自前の携帯ゲーム機を開いた。スリープ状態になっていたゲームは携帯版『アストラフトの英雄』だ。そのセーブデータはミツルを始めとした全キャラクターが、最高のレベル99になっている。

「えっと、まず熱狂のダンスを習得しているユミールを戦せん闘とう参加メンバーに入れてっと」

　慣れた手つきで素早くパーティ編成をするリゼラに、俺はふと疑問に思ったことを尋たずねた。

「そういえばユミールって職業は羊飼いだったよな。なんでダンス系の技が得意なんだ？」

「ゲームに出てくるダンスの師匠いわく、羊飼いにしておくのがもったいないほどの才能があったそうです。ナルミエさんはそれ以上の才能の持ち主だって期待してますよ」

　リゼラはさっそくユミールを入れたパーティで戦闘に入り、熱狂のダンスを使用した。

　ユミールはカラフルな色合いの民族衣装に身を包んだ綺き麗れいな女性だった。そんな彼女が披ひ露ろうする熱狂のダンスは、はっきり言って変な踊りだった。「あ、それそれ！」という間の抜けた掛け声とともに、満面の笑みで腰を奇妙に振りながら両手を上下に振りまくっている。

　ゲーム画面を横目で見ていたナルミエが青ざめた。

「こ、こんな恥ずかしい踊りをあたしにやれっていうの……？」

「ああ、頼むナルミエ。これはお前にしかできないことだ」

「邪悪よ……ケータ、あんたって本当に邪悪よ……」

「さあさあナルミエさん、これの真似をして踊ってみてください」

　リゼラに急せかされて、ナルミエは遠慮がちに踊り始めた。明らかに羞しゆう恥ち心しんというリミッターがかかっており、動きはとても緩かん慢まんだった。

「そんな動きでは敵も一緒に踊ってくれませんよ。そもそも表情が硬いんです。もっと作中のユミールみたいに笑って、楽しそうに踊るんです！」

　鬼コーチと化したリゼラに従って、ナルミエは踊りながら笑った。にやり、という擬ぎ態たい語ごがふさわしい薄ら笑いだった。

「にやけてどうするんですか！　あははって感じで楽しく笑いましょう！　さあさあ！」

「そのうちあんたをぶっ殺してやるから……」

「ぶっ殺すんじゃなくて踊らせてみてください！　そんなダンスを見せられても私はまだまだ踊りたくなりませんよ！　はい、いち、に、さん、し！」

　リゼラの手拍子に合わせて、ひたすら踊り続けるナルミエ。シュールな光景だ。これが技の練習だなんて誰が思うだろうか。

　おっとそうだ。俺も見ている場合じゃない。さっそく瞬しゆん影えい牙がの練習を始めないと。

　愛用の木刀を手に取って、攻略本を見ながら動きを真似てみる。

「えっと、駆け抜けると同時に剣を振り下ろし、Ｖ字の軌き跡せきを描くようにすぐさま斬きり上げるんだよな」

　簡単そうに思えたが、実際にやってみるとかなり難しい。

　リゼラが手拍子を続けながら、こちらを見る。

「ミツルの瞬しゆん影えい牙がはもっと圧倒的スピードです。剣を振り下ろしたと思った瞬間には、すでに斬り上げています。技の解説文は『影すら追いつかないほどの速度で、瞬時に牙きばを剝むく獣けもののごとし』。だから瞬しゆん影えい牙がなんですよ」

　なんだその解説文。かっこいいじゃないか……。

「ちょっと！　せっかく踊ってあげてるんだから、こっちを見なさいよ！」

　真面目に踊り続けているナルミエが声を張り上げた。

「あ、すいません。おたがい技の練習に集中するためにも、場所を変えましょうか。ナルミエさんの熱狂のダンスは人が大勢いるところでやったほうが練習になると思いますので、グラウンドに行きましょう」

「こ、こんな変なダンスを運動部員がたくさんいるグラウンドでやれっていうの……？」

　俺もナルミエの立場だったとすれば、ぞっとする。もしかしてリゼラって、天然のドＳなんじゃないだろうか。

「それじゃケータさん、私はナルミエさんと二人で特訓に出かけますので、すいませんがしばらく一人で練習を続けてくださいね」

「ああ……」

　リゼラに引っ張られていく半泣きのナルミエを、俺は片手をあげて見送った。

　すまんナルミエ……。

　それからしばらく、俺たちは別行動でそれぞれの技の練習に没頭した。




　　　　　　　　　　　　◇




　三日後。俺が部室で一人、瞬しゆん影えい牙がの練習を続けていると、リゼラがナルミエを連れて久しぶりに顔を出した。

「聞いてくださいケータさん！　ナルミエさんが早くも熱狂のダンスを習得しましたよ！」

「え、本当に？」

「はい。ナルミエさんをグラウンドで踊らせていると、なんとそこにいた運動部員たちが一緒になって踊り始めるようになったんです！　やっぱり私の見込みどおり、ナルミエさんはダンスの天才でした！」

　ちらりとナルミエを一いち瞥べつする。彼女は頰ほおを真っ赤にしたまま頷うなずいた。

「男子部員ばかりだったけど、みんな『俺たちも踊らせろ！』って近寄ってきたわ。チアリーディング部に入ってくれって頼まれたぐらい。まあ、あたしってやっぱり天才だし？」

　三日前は文句を垂たれていたナルミエだが、ちやほやされたことでまんざらでもない様子だった。しかしたった三日で最低習得レベル10の技を覚えてしまうなんて、さすがナルミエだ。

「ケータさんのほうはどうですか？　瞬しゆん影えい牙がは習得できました？」

　俺は首を左右に振った。

「いや、まったく。毎日素す振ぶりを続けてはいるんだけど……」

　日課にした素振りの回数は三百回。体力のない俺がここまで努力したのは、生まれて初めてのことだ。それでも現実は厳しい。まったくキレのある動きにならないのだ。

「確かＶ字の軌き跡せきを描くように剣を動かすのよね。えっと、こうかしら」

　腰の剣を抜いたナルミエが、攻略本を見ながら瞬しゆん影えい牙がの動きを真ま似ねた。

　ひゅん、という音がして剣けん閃せんが綺き麗れいなＶ字を描いた。しかもコンマ数秒のスピードだった。
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「で、できてる……こいつ簡単に習得しやがった」

「まあ、あたしってゲーム研究部のエースだし？」剣を鞘さやに収めながら、得意げな顔で言うナルミエ。「これで世界征服に一歩近づいたかしら」

「むむ、確かにすごいですね……その性格さえなかったらいいのに」

「ちくしょう、ナルミエは一度やっただけで簡単に覚えられるのに、なんで毎日素す振ぶりを続けている俺は全然だめなんだ。これが才能の差ってやつなのか……」

　ため息をついた俺は、手近な椅子に腰かけた。じわりと体を蝕むしばむ筋肉痛が「もう無駄な努力はやめとけよ」と言っているように思えた。

「気にしなくていいわよケータ。あたしが天才なだけだから。あんたは何もしなくても、あたしがちゃんと補佐して魔ま王おうの椅子を用意してあげるわ」

　得意げに言うナルミエ。だから俺は魔王なんかにならないっての。

「まあナルミエさんはレベルが高いし、生きつ粋すいの剣士タイプだから簡単に覚えられるんですよ。ケータさんが瞬しゆん影えい牙がを習得するためには、やっぱり攻略本じゃなくて本物の奥おう義ぎ書しよを読んだほうがいいのかもしれませんね。きっとそこには、コツとかも書かれているはずです」

　そんなこと言われてもなあ……。

「奥義書なんてどこにあるんだよ」

「ゲームでミツルは、図書館の男性司書から瞬しゆん影えい牙がの奥義書をもらってましたよね。ミツルが冒険の途中で手に入れたアイテムは、彼が光の国プログレシブに帰るとき最高神ミューゼ様にすべて返したことになっています。それら全部をミューゼ様が捨てたとは思えませんし、本来の持ち主がはっきりしているアイテムは、本人に返されたんじゃないでしょうか」

「つまり瞬しゆん影えい牙がの奥義書は、図書館の男性司書の手に戻ったってことか？」

「当時の図書館は今のベンテーチ学園になってますし、もしかすると学園長なら何か知ってるかもしれませんね」




　　　　　　　　　　　　◇




　俺は一いち縷るの望みをかけて、学園長室を訪ねてみた。

「あー、ケータだ。もしかして遊びにきてくれたの？」部屋に入った途端、学園長が俺の胸に飛び込んできた。「もう、私とは家でいくらでも会えるのに、寂しがり屋さんなんだから！」

　このこのぉ、と言いながら俺の胸に顔をうりうりと押しつけてくるローリエ学園長。先ほどゲームで見た姿とまったく同じ。実物も安定の幼女だ。

「あのー、ローリエ学園長」

　俺の後ろからリゼラとナルミエが、遠慮がちに顔を覗のぞかせた。

　学園長は素早く俺から身を離して襟えりを正す。

「なんだ貴様らもおったのか。さっさと用件を言うがよい」

　外用の厳しい口調で言い放つ。ローリエ学園長はベンテーチ学園において、「ロリ軍ぐん曹そう」のあだ名をつけられるほどスパルタで有名な人なのだ。俺と二人きりのときを除いて。

「あのさ学園長。昔この学園が図書館だった頃、親父おやじに瞬しゆん影えい牙がの奥おう義ぎ書しよを渡した男性司書がいただろ？　その人は今どうしてるか知ってるかな」

　俺が言うと、学園長は「ふむ」と頷うなずいてから続けた。

「あやつなら遠方の図書館に再就職したはずだが」

「瞬しゆん影えい牙がの奥義書は、今もその人が持ってるのか？」

「いや、あれはもともとベンテーチ図書館が所有する蔵書でな。ミツル殿が光の国プログレシブに帰ったときにミューゼ様から返してもらったので、今も私が預かっておる」

「本当か!?　だったらその奥義書を見せてくれないか!?」

「ならん！」学園長の一いつ喝かつが轟とどろいた。窓ガラスがびりびりと震ふるえるほどの声量だった。「あんなものを読んではいかん！　あれは危険きわまりない禁書なのだ！　それを勝手にミツル殿に渡した男性司書は、即刻クビにしてやったほどだ！」

「そういえば『アストラフトの英雄』でも、あの人は英雄ミツルに奥義書を渡したあと、なぜか作中に出てこなくなるんですよね。そっか、学園長がクビにしたからだったんですね」

　リゼラが言った。さすがリアルな再現度をほこる『アストラフトの英雄』だ。

「でも親父はその奥義書を読んだからこそ、瞬しゆん影えい牙がを習得できたんだろ。俺もそれを習得したいんだよ！　頼むから見せてくれ！」

　俺が頭を下げても、学園長は聞く耳をもたない。

「ならんならん！　ケータがゲーム研究部に入った時点で、こうなることは予想しておったのだ！　技の習得はおおいに結構、しかしほかの技を覚える努力をするがよい！」




　結局奥義書は見せてもらえないまま、俺たちは学園長室を追い出されてしまった。

「まあ、仕方ないわよね。瞬しゆん影えい牙がならあたしも使えるようになったわけだし、あたしがコツを教えてあげるわよ」

　ナルミエが言った。

「一応聞くけど、コツってなんだ？」

「剣を速く動かせばいいの」

「……天才は言うことが違うな」

　嫌味のつもりだったのだが、ナルミエは「まーね」と満足げに笑った。

「どうしましょうか、ケータさん」

　リゼラが難しい顔で見つめてくる。俺の答えは決まっていた。

「学園長が管理してるってわかったんだから、探すに決まってるだろ。それにあそこまで見るなって言われると、見たくなるのが人の性さがってもんだ」

「でも、どこをどう探せばいいかわかりませんよ」

「甘いなリゼラ。学園長の言葉にヒントがあったじゃないか」

　首を傾かしげるリゼラとナルミエに、俺は告げた。「学園長は俺がゲーム研究部に入った時点で奥おう義ぎ書しよを欲しがることは予想していたって言っただろ。だからきっと俺が入部した直後に、どこかへ隠したんだ。そのあたりの時期に学園長が奥義書らしきものを持ち歩いていた様子を見た人がいないか探せばいい。それでだいたいの見当がつけられる」

「前から家の金庫とか、学園の鍵のかかった部屋に保管していたかもしれませんよ」

「忘れたのかリゼラ。俺はどんな鍵でも開けることができるんだぞ。学園長だってそれを知っているわけだし、家や捜さがしを恐れて俺が行かないような遠方に隠すに決まってる」

　廊下でそんな話をしていると、バケツとモップを持ったスーツ姿の女性教師がやってきた。

　おっとりした口調で話しかけてくる。

「あらあら、みなさんこんにちは。今日もゲーム研究部の活動ですか？」

　綺き麗れいな金髪のセミロング、いつも笑みを絶やさない慈じ愛あいに満ちた顔。俺とリゼラの担任で、攻こう撃げき魔ま法ほうの授業を受け持っている美人教師、エレナーデ先生だ。

　こんにちは先生、と挨あい拶さつをした俺の後ろで、ナルミエがこそこそと隠れている。そんな彼女にリゼラが怪け訝げんな目を向ける。

「どうしたんですか、ナルミエさん？」

「ば、ばかっ……！」

　エレナーデ先生が俺の背後を覗のぞき込む。

「あらあら、ナルミエじゃありませんか。そういえば、あなたもゲーム研究部に入ったのでしたね。ケータくん、リゼラさん、うちのナルミエと仲良くしてあげてくださいね」

　うちのって？　と首を傾げる俺とリゼラを見て、エレナーデ先生はにっこり微笑んだ。

「ナルミエは先生の娘なんですよ」

「余計なことは言わなくていいわよ！」とナルミエ。

　そうだったのか。エレナーデ先生はこの学園で一人しかいない純血の魔族だ。そしてナルミエは魔族と人間の数少ないハーフ。言われてみれば顔立ちも似ているし、二人の関係性は気づきそうなものだったが、生徒の誰からも愛される高潔なエレナーデ先生と、いつも邪じや悪あくがどうのと口走って敬遠されているナルミエとはなかなか結びつかなかった。

「ナルミエはたまに自分は次期魔王だとか、世界征服の野望があるとか妄もう想そうばかり言ってしまいますが、根はいい子なんです。やっとお友達ができたみたいで、ママは嬉うれしいですよ」

「もも、妄想じゃないってば！　や、やだなママは……」

「「ママ？」」俺とリゼラがハモった。

「ま、ママなんて言ってないわよ！　そ、そう、ババって言ったのよ！　このクソババア！」

　ナルミエが暴言を口にしても、エレナーデ先生はにこにこ顔を崩さない。

「そんな汚い言葉はミツル様が聞いたらがっかりしますよ。ミツル様、ナルミエが正義の道から外れないよう見守ってくださいませ……」

　言いながら胸の前で十字を切って、両手を重ねる。

「純血の魔ま族ぞくのくせにミツルを崇すう拝はいしてるんじゃないわよ！」

「なにを言っているのです。ミツル様は素晴らしいお人ですのよ。さあ一緒に祈りましょう。ミツル様、私たちは今日もあなた様のおかげで平へい穏おん無事な生活を享きよう受じゆしています……」

　エレナーデ先生は魔族だが、極度のミツル崇拝者だ。朝のホームルームでは必ずミツルへの賛辞を述べるし、取り壊し予定だった学園の倉庫を改造して「ミツル教会」なる施設を設立したほど。『月刊ミツル』とかいうフリーペーパーも刊行している。ちなみに『月刊ミツル』には、リゼラが書いている英雄ポエムの連載があるらしい。

「と、とにかくあたしたちは忙しいのよ！　行こうケータ！」

　ナルミエは俺の手を引いて、さっさと歩き出そうとした。ものすごい力で引きずられそうになるが、その前に俺はエレナーデ先生にひとつだけ質問してみた。

「あのさ先生。今から三週間前のシルフの日のあたりで、変わったものを持ち歩いていた学園長を見かけませんでした？」

　それは俺がゲーム研究部に入部した日だ。エレナーデ先生は考え込んだあと、思い出したように手を打った。

「そういえば、そのあたりの時期に古ぼけた木箱を持ち歩いている学園長を見かけましたね。ミツル様の博愛精神に則のつとって、雑用なら私が承うけたまわりますよってお伝えしたのですが、これは自分で処理するからいいと断られてしまいました」

「それだ！　学園長はその木箱をどこに持っていくか言ってませんでしたか!?」

「確か、ひと目を避さけたいから北の洞どう窟くつの奥に持っていくとおっしゃっていたような……」

　北の洞窟。かつてベンテーチ学園の課外授業に使われていた場所で、凶悪な変異体ファンタズマ「夜よ伽とぎの大だい蛇じや」が出現するようになってから閉へい鎖さされている洞窟だ。弱い俺が入れる場所ではないので、隠すならもってこいといえる。

　エレナーデ先生は俺たちに「ミツル様のご加護があらんことを」と言い残して立ち去った。

　それを見送ってから、リゼラたちに向き直る。

「聞いたか二人とも。瞬しゆん影えい牙がの奥おう義ぎ書しよは、かなりの確率でその木箱の中だ」

「ケータさんって勉強ができないとか言ってますけど、賢いですよね。こんなにあっさり核心に迫るなんて」リゼラはにっこり笑ったあと、険しい表情を作って続けた。「ですが北の洞窟はあの変異体ファンタズマ、夜伽の大蛇が出てくるダンジョンですよ。ナルミエさんでも太た刀ち打うちできなかったわけですし、さすがにまた行くのは危険だと思うんですが……」

　今度は俺がにっこり笑う番だった。

「なに言ってるんだ。あのときと違って、今のナルミエにはファンタズマの動きを封じる熱狂のダンスがあるだろ。それさえあれば安全じゃないか」




　北の洞どう窟くつはベンテーチ学園のあるミナトンの街を出て、すぐのところにある。

　洞窟の入り口には「勝手に入ることを禁ず・ベンテーチ学園長ローリエ」と書かれた看板が立っており、錠じようのぶら下がった鉄てつ柵さくがある。その錠は前に俺が解錠したままになっていた。

「この間も入っておいてなんですけど、やっぱり勝手に入るのは英雄としてあるまじき行為だと思うのですが……」

　相変わらずしぶるリゼラだが、手にはちゃっかり『アストラフトの英雄・ダンジョン攻略ガイド』と書かれた冊子を持っている。

「瞬しゆん影えい牙がの奥おう義ぎ書しよを手に入れるためだ。遠慮なく入るぞ」

　鉄柵の開閉口を押し開けて、洞窟内部へ足を踏ふみ入れる。内部はゲーム『アストラフトの英雄』で再現されているダンジョンとまったく同じ構造なので、攻略本なしでも歩いていける。

「禁じられた洞窟に入る……これぞ悪の特権ね」

　と言っているナルミエは俺の制服の袖そでをぎゅっと握っているので、非常に歩きにくい。以前散々な目にあったので怯おびえているのだろう。一年生最強の天才がこれだもんな。

　この洞窟はそんなに広くない。幸いなことに、ファンタズマに襲おそわれることなく最さい奥おう部ぶまでやってきた。洞窟の切れ間から差し込む陽光のなかに、古ぼけた木箱を発見した。

「あれだな」

　近づいて木箱を手に取ってみた。結構重い。揺すってみると中からガタガタと音がした。鍵がかかっているようだが、そんなもの俺には通用しない。

　木箱を足下に置くと、右手をゆっくりと真横に伸ばした。イメージするのは自分の腕が研とぎすまされた槍やりになる感覚。そして遠くのものに手を伸ばす感覚。

　すると右腕が空間に空いた穴に飲み込まれた。

　これは英雄ミツルこと親父おやじが最高神ミューゼから与えられた特殊な魔ま法ほう、空間歪曲魔法ドライブシアターだ。

　冒険の途中で手に入れたアイテムを、いくつでも別次元の倉庫に保管しておけるという便利な代物。それが俺にも遺伝で身についている。

　別次元の倉庫から取り出したのは、Ｆ字の鍵形アイテム『エルピダ・キー』。親父が冒険の終しゆう盤ばんで入手した魔法の神具で、あらゆる鍵をこじ開けることができる。親父は元の世界に帰るとき、すべてのアイテムを最高神ミューゼに返したはずだが、このようにいくつかの神具はそのまま借りパクしていたのだ。それを俺があとで回収してやったというわけだ。

『エルピダ・キー』の先端を木箱の錠に当てると、かちゃりと音がして簡単に外れた。

　後ろで一連の行動を見守っていたリゼラが、気弱な声を出す。

「うう、学園長が禁書とまで言っていた奥義書を勝手に見ても大丈夫なんでしょうか……」

「今さら何を言ってるんだ。ここまで来て見ずに帰るわけにはいかないだろ。これだな」

　木箱にあった書物を取り出す。年代がかったノートのようだ。「じゃあ見るぞ」

　適当なページを開くと、こんな文章が目に飛び込んできた。




『※月※日　晴れ　記入者ローリエ

　今日は図書館のみんなとお花見に行きました。

　みんな私にお酒は飲むなって言ってきたけど、私が百年以上も生きている熟したオトナだってことを忘れているようです。もちろん色んな意味でオトナです（赤面）。

　また青白い月光の下で恋の唯ゆい物ぶつ論ろんを聞かせてください。あなたに心を拿だ捕ほされた私は、さしずめ首輪をつけられた子犬のよう。早く私をここから連れ出して。いや、引きずり回して！




　※月※日　曇り　記入者ミツル

　せっかく会えたのに、あまり話ができなくてごめんなさい。ローリエちゃんが子犬なら、僕はドーベルマンになってあげる。なぜかって？　キミの前では獣けものの野性を押さえきれないからさ。今度会ったときは肩を並べて、夜空に浮かぶ憎らしい月に咆ほう哮こうしよう。僕たちの恋はお前なんかより美しいぞってね。そしておたがい獣らしく、苛か烈れつな愛のドッグファイトとしゃれこみたいね。うー、わんわん！




　※月※日　晴れ　記入者ローリエ

　がるう、がるう！　わんわん、わわん、わん！（←ミツルさんに私の野性を引きずり出された様子。照）』




　パタンと本を閉じた。

「ちょ、ちょっと、なんで閉じるんですか。続きを読ませてくださいよ」

「そうよケータ。あんたはテレビのリモコンを独占する亭主関白気質なの？」

　ちゃっかり後ろから覗のぞき見していたリゼラとナルミエが、抗議してくる。

　……これ以上読んでたまるか。これは瞬しゆん影えい牙がの奥おう義ぎ書しよじゃなければ、書物でもない。ただの交換日記だ。しかも親父おやじと学園長の超恥ずかしい交換日記だから見るに堪たえない。

　それにしてもクソ親父め、あんなロリババアにまで手を出そうとしてやがったのか。身内ながら吐はき気をもよおす。なにがドッグファイトだ、ちくしょう……！

「あれ、まだ木箱の中に書物がありますね」

　リゼラがそれを拾い上げた。まさか交換日記の続きかと思ったが、違うようだ。

　そちらはノートではなく、巻き物だった。

「くっ、そっちが本物か！」俺はリゼラの手から巻き物を奪い取った。「これさえ読めば、俺は瞬しゆん影えい牙がを会得できるんだな!?」

　喜んで巻き物を開いてみた。

　水墨画のようなイラストが四つ並んでいる。四コマ漫画といった感じだ。どうやら瞬しゆん影えい牙がの手順を表したものらしい。

　最初のコマは棒を持った男が八はつ相そうの構えをしている様子。

　次のコマは棒を構えた男が、スカート姿の女の子に向かって駆け出す様子。

　三番目のコマは女の子の傍そばを駆け抜けながら、棒を振り下ろす様子。

　そして最後のコマは、棒を振り上げて女の子のスカートをめくっている様子。

「……これなに？」

「え、えっと、これはいわゆる昔のエッチな絵画ですね。十六年前はこんな感じの、ソフトなエッチ画がはやっていたんです。でも当時は、邪じや神しんの支配を受けてぴりぴりしていた時代ですから、発禁本になっていたそうです。だから学園長は禁書って言っていたんですね」

「いや、そんなことを聞いてるんじゃなくて、これが瞬しゆん影えい牙がの奥おう義ぎ書しよ？」

「そのようです。動きは確かに瞬しゆん影えい牙がですし……」

　男性司書の野郎、これを剣術の奥義書とかほざいて親父に売りつけやがったのか……？

　影すら追いつかないほどの速度で、瞬時に牙きばを剝むく獣けもののごとし。

「なにが瞬しゆん影えい牙がだ！　大層な名前がついているけど、ただのスカートめくりの技じゃねーか！　俺はこんなものを習得するために、毎日素す振ぶりをしていたわけじゃねーぞ！」

　そのとき、洞どう窟くつの隅に白いもやが集まってきた。あれはひと気のない場所に滞留する邪じや気きと呼ばれる物質だ。

　邪気は一カ所に収束して、色と形を帯びていく。

「まずい、ファンタズマが出るぞ！　戦えるかナルミエ!?」

「もちろんよ。剣のサビにしてやるわ」

　自信満々で腰の剣に手をかけるナルミエ。しかし邪気が巨大なカタツムリ形のファンタズマに変化した時点で、「ひいっ！」と小さな悲鳴をあげて、俺の後ろに隠れてしまった。

　ナルミエのネガティブスキル「超恐怖ハイパーフイアー」発動。苦手なものと相あい対たいするとパラメータが本来の十分の一に下がってしまう最悪のスキルだ。こうなるとナルミエは役に立たない。どうやら軟なん体たい生物も苦手なジャンルに入るらしい。

　俺は空間歪曲魔法ドライブシアターを使って、別次元の倉庫から双そう眼がん鏡きよう形のアイテム『真実の瞳ひとみ』を取り出した。これで相手を覗のぞけばパラメータを確認できる。





マイマー

攻こう撃げき力りよく９、防御力12、瞬しゆん発ぱつ力りよく２、魔ま力りよく４、運５






「くっ、動きは遅いみたいだけど、俺やリゼラだけでは手に負えん！　今こそ熱狂のダンスを使うんだナルミエ！」

「でで、でもでも……」

「でもじゃねぇ！　動きさえ封じたら、なんとかなりそうな相手なんだ！」

　ナルミエはびくびくしながら熱狂のダンスを披ひ露ろうした。恐怖心が強いためか、踊りにはまったくキレがない。

「練習を思い出すんですナルミエさん！　あの過酷な練習を！　流した青春の汗と涙を！」

「わわ、わかってるわよ……」

　リゼラに言われて、ナルミエは少しずつ機き敏びんに踊り始めた。

　素人しろうと目めで見ても完成されているダンスだが、敵ファンタズマのマイマーは一緒になって踊ってくれない。ずるずると音を立てて粘ねん液えきを引きずりながら、俺たちとの距離を詰つめてくる。

　くっ、なんで敵は一緒に踊らないんだ！　ナルミエはあんなにもがんばってるじゃないか！　あそこまで魅み力りよく的てきなダンスを披露できる女の子は、なかなかいないぞ……！

　てゆーか、かわいいなナルミエ。はあ、はあ……。

「ケータさん！　なにやってるんですか!?」

　リゼラの大声を聞いて、俺ははっと顔をあげた。

「……なな、なにやってんのケータ？」

　ナルミエが震ふるえた声を絞り出す。なんと俺はナルミエにしがみついて、美しい曲線を描く腰のくびれに頰ほお擦ずりをしていた。

「なっ、なんだ!?　俺は一体なんでこんな真似を……!?」

　慌あわてて身を離す。そこにマイマーが緑色の不気味な粘液を吐はき出してきた。

「やばいぞナルミエ！」

　俺は咄とつ嗟さにナルミエを押し倒して、その粘液をかわした。ごつごつした岩肌に付着した粘液は、どじゅうという音を立てて岩の表面を溶かした。かなり強力な酸らしい。

　あんなものをまともに浴びたら、ひとたまりもない。早く立たないと。

　いや、でも、もう少しこのままナルミエにくっついていたいような……。

「ケータさん！」

　地面に転がったままナルミエに抱きついていた俺は、リゼラにひっぺがされた。

「はっ!?　俺はまた、なにをやっていたんだ!?」

「けけ、ケータ、あ、あんたあたしにくっついて、いい、一体なにをする気だったの？」

「もしかしてナルミエさんが習得したのは熱狂のダンスじゃなくて、魅み惑わくのダンス……？」

　リゼラがぽつりと言った。

「なんだそれ!?」

「敵味方に関係なく、戦せん闘とうに参加している男キャラ全員を魅了するダンスです！　『アストラフトの英雄』はミツルをパーティから外せないので、まったく使い物にならない技です！」

　……そういえばナルミエがグラウンドで練習していたとき、男子部員ばかりが寄ってきたって言っていたな。

「だったらそれじゃねーか！」

　俺はまた理性と関係なく、ナルミエに抱きついていた。

「じゃじゃ、邪じや悪あくよ！　敵がいるのに、リゼラもいるのに！　そんなの邪悪よケータ！」

「とか言っておきながら、どうしてケータさんを振りほどかないんですか！」

　敵ファンタズマのマイマーは再び粘ねん液えきを吐はき出した。リゼラに突き飛ばされる形で俺とナルミエは攻こう撃げきをかわす。

　代わりにリゼラが粘液を浴びてしまったが、彼女には通用しない。粘液を浴びる直前にリゼラの体が銀色の光沢を放つ無敵金属に変化したからだ。

　リゼラが唯一習得している最強の防御魔ま法ほう、絶対防御魔法エクスプリズモス。その魔法はリゼラ自身が危険を察知したときに、無意識レベルで自動的に発動する。

「しっかりしてくださいケータさん！　とにかく敵を攻撃しないと話になりません！」

　リゼラに身を起こされた俺は、自分の頰ほおを強く叩たたいて冷静さを取り戻そうとした。

「よ、よし……！」

　腰から木刀を抜いてマイマーに斬きりかかった。敵は動きが緩かん慢まんなので、ひとまず攻撃は当たる。しかし防御力が高いためか、あまりにも手て応ごたえがない。

「ちくしょう！　この野郎！」

　がむしゃらに木刀を振って、びしばしとマイマーに連打を浴びせる。すると突然、

「きゃああああ！」

　リゼラが悲鳴をあげた。俺の木刀がリゼラのスカートに引っかかって、めくれ上がってしまったのだ。白と青の縞しまパンというやつだった。

「ちゃっかり瞬しゆん影えい牙がを習得してるじゃないですか！」

「ち、違う！　偶然当たっただけだ！」

　マイマーの後方に、またしても白いもやが収束していく。新手のファンタズマが出現しそうになっているのだ。

　ナルミエは震ふるえており、戦せん闘とうに参加することができない。リゼラは攻撃魔法をひとつも覚えていない。そして俺は学園最弱の男で、気を抜けばナルミエに抱きつこうとしてしまう。

「もうだめだ！　逃げるしかねえ！」

　毎度のごとく、俺たちは一匹のファンタズマも倒せないまま逃げ出した。




　　　　　　　　　　　　◇




　毎日三百回の素す振ぶりをしても瞬しゆん影えい牙がを体得できなかった挙げ句、極意が記されていると思って探し当てた奥おう義ぎ書しよは期待はずれ。一歩ずつ前に進んでいくのがＲＰＧだとリゼラに教えられたが、無駄な努力というのはこういうことを言うのだろう。

　と、やる気をなくしていたある日。

　体育の野球で、俺は生まれて初めてヒットを打った。下からすくいあげるようにして打った打球が、外野手の隙すき間まに落ちたのだ。

　あとで『真実の瞳ひとみ』で俺のパラメータを確認してもらったところ、こうなっていたらしい。





ケータ・アサギリ

レベル２

攻撃力４、防御力４、瞬しゆん発ぱつ力りよく３、魔ま力りよく０、運５

所持魔法・空間歪曲魔法ドライブシアター

所持技・右う中ちゆう間かん安あん打だ剣けん






「剣の素振りをしていた効果が出ましたね」

　そう言うリゼラに俺は「黙れ」と返したが、ある種の達成感を覚えていた。










[image: 第二話　テストの赤点を免れない]




　ゲーム研究部の部室に入ると、ナルミエが妙なダンスを踊っていた。

「……なにやってるんだ？」

　声をかけると、奇妙な踊り手はそれを中断して振り返った。

「け、ケータ!?　はは、入ってくるなら、ノックぐらいしてよ」

「部室なんだから、わざわざノックの必要はないだろ。それで今度はなんの練習だ？」

　見た限りナルミエが今やっていたダンスは、集しゆう魔まのダンスでもなければ、魅み惑わくのダンスでもない。てゆーか、魅惑のダンスは二度とやるなって釘くぎを刺してあるしな。理由はわざわざ言うまでもないだろ？

「れ、練習じゃないわよ。えっと、そ、そう。邪じや神しんを復活させる儀式をやっていただけ」

　ダンスの天才とか言われて味を占めたんだな。おそらくそれで、ダンス自体に興味をもったんだろう。

「ところでマレッタは今日もいないのか？」

「そうみたい。リゼラも？」

　俺は頷うなずいた。リゼラはここのところ、三日続けて学校を休んでいる。

「マレッタはいつものことだけど、リゼラはもしかしたら、なにか病気なのかもしれない」

「まあ明日で四日目だし、そろそろ復帰するんじゃないの？」

「だったらいいんだけどな。さすがに明日は来てもらわないと困るんだ」

　どうして？　と首を傾かしげるナルミエに説明した。

　ゲーム研究部がまともに活動していなかった頃のリゼラは、不登校続きだった。毎朝少しだけゲームをしようとしたら、いつの間にか夜になっていたとかいう噓うそみたいな理由で。

　今では休みこそしなくなったものの、遅刻は相変わらず多い。そのため、出席日数が非常にまずいことになっているのだ。

「それで明日、リゼラは補習テストを受けることになってるんだけど、それも休むとしばらく居残り勉強を強制させられるんだってさ。もちろん放課後の部活には参加できなくなる」

「そうなったとして、なんでケータが困ることになるの？」

「だってリゼラが部室にいないと、『アストラフトの英雄』を円えん滑かつに進められなくなるだろ」

　俺はゲーム自体、ほとんどやったことがないド素人しろうとだ。だからあのゲームを熟知しているリゼラが傍そばにいてくれないと、何かと心細い。

「そんなわけで、これからリゼラの様子を見に行こうと思うんだ。もし重い病気ならエレナーデ先生に報告して、補習テストを延期してもらえるかもしれないし」

「ふーん。だったら行ってくれば？」

　興味なさそうに言ったナルミエは、足下にすり寄ってきたペットのアニくんにエサをやり始めた。虫の類たぐいはさわれないので、固形の乾燥エサだ。

「いや、リゼラは女子寮に住んでるだろ。基本的に男の俺は入れないんだけど、女子と一緒なら訪問許可が出るらしいんだ。だからナルミエと一緒に……」

「やだ」即答された。

「そう言うなよ。同じゲーム研究部の仲間じゃないか」

「リゼラがミツルの崇すう拝はいをやめて、邪じや神しんを崇拝するって言うなら行ってあげるけど」

　まあ、こうなることは予想していなかったわけじゃない。リゼラとナルミエって折り合いが悪いからな。

「わかった。それじゃマレッタを探してついてきてもらうことにするよ。それじゃ」

　部室から出て行こうとしたのだが、

「ま、待ちなさいよ」呼び止められた。「もうちょっと食い下がることをしないわけ？」

「だって食い下がったところで、ナルミエは行かないんだろ？」

「よ、よく考えてみたら、リゼラが病気で苦しんでる顔を見て爆笑してこそ魔ま王おうよね。ケータもそれが目的なんでしょ？」

「なんでそうな……」

「言わなくてもわかってるわ。うんうん、そうよね。ここはリゼラの様子を見に行ったほうが邪悪だわ。あたし邪悪のためなら、たとえむかつくリゼラの家だって行くし」

　相変わらずわけのわからない性格だが、ひとまず同行してくれるようだった。




　リゼラは物心ついたときから両親がいない。もともと遠方の街の修道院で暮らしていたのだが、なぜか超レア魔法の絶対防御魔法エクスプリズモスが使えるということで、学園長が学費免除の特待生扱いでベンテーチ学園に招いたのだ。

　そんな彼女が暮らしている女子寮は、ベンテーチ学園から歩いて十分のところにある。

　リゼラのように、ミナトンの街に実家がない生徒たちはみんな寮生活だ。その数は生徒全体の半数以上にもおよぶため、女子寮だけでもかなりの大きさがある。

　入り口の受付で記帳を済ませると、スリッパに履はき替えて寮に足を踏ふみ入れた。

　女子寮って、なんだかどきどきする。現在多くの生徒たちは部活中なのでひと気はないが、なんとなく女子特有の残り香のようなものが漂っている気がした。

「女子寮に来たからって、下着とかを盗んだらだめよ。それはあたしの嫌いな邪悪ジャンルだからね」

　隣となりを歩くナルミエが言った。

「盗むわけないだろ。それよりナルミエ、その紙袋はなんだ？」

　学園を出るとき、「家に鞄かばんを置いてくる」と言って一度別れたナルミエだが、女子寮前で合流したときから手に紙袋を抱えていた。

「ああ、えっと、これは……」

　言い終わる前に察した。よく見ると紙袋には青せい果か店てんのロゴが入っていたからだ。

「そうか、お見み舞まいのフルーツだな。しまった、俺もなにか買ってくればよかった。ナルミエって気が利きいてるな」

「か、勘かん違ちがいしないで！　これは病気で弱ってるリゼラの前で、あたしがムシャムシャと食べてやるためのフルーツなの！　ムシャムシャとね！」

　この妙な性格のおかげで、ナルミエには友達がいない。でも意外とリゼラとは気が合うように思うんだけどなあ。

　リゼラの部屋の前にやってくる。ノックをしても返事がない。

　体がだるくて、寝ているのかもしれないな。

　と思っていた矢先、ナルミエが遠慮なくドアを押し開けた。

「うーす、リゼラ。笑いにきたわよ。ドカンと笑わせてちょうだい」

　その後ろからそっと室内を覗のぞく。

　十畳ほどの部屋だった。はっきり言って、ものすごく汚きたない。背の高い本棚には部室と同じく無数のゲームソフトと攻略本が押し込まれており、収まりきらなかったものが床ゆかにも積もっている。平積みではなく、とても乱雑に。

　そんな汚い部屋でも、寮の廊下より濃密な女子の匂いがするから不思議だ。

「な、なんて邪じや悪あくな部屋なの……」

　ナルミエがぽつりと漏もらした。

　そして当のリゼラはというと……ベッドにひっくり返って携帯ゲーム機をいじっていた。上はＴシャツ一枚、下はパンツのみという無防備な姿で。

「くひひ、千せん人にん斬ぎり達成じゃあ！　もっともっと大暴れさせろやあ！」

「おいリゼラ」

「私がなぜ強いと思う？　もともと強いからよぉ！」
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　まるで俺たちに気づいていない。近づいて携帯ゲーム機をひょいと取り上げた。

「あ、あれ？　ケータさんに、ナルミエさんまで。どうしてここに……ってきゃああああ！」

　自分がラフすぎる格好をしていることに気づいたリゼラは、ベッドのタオルケットをたぐり寄せて身を隠した。「みみ、見ましたね!?」

「まあ……それより元気そうだな」

「も、もちろん、めちゃくちゃ元気ですが……はあはあ、あうううううううううう！」

　唐突にリゼラが頭を搔かきむしった。そして床に積もっているゲームソフトの山にダイブして泳ぎだす。「あうあうあうあうあう！」

「わかった！　わかったから落ち着け！」

　リゼラは携帯ゲーム機を取り上げると、このように錯さく乱らんする節があるのだ。




「私の部屋に学校の人が訪ねてきてくれるなんて、生まれて初めてです……ぐす」

　携帯ゲーム機を受け取って落ち着きを取り戻したリゼラが言った。目元に手の甲を当てて、少し涙ぐんでいる。さすがに今は短パンを穿はいていた。

「……病気ってわけじゃなさそうだな？」

「はい。幸いなことに病気とは無縁の生活を送っています。ＲＰＧ風に言えば、『病気無効』ってところでしょうか」

　さっきの錯乱していた姿は、ある種の病気だったけどな。

　聞くところによるとリゼラは、先日発売されたばかりの新作ゲーム、『真ミツル無双３』を買ってから不眠不休でプレイしていただけなんだとか。

「つまりゲームに熱中するあまり、学校に行くことを忘れていたんだな。心配して損したぜ」

「わ、私のようなクソオタクの心配をしてくれたんですか……嬉うれしすぎてもっと泣く！」

「心配なんてするわけないでしょ」ベッドに腰を下ろしているナルミエが言った。本当にフルーツを自分で食べてやがる。「それにしても汚い部屋よね。ゲロ吐はきそう。吐いていい？」

「やめてください」

「でもナルミエの言うとおり、汚すぎるぞ。これじゃ、どこになにがあるかわからないだろ」

「わかりますよ。あ、そうだ。『真ミツル無双３』は携帯ゲーム機専用のソフトなんですが、通信プレイもできるんですよ。みんなでやりません？」

　リゼラは嬉うれしそうに、ほかの携帯ゲーム機本体をソフトの山から引っ張りだしてきた。

「友達がいないくせに、なんで同型の本体をいくつも持ってるのよ」

　ナルミエ、それは禁句だろ……。

「あ、あなただって友達がいないくせに放っておいてください！」

「あたしは友達じゃなくて、下げ僕ぼくがたくさんいるの。そうねえ、一億人はいるかしら」

「私だって話した人の数は十億人を超えますもんね！」

「ああ、間違えた。あたしの下僕は百億人だったわ」

「そういえば私が話した人の数も一兆人でしたね」

「……それってゲームのＮＰＣってやつよね？」

「……ナルミエさんも妄もう想そうじゃないですか」

「とにかくだ」不毛な争いに割って入った。「わかってるのかリゼラ。お前は明日、補習テストなんだぞ。もちろんちゃんと勉強してるんだろうな？」

「え、明日？」

「お前はもう三日も続けて学校を休んでるからな」

「み、三日も……？」

　リゼラの感覚ではまだ一日しか経たっていないらしく、まったくテスト勉強をしていなかったんだってさ。

　補習テストを受けても赤点を取ってしまえば、やはりしばらく放課後は居残り授業を受けるはめになる。そうなるともちろん、部活どころではない。

　リゼラは「そ、そんなばかな……」と言ってがっくりうなだれた。と思いきや、笑顔を作って補足した。

「あ、ちなみにＲＰＧの中ボスは、負けたとき高確率で『そ、そんなばかな……』って言うんですよ。以上、リゼラのほんわかＲＰＧ解説でした」

「自分の現状わかってる？」

「まずいです！　まずいです！　部活できないなんて、学校に行く意味ないじゃないですか！」

「それも極端な話だけどな」

「私、今から勉強します！」

　リゼラはゲームソフトが散らばっている机の上を片付けると、着席して勉強を始めた。

「それじゃ俺たちは帰るか」

「あれ、邪じや魔ましていかないの？」

「なんでそうなる」

　俺とナルミエはベッドから立ち上がると、そのまま部屋をあとにしようとした。

　退室する直前、振り返ってリゼラを見る。一心不乱に机に向かっていた。「じゃあな」と声をかけても返事がない。

　リゼラの集中力はすごいからな。それが勉強に向いたらテストも余裕だろう……って、ちょっと待て。なんだ、この胸くそ悪いＢＧＭは？

　勉強机に近づいて、おそるおそるリゼラの手元を覗のぞき込んでみた。

　携帯ゲーム機で遊んでいた。

「なにやってんだテメェ!?」

「……はっ!?　わ、私はいつの間に……？」

　予定変更。ちゃんと勉強をするか、しばらく監かん視ししていくことにしよう。




　監視するだけというのもなんなので、俺も問題集を片手に勉強の協力をすることにした。

「じゃあテスト範囲内で問題を出すから答えてくれ。まずは魔ま法ほう学がくⅠからだ」

「クイズゲーム形式ですね。私がんばります」

　リゼラはペンを持ったまま、ぐっとガッツポーズをとった。

「えっと、怪け我がをした十人の男と結イ界ア治フ療ラ魔グ法マの使い手がいます。全員を回復させるには、最低どのぐらいの魔力が必要か答えよ」

「５ですね」

「不正解。答えは68だそうだ。結イ界ア治フ療ラ魔グ法マなんて高度な魔法を使うのに、５って少なすぎるだろ」

「だって問題文には、結イ界ア治フ療ラ魔グ法マの使い手が怪我人を回復させるなんて書いてないんですよね。だったら小イ治ア療ト魔リ法キを覚えている人が一人ずつ回復させたらいいんです。それを習得できる魔力は最低５前後です」

　……それでも正解なのか？　まあよくわからないので、次に移ろう。

「じゃあ次の問題だ。一キロを八分で走る魔法使いがいる。俊足魔法ピラヴロスを使って十キロ先にあるフォリノミア城下町まで行く場合、魔法使いは何分で到着できるか？　魔法の効果は永続、魔力は10とする」

「到着できません」

「……問題集の解答は五十分ってなってるけど」

「途中で強いファンタズマとエンカウントする可能性があるので、魔力10程度の魔法使い一人では到着できません。無難にファンタズマ避よけの結界がある馬車を使うべきです」

　だめだこいつ。確かにそうかもしれないが、問題の答えになってない。

　そういえば俺が小学生のとき、クラスメートの久く保ぼ田たって男が先生から算数の問題を当てられたことがある。「久く保ぼ田たくんと中なか山やまくんが、十個のチョコレートを分けたとします。公平になるのは何個ずつでしょう？」という問題だったが、久保田は「分けたくないから俺が十個」と超ドヤ顔で答えていた。それと同じぐらいひねくれてやがる。あれ面白解答だと思っていたんだろうか。本当につまらんぞ久保田。

「ケータさん、次のクイズはまだですか？」

　リゼラが急せかしてきた。クイズじゃないっての。

　とにかく魔ま法ほう学がくは後回しだ。俺は脇にあった歴史の問題集を手に取ると、出題範はん囲いから問題を読み上げた。

「次は歴史の問題だ。魔法暦２３０年にマテリアを発見し、世界初の念ねん化か製品である魔光灯を発明した錬れん金きん術じゆつ師しの名前は？」

　これならひねくれた解答をすることはできない。さあ答えてみろリゼラ。

「うーん、ＲＰＧぽく『はい』『いいえ』で答えられる問題にしてくれませんか？」

「真面目にやる気ある？」

「無論です」

「……じゃあ次。魔法暦２５８年。アストラフトにやってきた英雄ミツルが、獣じゆう王おうファフラーと戦った場所はどこか？」

「絶海の孤島、ミヤーコ島です。ちなみにミヤーコ島の面積は十三平方キロメートル、五百年前までは人が住んでいました。漁業が盛んだったようで、貝塚が五十三カ所発見されています」

「ミツルに関する問題なら気味悪いほど詳しいな……」

　リゼラはさらに続けた。

「一応補足しておきますと、獣王ファフラーを倒すには最低でもレベル57は欲しいところです。麻ま痺ひ攻こう撃げきもあるので、その対策が必要ですね」

「待て待て。獣王ファフラーって、そんなに強かったのか？」

「はい。眼力だけで巨岩すらも砕く必殺技、爆ばく裂れつ魔ま眼がんのもち主です」

「だったらこの問題自体が間違ってるな。あの親父おやじがそんな怪物を相手にするはずがない。親父は昔、中学生にカツアゲされたときだって……」

「英雄ミツルがカツアゲなんてされるはずがないでしょう！」

「いや、お前は知らないんだ。親父がどれだけヘタレだったかをな。ここからは俺が教科書に載のっていないミツルの真の物語を聞かせてやろう」

　今まで口を挟まなかったナルミエが、感心した様子で言ってきた。

「なるほど。ケータはそうやってリゼラの勉強を邪魔するのね。こっちが勉強になるわ」

「い、いや、そんなつもりはないんだ」

　いかんいかん、俺が横道に逸そらしてどうする。勉強の続きだ。

「さっきから、なにやってるんですかナルミエさん？」

　振り返ったリゼラが言った。ナルミエはベッドに腰かけたまま、落ちていた二台目の携帯ゲーム機を拾って遊んでいた。

「『真ミツル無双３』よ。今フォリノミア城周辺で戦ってるとこ」

　そのソフトはリゼラの傍そばに置いてある携帯ゲーム機に挿ささっていたのだが、いつの間にか抜き出してプレイしていたらしい。

「あ、そのマップは右端に回復用のアイテムがあるので、取っておいたほうがいいですよ」

「どこ？」

　リゼラはナルミエの隣となりに座ると、

「えっと、もう少し下です。あ、その吊つり橋は迂う回かいしたほうがいいですね」

「じゃあこっちから行くのかしら」

「それより近道があります。そこにある砦とりでを抜けて……」

「ああ、なるほど。こうやって行くのね」と言うナルミエの手から、俺は携帯ゲーム機を取り上げた。「ちょっと、なにすんのよケータ」

「リゼラの気が散る。これは没収だ」

「そのマップだけクリアさせてくれない？」

「だから勉強の邪じや魔まだって言ってるんだ！」

「ボスキャラの龍りゆう王おうグラムートって奴やつがいるのよ。調子に乗った奴だから、あたしが魔王として軽く粉砕してやるわ。だからあと一分だけ！」

「一分で倒せる奴なら、俺が三十秒で始末してやる。リゼラは勉強してろ」




　二十分後──。

「ああ、くっそ！　また負けた！　龍王グラムートってめちゃくちゃ強いじゃねーか！」

「だからあたしにやらせてってば」

「だめだ。奴だけは俺が倒す」

「ケータさんは奥おう義ぎの発動ボタンを押すタイミングが遅いんですよ」

「そうなのか？」

「はい。ゲージが貯まったらすぐ押して押して押し倒してください。それが鉄則ですよ」

「そういうことは早く言え。次こそぶっ倒して……」

　ふと携帯ゲーム機から顔をあげた。右隣にはナルミエ。左隣にはリゼラがいて、俺の手元を覗のぞき込んでいる。

「なんでお前まで隣にいるんだ!?」

「だ、だってケータさんが『真ミツル無双３』をやってるから、ナビゲート役が必要かと」

「お前は勉強してろって言っただろ！」

「ケータさんが龍王グラムートを倒すまでの、たかだか三十秒のことじゃないですか」

「もう二十分も経たってるけどね」

　ナルミエが部屋の壁掛け時計を指差した。愕がく然ぜんとした。

「なっ……なにをやってるんだ俺はぁッ!?」

「ね？　ゲームって時間を忘れちゃいますよね？　いよいよケータさんもゲーム狂に一歩近づいたってことで、みなさん拍手！」

　ぱちぱちと拍手を送ってくるのはリゼラだけだった。

　いかん、これは本当に魔ま性しようの遊具だ。どんどんハマっていく自分が怖い……。




　それから俺はゲームを完全に封印して、リゼラの勉強に付き添った。

　途中で弁当を買ってきてくれたナルミエが帰ったあとも、居残ってテスト勉強の協力を続けた。女子寮の規則のことさえ頭から抜けていた。

　ふと時計を見ると、時刻はすでに深夜に差し掛かろうとしていた。

　もうこんな時間か。さすがに切り上げ時だな、と思っていると。

「……できましたケータさん」

　リゼラがペンを置いた。明日のテスト予想として、問題集をやらせていたのだ。

　ベッドに座っていた俺は、答えの書かれたノートを受け取って問題集の解答と照らし合わせていく。

　勉強机から立ち上がったリゼラは、寝ぼけ眼をこすりながら俺の隣となりに腰を下ろした。

　ずいぶん眠そうだな。それも仕方ないか。俺はリゼラに部活を休んでほしくないって理由だけで、かなり無理をさせてしまったらしい。なんだか申し訳ない気持ちになってきた。

「俺の個人的な理由に付き合わせてしまって、悪かったなリゼラ」

　膝ひざ上うえに置いたノートに赤ペンで○をつけながら、そう言う。

「前にも言いましたけど、それは個人的な理由じゃありませんよ。私、今のゲーム研究部の活動がとっても楽しいんです。だから放課後の居残り勉強だけは絶対に避さけたいんです」

　リゼラは小さなあくびをしたあと、にっこりと笑った。

「でも一応、お礼は言わせてくれ。がんばってくれて、本当にありがとう」

「お礼を言うのはこっちですよ。私、こんなに勉強したのは初めてなんです。こんな時間まで頭の悪い私に付き合ってくれてありがとうございました。ケータさんはいいことをしたんですから、英雄ポイントもバッチリ貯まりましたよ」

　そうなのかな……？

　採点が終わって赤ペンを置く。

「すごいぞ、全問正解だ。本当によくがんばっ……え？」

　ノートに目を落としていた俺の肩に、こつんと何かが乗った。ベッドに並んで座るリゼラの頭だった。

「お、おい、なにをして……」

　彼女のほのかな髪の香りが鼻び孔こうに抜けて、はねた髪が頰ほおをくすぐる。

　俺たちは今ベッドにいるんだぞ。いくらなんでも密着しすぎだろ。時間だって遅いし……。

　静まり返った部屋に、壁掛け時計の秒針の音がカッチカッチと響ひびく。聞こえるのはそれだけで、リゼラは何も喋しやべらない。

　秒針より心臓の鼓こ動どうのほうがうるさくなってきた。ほかの部屋にまで聞こえるんじゃないかと思えるほどに。だからなのか、無意識に息を殺してしまう。

「ケータさん……」

「なな、なんだ？」

「……押し倒してください」

「は、はあ!?　な、何を言ってんだ、俺はもう帰るぞ！」

　とか言いながらも、両足は硬直しきってまったく立ち上がれない。

　し、しっかりしろ俺。俺が元の世界に帰りたい一番の理由は、片かた想おもい中の愛あい沢ざわさんに告白するためだろ。それなのに、こんなところで流されそうになってどうする!?　これじゃまるで女たらしの親父おやじそのものじゃないか！

「だ、だめだぞリゼラ。まだお前には言ってなかったけど、お、俺には心に決めた人がだな」

「……奥おう義ぎボタンを押して押して押し倒すんです……」
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「…………は？」

　それ以上リゼラは何も言わなかった。静かな寝息が聞こえる。どうやらリゼラは疲れのせいで眠っていたらしい。

「な、なんだ、寝言だったのか……」

　一緒にゲームをやっている夢でも見ているんだろうか。本当にゲームが好きな奴やつだな。

　思わず笑みがこぼれた。固まっていた足も動くようになっている。

　俺はリゼラを起こさないようにそっとベッドに寝かせると、静かに立ち上がった。

　足音を殺してドアに向かう。そこでもう一度リゼラを見た。

「……やりましたねケータさん、やっと龍りゆう王おうグラムートを撃げき破は……むにゃ」

　枕を抱きしめながら、幸せそうな寝顔を浮かべていた。

「遅くまで本当にがんばったなリゼラ」

　小さく言い残した俺は、魔ま光こう灯とうのスイッチを落として部屋を出た。

「ここ、こんな時間に男の子がいる……？　誰か来てえええええ！」

　廊下で絶叫をあげるパジャマ姿の女子生徒。しまった。ここは女子寮だったんだ。




　　　　　　　　　　　　◇




　翌日の放課後。俺はナルミエと二人でゲーム研究部の部室にいた。

「つまりケータは寮生に見つかったあと、リゼラの部屋で一夜を過ごしたって言うのね？」

「そんなわけないだろ。これを使って、うまく隠れながら逃げ延びたんだ」

　空間歪曲魔法ドライブシアターで神具『回かい避ひの杖つえ』を取り出す。足下に一時的な穴を作って身を隠せるアイテムだ。

「そもそもリゼラを寝かせて帰ろうとしたってこと自体が怪あやしいわ。ケータは魔王の才能があるからね。女子寮の規則を破って、深夜までかよわい女の子の部屋にいたんだもん。何もしないわけないじゃない。このケダモノ！」

「本当だってば。なんで怒ってるんだよ」

「怒ってないわよ。これは邪じや悪あくな魔王に対する褒ほめ言葉なの。この寝しょんべんたれ！」

　……なんか責められてるような気がするんだけど。

　テーブルの置き時計を見る限り、そろそろリゼラの補習テストが始まる時間だ。

「大丈夫なのかしら、リゼラ」

　同じように時計を見ていたナルミエが、ぽつりと漏もらした。

「心配か？」

「ええ、きっちり赤点を取れるか心配よ」

「なんでそっちを願う？」

「だってリゼラは、昨日遅くまでケータを独占しやがった腐くされ外げ道どうだし。あたしもママ……じゃなくてクソババアさえうるさくなかったら、ずっと居座って邪じや魔ましてやったのに」

「なんか機嫌悪いよな？」

「別に普通だし」

　と本人は言っているが、明らかに機嫌が悪い。

「まあ、リゼラは今朝もきっちり予習してきたって教室で言ってたからな。最後にやった問題集も全問正解したわけだし、たぶん問題ないだろ」

「ふんっ、これで赤点だったら爆笑ものだわ」

「それはない。リゼラはきっとやり遂とげるぞ。あいつは……そういう奴やつだ」




　　　　　　　　　　　　◇




　一年三組の教室で、リゼラは補習テストの開始を待っていた。

　ここで結果を出さないと、勉強に付き合ってくれたケータに申し訳が立たない。今朝は日課のゲームも封印して、予習復習をバッチリ済ませた。だから大丈夫なはず。

　そう思っているリゼラだが、内心はかなり緊張していた。赤点を取ってしまったときのことを考えると、言いようのない不安が胸中を黒く染める。

「お、落ち着け私」

　鞄かばんから携帯ゲーム機を取り出す。それはリゼラの安定剤。握っているだけで落ち着いてくるのだ。

　教室のドアが開かれて、試験官の男性教師が入ってきた。

「では今から補習テストを……おい、そのゲーム機はなんだ。先生が預かっておく」

　男性教師はリゼラから携帯ゲーム機を取り上げた。

「あっ……」

　問題用紙を配った男性教師が腕時計を見ながら続けた。

「テストは今から五十分。それでは始めなさい」

「はあ、はあ……」胸を押さえて荒い息をついているリゼラ。

「どうしたリゼラくん？」

「あうあうあうあうあうあううううううッ！」

　安定剤を取り上げられて発狂したリゼラは、問題用紙をビリビリに破り捨てた。




　毎日の居残り勉強が決定したリゼラが部室に顔を出したのは、一週間後のことだった。
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『ベンテーチ学園一年生へ

　七月になりました。暑い日々が続きますが、みなさん勉学に励はげんでおられるでしょうか。

　さて、今月の特別課外授業の概要を発表いたします。





・内容……ファンタズマが確率で落とす換金アイテム『邪じや気きの欠片かけら』を入手すること

・期間……七月第二週、ノームの日まで

・場所……アシハラ湿原、ノーダの洞どう窟くつ、フマグシの塔とうの三カ所からいずれかを選択

・パーティメンバー数……同学年内で最大四人まで






　学園が開放した上記三つのダンジョンのなかからお好きな場所を選び、『邪気の欠片』が手に入るまでファンタズマを狩り続けてください。入手する『邪気の欠片』の数は問いません。

　参加は自由ですが、期間内に入手できなかったパーティには一週間の補習を命じます。

　なお参加者全員には、逃走用アイテム『煙玉』をお渡しします。


ベンテーチ学園長　ローリエ』






　　　　　　　　　　　　◇




「あたし思うんだけどさ、掃除って意外と邪悪な行為じゃない？」

「なんで？」

「もともと汚きたない場所なら遠慮なく汚よごせるけど、綺き麗れいな場所を汚してしまうとちょっぴり罪悪感をもつでしょ。だから掃除で綺麗にすることは、罪悪感の種を蒔まく行為と同義だと思うわけ」

「だからこそ綺麗にした場所は、汚さないように気をつけるんだろ」

「でも人間って結局、なにかを汚さないと気が済まない生き物だし。だからあたしは、もっと掃除に力を入れて、少しでも多くの人間に罪の意識を植え付けてやることにするわ」

　いつもの放課後。いつものように俺たちゲーム研究部の面々は、部室に集まってどうでもいい雑談を交わしていた。

「あの、ケータさん」リゼラが俺とナルミエのくだらない話に割り込んできた。「あのプリント見ました？　今月の課外授業の」

　英雄養成学校ベンテーチ学園では毎月、学年ごとに特別課外授業というものが発表される。

　詳細は毎度違うが、各生徒のレベルアップのためにファンタズマを討とう伐ばつさせるという部分は変わらない。

　もちろんファンタズマと戦うことは、危険と隣となり合わせ。だから腕に自信がない者は一週間の補習と引き換えに、参加しなくてもいいことになっている。

「今月の課外授業は私たちゲーム研究部で参加しませんか？　マレッタさんを入れてちょうど四人ですし」

　リゼラが言う。気乗りしていないのだが、一応尋たずねてみた。

「今回の課外授業で解放されるアシハラ湿原、ノーダの洞どう窟くつ、フマグシの塔とうって、『アストラフトの英雄』ではどのぐらいのレベルで攻略可能なんだ？」

「……どれも最低、レベル６はほしい場所です」

「だったら無理じゃないか。俺たちはナルミエを除いて、全員レベル２か３なんだぞ」

　先月の課外授業を受けたときも、俺はファンタズマ相手に手も足も出なかった。だから今月は最初から参加せず、一週間の補習授業を甘んじて受けるつもりだったのだ。落ちこぼれの俺たちは、俺たちにあった場所でレベルを上げたらいいわけだし。こういうのをなんていうんだっけ。適材適所……は違うような。うーむ。

「ですが私は、もう二度と補習を受けたくありません。先日の補習テストの失敗で、ついこの間まで一週間の居残り授業を受けたところですし。ここでさらにまた一週間も部活できなくなるなんて、考えただけで赤くなりそうです」

「そこは『青くなる』が正解じゃないかしら？」とナルミエ。

「い、いくつかのＲＰＧは、瀕ひん死しが近づくとＨＰの表示が赤くなっていくんです！　私はそれを言っているんです！」

「だったらあんたは今にも死にそうなのね。それそれ」

　ナルミエはリゼラの額ひたいをちょんちょんと突きだした。

「ああっ、やめてください！　ゲームオーバーになっちゃいます！」

「ククク、魔ま王おうの名にかけて、じわじわとなぶり殺しにしてやるわ。闇やみに滅せよ」

「うう、恐るべき魔王……私はまだ世界を救えないのでしょうか……！　ひ、光よ……！」

　いつものように二人がじゃれ始めたのを尻目に、俺は考えた。

　先日のリゼラの補習期間中は部活も休止状態だった。確かにまたここで一週間の補習を受けてさらに部活を休むというのは、できることなら避さけたい。

　ダメもとで参加してみてもいいかな……先月の課外授業と違って、今回は一年生最強のナルミエもいるわけだし。

「よし、今回は思い切って参加してみるか」

「ホントですか!?」

　喜ぶリゼラに頷うなずいてみせると、鞄かばんから課外授業の概要が書かれたプリントを取り出した。

「えっと、課外授業用に開放された三つの場所から自由に選んでいいんだよな。ダメもとだからどこでもいいんだけど、適当にフマグシの塔とうってところを攻めてみるか」

「あたし高いところだめ」

　ナルミエが言った。彼女のネガティブスキル「超恐怖ハイパーフイアー」の対象になるところは外さなければならない。

「だったら、ノーダの洞どう窟くつかな」

「できれば暗くない場所がいいわ」

　……むう。

　となると、アシハラ湿原しかない。せっかく三カ所から選べるのに、俺たちには選択の余地さえないらしい。リゼラが言った。

「まあアシハラ湿原は三カ所のうち、一番弱いファンタズマが出る場所ですからね」

「そうなのか。だったら落ちこぼれの俺たちに最適じゃないか」

「ただ参加する生徒のほとんどは、そこを避さけると思いますが……」

　言葉を濁にごされる。「なんで？」と聞き返すと、リゼラはパンと両手を打って答えた。

「とりあえず、ゲームしましょうか」




　場違いな発言のように聞こえるが、これは正解である。

　部室の据え置き型ゲーム機を起動させると、『アストラフトの英雄』のディスクを挿そう入にゆうした。史実をもとにしたこのＲＰＧをプレイすれば、課外授業の予習ができるのだ。

　前回セーブした場所は、ミナトンの街の近辺。そこからの再開となる。

　リゼラの指示に従って画面上のミツルを操作する。アシハラ湿原はミナトンの街からさほど離れていない場所にあった。

　背の高い草で覆おおわれている湿った大草原。入るとミツルの移動速度がガクンと落ちた。下半身が泥どろだらけになるところまでリアルに描写されている。

「なるほど。みんな汚よごれるのを嫌って、ここを避けるってわけか」

「いえ、そうじゃないんです。戦せん闘とうになったらわかりますよ」

　すぐに画面が白いもやで覆われて、戦闘シーンに切り替わった。

　出現した敵は三体。いずれも巨大なキノコに手足と顔があるファンタズマだった。

「湿原らしく気味の悪い奴やつが出てくるな」

「これがアシハラ湿原で頻ひん繁ぱんに出没するファンタズマ、『オバケダケ』です。とりあえず戦ってみてください」

　ミツルを突っ込ませてロングソードで斬きりつける。敵の動きはそれほど速くない。何度か攻こう撃げきしたあとに例の瞬しゆん影えい牙がを使うと、あっさりと最初の一体を倒すことができた。

　少しダメージを受けたけど、確かにそこまで強くない。ミツルのレベルは３なので、ここなら今の俺たちでもなんとか攻略できるんじゃないのか。

　残る二体にミツルを向かわせる。片方のオバケダケが周囲に白い煙をまき散らした。

　画面上部に表示された攻こう撃げき名めいは『異常の胞ほう子し』。それを受けたミツルの頭上にドクロマークが出現する。

「な、なんだこれ？　親父おやじの野郎、いきなり顔色が悪くなったぞ」

「オバケダケの攻撃で毒を受けたんです。バッドステータスというやつですね」

「毒になったらどうなるんだ？」

「ＨＰが少しずつ減っていきます。早く回復させないと戦せん闘とう不能になってしまいますよ」

　リゼラの言ったとおり、ミツルのＨＰが一定時間ごとに減っていく。ＨＰの表示が赤くなり一気に瀕ひん死し寸前にまで追い込まれた。

「やばい！　早く回復しろアナスタシア！」

　そのアナスタシアもオバケダケの胞子攻撃を浴びてしまった。こっちも毒を受けたのか、と思いきや、彼女の頭上にはドクロマークではなく、クエスチョンマークが出現した。

「アナスタシアはどうなってしまったんだ？」

「混乱です！　まずいですよケータさん！」

　ミツルが瀕死になる寸前、アナスタシアが「まだやれますわ！」と言って小イ治ア療ト魔リ法キを使用する。それで瀕死寸前のミツルが全快……しなかった。なんとアナスタシアは、オバケダケの体力を回復させてしまった。

　回復が一手遅れたミツルは、毒のダメージによってついにＨＰゼロ。戦闘不能になった。

「ぎゃははは！　このメス豚め、とうとう本性を出して敵に寝返りやがったわ！　笑ける！」

「ナルミエさん、少し黙っていてください」

　残された混乱状態のアナスタシアも、オバケダケにじわじわとなぶり殺しにされて全滅。

『その後、英雄ミツルの姿を見た者は誰もいない──』

　暗転した画面上にゲームオーバーを示す文章が浮かび上がった。

「ぐぬぬ……そんなに強くない敵だったのに……！」

　コントローラーを持ったまま、ソファーに深くもたれかかった。

「というわけです」リゼラが言った。「アシハラ湿原に出てくるファンタズマは能力こそ高くないですが、バッドステータスを得意とするんです。しかもオバケダケの異常の胞子は、食らうまでどんな異常を引き起こすかわからないので、複数の回復アイテムをたくさん持っていかなければなりません。もしくは、バッドステータスにかかる前に倒せる実力が必要です」

　身を起こした俺は、もう一度セーブポイントから再開した。

　今度はミナトンの街の道具屋で毒を治す『毒消し草』、麻ま痺ひを治す『麻痺ナオール』、混乱を治す『安定剤』をそれぞれ所持金の許すかぎり購入して、再びアシハラ湿原に戻ってきた。

　そこでバッドステータスを回復させながらオバケダケを十体ほど狩っても、なかなか『邪じや気きの欠片かけら』は落とさない。先に回復アイテムが底をついた。

「くっ、ここまで手に入りにくいものなのか、換金アイテム『邪じや気きの欠片』ってものは……！」

「オバケダケがそれをドロップする確率は低いんです。数値にすると、だいたい三十分の一ぐらいですかね」

　なるほど……今回の課外授業に参加する生徒のほとんどがアシハラ湿原を避さける、その理由がようやく見えてきた。

「課外授業のクリア証明になる『邪気の欠片』が手に入る確率は低いうえに、バッドステータス対策が必要。しかも『毒消し草』をたったひとつ買うだけで２００フーリもするしな。これじゃお金がいくらあっても足りない」

「ちなみにそれは十六年前の市場価格で、現在はもっとしますよ。アイテムの値段がいつまでもゲームと同じだなんて思わないことです」

　ちくしょう、インフレまで起きてやがるのか。現実ってのは恐ろしい。

「それに服だって汚よごれるしね。あたしだってイヤだわ」

　だったらキミの高所恐怖症と暗所恐怖症を治してくれないかな、ナルミエさん。

　ミツルが毒、アナスタシアが麻ま痺ひの状態でアシハラ湿原をあとにした。

　ミナトンの街まで戻ってきて、宿屋に泊まる。体力と魔ま法ほう力りよくが全快するだけでなく、バッドステータスまで治っていた。

「なんで宿屋に泊まるだけで、バッドステータスが治るんだ？」

「宿泊代には薬代も含まれているんでしょうね。つまり宿屋には回復アイテムが大量に常備されているってことです」

　なるほど、それもそうか。回復アイテムは道具屋以外にも当然あるんだよな。たとえば宿屋に限らず、ベンテーチ学園の保健室にだって備蓄があるに違いない。

　ってことは、わざわざお金を払って買わなくても、それをこっそり持ち出せばいいんじゃないか。確かゲーム内でも親父おやじがやっていたし……。

「ケータ、邪悪なこと考えてるでしょ？　かっこいい顔してるわよ」

　ナルミエがうっとりした笑顔を向けてくる。こほんと咳せき払ばらいをした。いかんいかん、俺は何を考えているんだ。勝手に棚からアイテムを持ち出すなんて、泥どろ棒ぼうだぞ。あのクソ親父と一緒にはなりたくない。

「ゲームの中ちゆう盤ばん以降になると回復アイテムに頼らなくても、あらゆるバッドステータスを予防する指輪が手に入るんですけどねぇ」

「そんな超便利アイテムがあるのか？」

　リゼラは満面の笑みで頷うなずいた。

「仲間キャラの一人が調合のスキルを覚えますからね。それぞれの回復アイテムと特殊な鉱石を組み合わせることで、『体調不変リング』というアイテムを生成できるんです」

　そんなものがあればバッドステータスなんて気にせず、オバケダケをひたすら狩り続けることができるのに。

　そのとき、部室のドアが重々しく開かれた。

　入ってきたのは、これまた重々しい足取りのマレッタだった。

「あ、ちょうどよかった。マレッタさんも課外授業のプリント見ましたか？」

　そう言うリゼラに頷うなずき返して、手近な椅子に腰かける。そして背中の大きなリュックを床ゆかにどんと置いた。

「見たよ。本当に最悪。こっちはサマーセール中で商売が忙しい時期なのに……あ、ちなみに今の目玉商品はこれだよ」

　言いながらリュックからアイスボックスのような箱を取り出した。それってリュックに入れておくものか？

　そのアイスボックスの中をまさぐって、なにかをこちらに投げてよこす。受け取ると、ひんやりした心地いい感触が伝わってきた。手のひらサイズの革袋だった。

「ボクが開発した保冷剤、『アイスばああ！』だよ。いつもは１０００フーリで売ってるんだけど、同じ部活のよしみでみんなには半額の５００フーリで売ってあげる」

　革袋の表面にはマレッタのへたくそな絵で、幽霊っぽいキャラクターが「ばああ！」と奇声をあげているイラストが描かれている。

「……これって、ただの氷が入った袋じゃないのか？」

「違うよ。ボクがフシミーナリの森に湧わく神聖な霊れい水すいをもとに調合、製氷した特別製の氷なんだ。半日は溶けない優れもの。さらに怖いお化けのイラストを描くことによって、冷却効果も倍増！　どう５００フーリ？　暑い夏はこれで乗り切ろう！」

　……本当かよ。少なくとも、このド下手な幽霊のイラストごときで冷却効果が倍増するとは思えないが。

「ところでマレッタさん」リゼラが話を中断させた。「私たちは課外授業に向けて、ゲーム研究部でパーティを組もうって考えてるんですけど、マレッタさんも参加しませんか？」

　マレッタはため息を吐つきながら答えた。

「今日はそのつもりで来たんだよ。本当は課外授業なんてサボりたいんだけど、補習で一週間も放課後を潰つぶされるなんてたまんないっての。それで？　課外授業の対象になる場所は三カ所あったけど、みんなはどこを選ぶつもり？」

「アシハラ湿原です。その場所の最大の脅きよう威いになるバッドステータス対策をどうするかで悩んでいるんですが……」

　ちょっと待てよ。俺は思いついてしまった。アシハラ湿原を攻略できる最善の策が。

「なあマレッタ、お前って調合のスキルをもってたよな？」




　　　　　　　　　　　　◇




　翌日の放課後。

　俺たちゲーム研究部の四人は、アシハラ湿原の入り口にいた。四人それぞれ、怪あやしげな液体が入った小こ瓶びんを手にしている。マレッタを除いた俺、リゼラ、ナルミエの三人はそれを見つめながら怪け訝げんな顔を浮かべていた。

「……本当に大丈夫なのか？」

　代表して俺が言うと、マレッタは自信たっぷりの顔でメガネをくいと押し上げた。

「大丈夫だよ。念のため亀で実験したし」

　その亀って、部室で買っているアニキ亀のアニくんじゃないだろうな……。

　この小瓶に入っている液体は、マレッタが作った『体調不変薬』という薬らしい。

　毒、麻ま痺ひ、混乱、沈黙、魅み了りようなど、それぞれのバッドステータスを治す回復アイテムを素材に調合したもので、あらかじめ飲んでおけばそれらの状態異常を予防できるのだとか。

　ちなみに素材となったそれぞれの回復アイテムは、みんなでお金を出し合って、ひとつずつ道具屋で購入したものだ。マレッタは「英雄ミツルも勝手に他人の家からアイテムを盗むわけだし、無人の保健室からもらっちゃえば？」と言っていたが、さすがにできなかった。

　まあ、後ろ髪が引かれる思いをしたのは否定しないけどな……。

「早くそれを飲んで、ファンタズマを狩りに行こうよ」

　マレッタはそう言うが、やはり不安が残る。

「だ、大丈夫ですよ。マレッタさんの調合の知識は本物です。そりゃあ、詐さ欺ぎまがいの商品を開発して販売することも多いですが、なかにはすごい効果のものだってあるじゃないですか」

　リゼラが言った。笑顔は引きつってるけどな。こいつ、演技ができないタイプだぞ。

「だったらリゼラが最初に飲んでみたらいいじゃないの」

「私はあとでいいですよ。最初はナルミエさんに譲ゆずります」

　ナルミエもリゼラも最初の一口を飲もうとしない。まあ躊ちゆう躇ちよするのは当然だよな。だって瓶に入っているのは、毒々しい虹にじ色いろの液体だし。明らかに体に悪そうだ。それに『体調不変薬』って記されたラベルの下に描かれているイラストも気になる。なんで埴はに輪わの絵なんだ？

「もう、ボクのアイテムを信用しないわけー？」

　製作者のマレッタがふてくされ始めた。

「だってねぇ……色が変だし、このイラストも変だし……」

　ナルミエが小瓶を眺めながら言った。

「それは『体調不変薬』を飲んで元気になった人の絵だよ」

「え、これ人なの？　だったら二の腕が爆発しそうになってるじゃないの」

「元気になって力こぶを作ってるポーズなの！　文句を言うなら飲ませてあげないからね！」

「じゃあマレッタが先に飲んでよ」

「………………ボクはあとでいい」

　おい、マジか製作者。

　このままでは埒らちが明かない。かといって、俺も最初に飲むのはご勘かん弁べんいただきたい。

　こんなときは、光の国プログレシブに伝わるあの交渉術を使うしかないな。

「じゃあ俺が最初に飲むよ」挙手しながら言うと、

「「「どうぞどうぞ」」」

　三人がハモった。やっぱりこいつらに、ダチョ○倶く楽ら部ぶ先生の術は通用しなかったか……。




　俺が『体調不変薬』を飲んだことで、残りのメンバーもおそるおそる同じものを口にした。

　正直に言ってまだ疑念は晴れていないのだが、いつまでも立ち止まっているわけにはいかない。ここはマレッタを信じて、アシハラ湿原に足を踏ふみ入れることにした。

　昨日『アストラフトの英雄』で見たように、湿った草原が広がる湿地帯。ミツルたちは泥だらけになりながら進んでいたが、十六年経たった現在では幅数メートルの板が架かかっているので足を取られることはない。ナルミエも「汚よごれなくて助かるわ」と安あん堵どしていた。

　平和になったこの時代では、ファンタズマのもとになる邪じや気き自体が薄れているので、場所によってはなかなか出現しない。アシハラ湿原も同様なのか、板の上を十五分ほど歩いてもファンタズマは影さえ現さなかった。

「一応言っておくけど、ボクの『体調不変薬』は一時間ぐらいで効果が消える……ような気がするからね。また作るとしたら、素材から集め直しだよ」

　なんとも曖あい昧まいな説明だ。

「だったら急がないといけないじゃないですか。ナルミエさん」

「な、なによ」と言いつつも、ナルミエはリゼラが望んでいることを理解している。だから頰ほおが赤くなっているのだ。

「さっさとファンタズマをおびき寄せるためにも、集しゆう魔まのダンスをやってください」

「わ、わかったわよ……」

　以前と比べて、あっさり従うようになっている。たぶんダンスは嫌いじゃないんだろうな。この間も練習していたし。

　ナルミエが妙なダンスを始めた直後だった。

　目の前に邪気と呼ばれる白いもやが発生して、それが一カ所に集まっていく。ゲームで見たキノコ形のファンタズマ、オバケダケの姿になった。

「すごいぞナルミエ！　一いつ瞬しゆんでファンタズマを呼び寄せたじゃないか！」

「…………うふ」

　赤面しながらも満足げな様子だった。

　敵の数は一体。俺は念のため空間歪曲魔法ドライブシアターで『真実の瞳ひとみ』を取り出して、敵のパラメータをチェックした。





オバケダケ

攻こう撃げき力りよく７、防御力７、瞬しゆん発ぱつ力りよく２、魔ま力りよく８、運５






　当然俺よりパラメータは高いが、四人でがんばれば倒せない相手ではない。

「それに今の俺たちにバッドステータスは通用しないはずだからな。さあ行けナルミエ！」

「オッケー。野菜炒いためにしてやるわ」

　どうやら相手が植物系だと、ナルミエのネガティブスキルは発動しないらしい。その場合の彼女は本当に強く、本当に頼れる存在だ。

　腰からすらりと剣を抜いたナルミエは、足下の板を蹴け破やぶる勢いで瞬時に間合いを詰めた。

「瞬しゆん影えい牙が！」

　目にも止まらない速度で、オバケダケをＶ字に斬きり裂く。

　やったか？　と思いきや、剣撃は浅く、敵はまだ辛かろうじて生きていた。

　オバケダケの黒い目が光る。上から圧縮されたように体が縮こまり、傘の部分から煙をまき散らした。『アストラフトの英雄』において、異常の胞ほう子しと名づけられていた攻撃だ。

「大丈夫かナルミエ!?」

「くっ……ちょっと吸い込んじゃったわ」

　左手で口元を覆おおいながら咳せき込むナルミエ。

　今の胞子は相手になんらかのバッドステータスを植え付ける攻撃だが、俺たちはそれを予防するはずの『体調不変薬』を飲んでいる。だから大丈夫だと信じたいけど……。

「おりゃあッ！」

　ナルミエが返す刃で、今度こそ完全にオバケダケを斬り裂いた。

　敵はもとの邪気となって霧む散さんする。

「すごいすごい！　やっつけましたよ！　やるじゃないですか、ナルミエさん！」

　リゼラが惜しみない拍手を送る。ナルミエは得意げに手を掲げた。

「あの胞子攻撃を浴びたのに、なんともないのか？」

「まーね。あたしって天才だし？」

「だから言ったじゃん。ボクの『体調不変薬』は完璧だって」

　そう言うマレッタの表情が、どこかホッとしているように見えるのは気のせいか？

　それはともかく、どうやら今の俺たちは本当にバッドステータスにかからないらしい。胸中にしぶとく残っていた不安が一気に解消された。

「よし、今まで失敗続きだった俺たちだけど、今回ばかりは戦果をあげられるぞ。次に奴やつが出てきたら、俺たちも戦闘に参加して経験値リズムスをゲット、そしてレベルアップに繫つなげるぜ！」

「バッドステータスの心配さえなければ、いくらでもオバケダケを狩れますからね！　レベル上げと同時に『邪じや気きの欠片かけら』もゲットして、課外授業を初クリアです！」

「もしかしてあたしたち、一つどころか十個ぐらい手に入れちゃうんじゃない？」

「だったら提出用以外のものは換金して、ボクらのお小こ遣づかいにしちゃおうよ！」

　俺たち四人は一斉に拳こぶしを高らかに掲げ、「おう！」と気勢をあげた。

　確実に見えたゴールに向かって、ゲーム研究部が一つになる。この瞬しゆん間かんをどれだけ待ち望んだことか。

　待っててくれよ、愛あい沢ざわさん。やっと元の世界に帰る第一歩を踏ふみ出せたよ。帰ったら真っ先に気持ちを伝えに行くから、もう少しだけ待っててくれ。

「あれ？」リゼラが素すっ頓とん狂きような声を出した。「なにやってるんですか、ナルミエさん？」

　見るとナルミエが紐ひもタイをほどいて、制服を脱ぎ始めていた。

　まあ確かに湿原は蒸し暑いからな。

　なんて悠長なことを考えていられたのは、数秒に満たない時間だった。

　ナルミエはシャツだけでなく、スカートまで脱ぎ出したのだ。

「な、なんでそこまで脱ぐんだ!?」

「なんかわからないけど、脱がないと気が済まないのよ！」

「落ち着いてください！　ここには男子のケータさんもいるんですよ！」

　慌あわてたリゼラが下着姿になったナルミエを取り押さえる。それでもナルミエは「放して！」と叫びながら、ブラジャーのホックを外そうとする。

　一体なにが起きてるんだ……？　今のナルミエは明らかに異常だ。

　待てよ、異常だって？

　不安にかられた俺は、もう一度空間歪曲魔法ドライブシアターで『真実の瞳ひとみ』を取り出した。それでリゼラを振りほどこうとするナルミエを覗のぞき見る。

　すると恐るべき表記が目に飛び込んできた。





ナルミエ・ベルトワーズ

レベル９

攻撃力23、防御力５、瞬発力18、魔力10、運８

状態異常……裸






　なんだ、状態異常……裸って？

「なにやってるんですかケータさん！　『真実の瞳』でナルミエさんの下着姿を凝ぎよう視しするなんて、ド変態じゃないですか！」

「ち、違うんだ！」

　俺は『真実の瞳ひとみ』に表示されたナルミエの状態を説明した。

「状態異常……裸？」

　マレッタが首を傾かしげる。答えたのはリゼラだ。

「ゲームでも『真実の瞳』は対象がかかっているバッドステータスを確認できるんです！　つまりナルミエさんは、『裸』というバッドステータスにかかっていることになります！」

「バッドステータス裸だと？　『アストラフトの英雄』には、そんなアホみたいな状態異常まであるのか？」

「あるわけないじゃないですか！　でも『真実の瞳』の表示がそうなっているなら、間違いありません！　なぜかナルミエさんは、裸のバッドステータスにかかっているんです！」

「いいから離れなさいリゼラ！　あたし今すごく脱ぎたい！　裸になりたい！」
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　ゲームには出てこないバッドステータス。その名も裸。なんだそりゃ。一体なんでそんなことになってるんだ……？

　再び白いもやが発生して、眼前に収束していった。それはまたしても、キノコ形ファンタズマのオバケダケに変化する。

「う、噓うそだろ、こんなときに連戦かよ……!?」

　オバケダケは「あー、脱ぎたい脱ぎたい！」と暴れ回るナルミエと、それを取り押さえるリゼラに向かって、いきなり異常の胞ほう子しをまき散らした。

「きゃあっ！」「ああっ！」

　ナルミエとリゼラが胞子を吸い込んでしまう。すると今度は……。

「どっしゃああああ！」

　奇声を放ったナルミエが、足場の板を摑つかんでめりめりと剝はがしにかかった。

「うわああああ！　なにをするんだお前ぇぇッ!?」

　足場がひっぺがされたことで、俺たち四人は湿原の泥どろの中に落下した。

「ひっどーい、泥まみれになったじゃんかあ」

　マレッタが手の甲でメガネを押し上げながら言う。

　一方リゼラは……。

「はあはあ……な、ナルミエさん、好きです！」

　なんと粘ねん性せいの泥を体中に塗り付けて、下着姿のナルミエに体ごとぶつかっていった。

「そんなタックル、あたしには効かんわぁッ！」

　泥だらけのナルミエがリゼラの腰に両手を回して、ぬぽっと泥から抜き出した。そのままブリッジする形で、泥の中へ叩たたき落とす。ジャーマンスープレックスだ。

　すぐさま身を起こしたリゼラは、またしてもナルミエに飛びついて泥の中に押し倒した。

「なぜか異様に好きなんです！　ここで愛し合いませんか!?」

「つ、ぶ、せ！　つ、ぶ、せ！」

　ナルミエは自分で掛け声を口にしながら、リゼラに４の字固めをきめた。泥の中で繰り広げられる攻防は文字通り泥レスだ。この二人の身に何が起きているのか、俺にはさっぱりわからない。

　もう一度『真実の瞳ひとみ』を使って、今度はリゼラを覗のぞき見た。





リゼラ・シャルノーラ

レベル３

攻こう撃げき力りよく５、防御力６、瞬しゆん発ぱつ力りよく６、魔ま力りよく12、運５

状態異常……百ゆ合り






　なんなんだ、これは……？

　続いてナルミエを見る。さっきまで状態異常「裸」だった表示が、「悪役レスラー」に変わっていた。

　俺は正常さを保っている隣となりのマレッタに詰め寄った。

「お前の『体調不変薬』はあらゆるバッドステータスを予防する薬じゃないのか!?」

「うーん、もしかしたらボクの『体調不変薬』は、毒や麻ま痺ひといった既存のバッドステータスを防ぐかわりに、聞いたこともないバッドステータスにかかってしまう副作用があったのかもしれないね」

「な、なんだとぉ……？」

　マレッタは「そうかそうか、なるほどー」頷うなずきながら、胸ポケットから取り出したメモ帳に実験結果の記録を始めた。異様な状況なのに、なんでこいつは冷静でいられるんだ。やっぱりマレッタも正常じゃないのかもしれない。

　リゼラとナルミエが繰り広げる泥どろレスのおかげで存在を忘れていたが、新手のオバケダケはまだ無傷で生き残っている。泥をかき分けながら、ゆっくりこちらに近づいてきた。

「け、ケータさん！　右う中ちゆう間かん安あん打だ剣けんです！　わ、私たちは今戦えません！　だってナルミエさんが好きなんですもん！」

　下着姿のナルミエに頰ほお擦ずりをしながら叫ぶリゼラ。「沈めよオラァ！」と言いながら、それを引き剝はがして泥に沈めるナルミエ。

「よ、よし……」

　俺は腰から木刀を抜いて、オバケダケに斬きりかかった。

　足下がぬかるんでいるためか、俺の瞬しゆん発ぱつ力りよくの問題なのか、ナルミエのように素早く攻撃することはできなかった。先に敵の異常の胞ほう子しが発動する。

「し、しまった！」「うわあ！」

　攻こう撃げきが届く前に、俺とマレッタまで状態異常攻撃を浴びてしまった。

　果たして俺たち二人は、どんなバッドステータスにかかったのか。最初に判明したのはマレッタだった。

「へいＹＯ、あんたのかます異常の胞子、みんなで狂えば理想の同志、ところでどうなの起床の調子！　ちぇけらぁ！」

　指を鳴らしながら謎のラップを始めるマレッタ。状態異常「ラッパー」だ。

　そんな彼女を無視して、オバケダケが俺に飛びかかってくる。頭から突っ込む単純な攻撃だったのだが。

　避よけられなかった。いや、避けようともしなかった。

「もっと攻撃するがよい。争いは意味のないことだ。俺は清き心ですべてを受け入れよう」

　自分の意に反して、俺は合がつ掌しようしたまま直立不動になっていた。

「そんな聖人君子みたいなことを言って、なにやってるんですかケータさん！　私はこんなにもナルミエさんが好きなのに！」

　リゼラがわけのわからないことを叫ぶ。

　そうか俺……いや私の状態異常は「聖人君子」なのだな。否いな、これは異常ではない。みなが平和に過ごせるなら、ファンタズマの攻撃も甘んじて受け続けよう。なんじの魂たましいに幸あれ。




　　　　　　　　　　　　◇




　オバケダケなる異い形ぎようの者は、私から神仏の威光を感じたのかすぐに逃走を図はかった。

　我々ゲーム研究部の四名は聖なる学まなび舎やへ帰還し、己の愚ぐ鈍どんさを報告するために、学園長殿の部屋を訪れた。

「ああっ、ローリエ学園長。相変わらず愛くるしいですね。好きになってもいいですか？」

　リゼラ殿が学園長殿に抱きついて、頰ほお擦ずりという嘆かわしい行為を開始する。彼女の頰には固形化した泥どろが付着したままなので、学園長殿も砂まみれとなる。

「うらあ、うらあ！」

　ナルミエ殿は学園長殿の室内にある棚という棚を乱暴に倒し始めた。彼女は最も危険な悪あく魔まにとり憑つかれているのだから、これも致し方あるまい。下げ劣れつにも未いまだに下着姿かつ、泥だらけである。

「へいＹＯ、見た目はガキのロリババア、下着は黒の有様ぁ、ミツルに振られてマジざまぁ、年考えろよ婆ばあ様さまぁ？　頭の季節は超サマー！」

　マレッタ殿は身をくねらせながら、汚い言葉で学園長殿を罵ば倒とうしている。これは我が世界にもあったラップという文化だが、父上がアストラフトに伝えたものだということはおおよその想像がつく。

　学園長殿はひと言も発せず、身を震ふるわせて我々の暴挙を見据えている。まさに不動明王のような相そう貌ぼうをされているが、それも当然であろう。なにしろ我々は穢けがれをもった咎とが人びとであるのだからな。

　さて、不動明王こと学園長殿に我らの咎を報告するとしよう。

「学園長殿、我々は保健室にて盗みを働こうと考えた咎人でございます。だから全員に補習という罰をお与えください。そして、校内を泥だらけにしてまことに申し訳なく思います」

「ほほう……」

　学園長殿の瞳ひとみに怒りの灯ともし火びが見えた。










[image: 第四話　マレッタ・ハイードマーチのアイテムは詐欺まがいじゃない]




　マレッタ・ハイードマーチは買い物客で賑にぎわう夕方の商店街を抜けて、円形の噴水広場までやってきた。

　ここが今日の出店先だ。彼女は本業である学生のほかに、行商人の顔をもっている。いや、授業中でも商売のことばかり考えているマレッタにとっては、こちらのほうが本業と言えるのかもしれない。

　背中の大きなリュックを降ろして、青いシートを広げる。脇に「ハイードマーチ商店」の立看板を出して、商品を丁てい寧ねいに並べていく。

　先日の課外授業の一件により、一週間に及ぶ放課後の補習を受けたあとなので久しぶりの営業だ。いやが上にも気合いが入る。

「いらっしゃい、いらっしゃーい！　いつもにこにこ元気よく！　あなたの隣りん人じんハイードマーチ商店でーす！　今日もスペシャルなアイテムを取り揃そろえてまーす！」

　大声で呼び込みを始めた途端、前方から嫌悪感の塊かたまりがやってきた。

　ねっとりとした七三分けの髪に、ビア樽のように巨大な腹、アゴの先端から伸びる筆先のような髭ひげ。最近行商人の間で噂うわさのゼニオー商会会長、ゼニオー・モーカットだ。

　ゼニオーは『目指せ年商１００億フーリ』と書かれた扇せん子すで扇あおぎながら言った。

「やあやあ、ハイードマーチさん。困りますなあ、そんなところで勝手に商売されたら」

「……ちゃんと出店許可ならもらってるけど」

　拗すねた子供のような口調で返す。

「ああ、そうでしたか。それは知りませんでした。ですが今日はウチもここで出店することになってるんですわ。おーい、みなさん！　はよはよ！」

　ゼニオーが手招きすると、馬車が豪快な音を立ててやってきた。

　そこから五人の男たちがどかどかと降りてくる。彼らはあざとくもマレッタの店の真ん前に折りたたみの長テーブルを五台も用意して、そこに商品を並べ始めた。

　ゼニオーは扇子を拍子木に持ち替えて、かしましく打ち鳴らしながら呼び込みを始めた。

「どーも、みなさん！　日用品から食品までなんでも揃う、ゼニオーチェーンがやってまいりましたよ！　本日は回復系アイテムが全品五十パーセントオフ！　さあさあ買った買った！」

　遠巻きに見物していた通行人が、一人、また一人とゼニオーの店に集まってくる。

　長テーブルの陰に位置するマレッタのシートには、誰も来なかった。

「ちょっと！　なにもボクの店の前で商売しなくてもいいじゃん！」

「すいませんなあハイードマーチさん。偶然にも営業場所がかぶってしまいまして。そろそろお宅もウチのチェーン店になりませんか？　そのほうがおたがいのためではないかと」

「……何度も言ってるよね。お断りだって」

　マレッタはシートを畳たたむと、噴水の裏側に回って商売を再開した。

　こちらは商店街側から死角になっているため、目につきにくい。商店街を抜けてきた客はすべてゼニオーチェーンに向かってしまう。

　まったく、厄やつ介かいな商売敵がたきが出てきちゃったよ……もう今日は店じまいして、アイテム製作に没頭しようかな。

　そう思ったときだった。

「ういー、なにあんた？　そんな日陰で商売してるわけ？」

　化粧の濃い酔っぱらいの女性に話しかけられた。




　　　　　　　　　　　　◇




「あ、ケータさん。その橋の下には例の行商人がいるんで、寄っていきましょう」

「おう」

　いつもの放課後。俺はゲーム研究部の部室で、『アストラフトの英雄』をプレイしていた。

　部室には相変わらずリゼラとナルミエがいるだけで、マレッタの姿はない。

「この行商人って、いつもミツルの行く先々に現れるわよね。火山の火口だろうと断だん崖がい絶壁だろうと、どこにでも登場するっていうし。もしかしてミツルを狙ねらう暗殺者じゃないかしら」

「バカにしてはいけませんよ。この人はマレッタさんのお父さんなんですから」

「え、そうなの？」と目を丸くするナルミエに、俺が説明してやった。

「マレッタの親父さんは元諜ちよう報ほう員いんらしくてな。そこから脱サラして、行商人を始めたらしい。だからカモになる相手の情報を集めて先回りすることは、朝飯前なんだってさ」

「へえ、英雄ミツルをカモにしてお金をもぎ取ろうだなんて、邪じや悪あく邪悪ぅ」

　小こ躍おどりするナルミエを無視して、俺は画面に向き直った。




行商人「やあミツルさん。今日もなんか買っていってくださいね！」


→焼き肉弁当　　　　　…５５０フーリ

　オイルタンク　　　　…２００フーリ

　プロ愛用のバーベル　…１２６０フーリ






「毎回商品のラインナップが変わるけど、冒険の役に立つかわからんものが多いな」

「えっと、『焼き肉弁当』は体力回復アイテムで、『オイルタンク』は敵に使用すると炎系魔ま法ほうの効果が上がります。『プロ愛用のバーベル』は移動速度の減退と引き換えに、絶大な攻こう撃げき力りよくを誇る武器ですね」

　そんな話をしているとき部室のドアが開かれた。

　入ってきたのは、今話題に上っていたマレッタだった。

「あれ、今日は行商に行かないんですか？」

　と言うリゼラに、マレッタは「それよりこれ見て」と告げてテーブルの上に何かを置いた。

　ドラゴンのレリーフが彫ほられた青色の腕輪だった。それも二つ。

　リゼラはそれをまじまじと見つめながら、

「これって『アストラフトの英雄』にも登場する、『双そう龍りゆうの腕輪』じゃないですか！」

「うーん。やっぱり、リゼラちゃんもそう思う？」

　俺にはさっぱりわからない。同じように首を傾かしげているナルミエが言った。

「なんなの、その小汚い腕輪？」

「この世界で一つしかない魔ま法ほうの腕輪です。そんなこと言うとバチが当たりますよ」

「でも二つあるじゃない」

「二つでワンセットなんですよ。まあ靴下と同じです」

　そのたとえはバチが当たらないのか。

「ゲームに出てくる『双龍の腕輪』は羊飼いユミールの家に代々伝わる家宝なんです。プレゼントされたミツルがその片方を装備すると、面白いことが起こって……」

　聞きながら俺は『双龍の腕輪』の片方を手に取ってみた。

　腕輪といっても直径が小さく、手のひらを通すことができない。親父おやじは装備したって言うけど、そんなに手が小さかったかな？

　腕輪を手首に当てると青白い光が放たれた。

　次の瞬しゆん間かんには「バチン！」と衝しよう撃げきが走って、俺の手首に装着されていた。

「ああっ、ケータさん！　勝手に装備したらだめじゃないですか！」

「い、いや、俺は手首に当てただけなのに突然……これどうやって外すんだ？」

「『双龍の腕輪』は自分の意志で外せない呪のろわれたアイテムなんです！」

「な、なんだと……!?」

「呪われたアイテムを家宝にしておくなんて、ユミールって女はただ者じゃないわね。羊飼いって言うけど、本当は悪魔とか飼ってたんじゃないの？」

　ナルミエがのんびりと言った。

「そんなことより、自分の意志で外せないならどうすればいいんだ!?」

　俺はリゼラの両肩を激しく揺さぶったのだが、

「まあ、そんなに慌あわてなくても大丈夫ですよ。二十四時間経たてば、自動的に外れますから」

「……本当か？」

「はい。なんでしたら、『アストラフトの英雄』の攻略本を見ます？」

　どうやら噓うそではないらしい。

　なんだ、二十四時間で外れるなら別に大した問題じゃない。びっくりしたぜ。

「この腕輪、どこで手に入れてきたの？」

　ナルミエがマレッタに向き直って言った。

　そうだ、それはすごく気になる。もしかして、そのユミールって人の家から盗んできたんじゃないだろうな……。

「それがね、ボクも謎なんだ。昨日、噴水広場で店を出していたら、酔っぱらいの女の人に話しかけられてさ。『暇ひまそうだから、これ売ってあげる』って言われて、その腕輪を見せられたんだ。ちなみに向こうが提示してきた買い取り価格は、たった１００フーリ。だからそれが本物かどうか怪あやしくてさ、リゼラちゃんに見せようと思って持ってきたの」

　険しい顔で紡つむぐマレッタの話に、ナルミエはぽんと両手を打った。

「もしかしてその酔っぱらいの女って、ゲームに出てくるユミール本人じゃないの？」

「ううん。ボクも『アストラフトの英雄』はやったことあるけど、ユミールとは似ても似つかない人だったよ。かなりの厚化粧だったし、声もしゃがれてたし」

「羊飼いユミールは、アナスタシア姫の次にミツルの仲間になる栄光の七人エプタ・アイロエスの一人で、とても清せい楚そな淑女ですからね。マレッタさんに腕輪を渡した人とは別人でしょう」

　リゼラも補足する。だったらその酔っぱらいは、どうして『双そう龍りゆうの腕輪』なんてアイテムを持っていたんだ？

　いや、そもそもこの腕輪は本物なのか？　俺の腕に勝手に装着されたわけだし、魔ま法ほうアイテムの類たぐいであることは間違いないと思うんだけど……。

「なあリゼラ。『双龍の腕輪』を装備したミツルには、面白いことが起きたって言ってたよな。それってどんなことなんだ？」

　尋たずねると、リゼラは人差し指を立てて講師のように話し始めた。

「『双龍の腕輪』は二つでワンセット。当初、それを装備した人同士は結ばれるって言われていたんですが、実際は二十四時間おたがいに離れられなくなる呪のろわれた代物だったんです。ミツルが装備したあと、もう片方をユミールが装備するんですが、その瞬しゆん間かん二人は宿屋の壁を突き破ってくっついちゃうんですよ。もうあのシーンは何度見ても爆笑で……」

　ひゅん、と風を切る音がした。

　テーブルの上にあったもう片方の腕輪が、いつの間にか消えている。それはナルミエの手の中にあった。

「な、なにをする気ですかナルミエさん!?」

　リゼラが飛びかかった。しかし高身長のナルミエが手を掲げてしまえば届かない。

「この腕輪が本物かどうか試すのよ。あたしとケータで」

「だめですだめです！　ナルミエさんに任せてはおけません！　だったら私が試します！」

「……くふふ、二人とも、ケータくんと二十四時間もくっついていたいんだね」

　マレッタが意地の悪い笑みで言うと、二人は怒声をあげた。

「か、勘かん違ちがいしないで！　この腕輪が本物だとしたら、あんたにこれを売りつけた酔っぱらいは本物のユミールって可能性が出てくるじゃない！　あたしはそれを探りたいだけよ！」

「わ、私だって単純な好奇心で確かめたいだけです！　そもそもナルミエさんは、どうして腕輪を売りつけた人がユミールかどうか探りたいんですか!?　ゲームにも興味ないくせに！」

「もしそれがユミールだってわかったら、世界征服の第一歩として惨ざん殺さつしてやるのよ！」

「あなたごとき矮わい小しような悪人が、ミツルと一緒に邪じや神しんを倒した栄光の七人エプタ・アイロエスの一人を惨殺なんて、できるわけないじゃないですか！」

「やってみないとわからないじゃないの！　あんたには夢ってもんがないわけ!?」

「惨殺で夢を語るなんて片腹痛いです！　邪悪なあなたは今すぐ成敗し……あ！」

　もみ合っていた二人の手から、『双そう龍りゆうの腕輪』がこぼれ落ちた。

　それはテーブルに落下して跳ねる。ソファーに座って二人のケンカを面白そうに眺めていたマレッタの手首に当たった。

　青白い光が放たれると同時に、「バチン！」と音がした。

「ああっ!?　マレッタさんに……！」

　リゼラが言い終わる前に、立っていた俺の体は見えない力でソファーに座るマレッタのほうに引っ張られた。

　それはマレッタも同じだった。彼女は反射的にソファーの背もたれを摑つかんだが、それでも謎の引力はまるで緩かん和わされない。ソファーと一緒に突っ込んでくるマレッタにぶつかって、俺たちは二人揃そろって床ゆかに倒れ込む。

「だ、大丈夫ですか二人とも!?」

　リゼラがソファーを押しのける。俺とマレッタは、床に転がったままぴったりと体が密着していた。ぐうう、ふくよかすぎる胸が当たってる……！

「じゃ、邪じや悪あくよ！　それはあたしの嫌いな邪悪ジャンルなのに！　離れなさいケータ！」

　ナルミエに引き起こされた俺は、ものすごいパワーでぶん投げられた。

　放物線を描きながら空を飛んで書しよ架かにぶつかる……と思いきや、空中でまたしても磁力のような不可視の力に引き戻されて、未いまだ床を這はっているマレッタの上に落下した。

「ぐえっ!?」

　俺に潰つぶされたマレッタがかわいそうな声を出す。

「そ、そんな……本当に離れなくなっちゃったの……？」

　ナルミエが言った。どうやら本当みたいだ……。




　　　　　　　　　　　　◇




　実験の結果、俺とマレッタは常に密着状態というわけではなく、一応二メートル程度は離れることができるようだった。

　ただしそれ以上離れると、さっきのように強烈な力で引き戻されてしまう。つまり俺とマレッタは、この『双そう龍りゆうの腕輪』が外れる二十四時間後まで、行動をともにせざるを得なくなってしまったわけだ。

「……なんにせよ、これが本物の『双龍の腕輪』ってことがわかってよかったじゃないか」

「全然よくないわ」「まったくです」

　なぜかナルミエとリゼラは機嫌が悪い。なんだよこいつら、さっきまで本物かどうか確かめたいって言ってたくせに。

　それにしても、気になるのはマレッタにこの腕輪を売りつけた人物だ。やっぱり本物のユミールだったのかな。

「もう、遊んでないでちゃんと働いてよ。足手まといだけは勘かん弁べんだからね」

　隣となりでシートに座っているマレッタが、恨みがましく見つめてくる。

　俺たちはミナトンの街の公園にいた。マレッタから「腕輪が外れるまで、ボクの商売に付き合ってもらうからね」と言われて強引に連れてこられたのだ。ゲームの続きをしないならさっさと帰って昼寝でもしたいのだが、『双龍の腕輪』で縛られている以上それもできない。

　ため息をつくと、「ハイードマーチ商店」と書かれた看板を掲げて、呼び込みを始めた。

「いらっしゃーい……今日もお安くなってますよー」

「違うってば。『いつもにこにこ元気よく！　あなたの隣りん人じんハイードマーチ商店でーす！』だよ。ケータくん全然にこにこしてないじゃん」

　そりゃそうだろ。無理やり付き合わされる羽目になって、にこにこできるかっての。

「最低でも陽ひが落ちるまでは営業するから、張り切って声を出してよ。そのあとはアイテム製作の素材の買い出し。閉店ギリギリを狙ねらうと値切りやすいんでチャンスなんだ。それからご飯の準備もして……」

　さらにげんなりした。マレッタの日常ってめちゃくちゃ慌あわただしいんだな。

「ねえねえマレッタさん、これなんですか？」

　リゼラがシートに並べられている筒つつ状じようのものを手に取った。側面にはアフロヘアーの化け物が描かれている。

「ああ、それはボク特製の水すい筒とう、『冷えたママ!?』だよ。筒を二つ重ねた隙すき間まを真空状態にすることで、中に入れた水の温度を変わらなくしたんだ。大特価の１０００フーリ」

　ようするに俺の世界で言うところの魔ま法ほう瓶びんか。この発想にはいつも頭が下がる。

　それにしても「ママ」って言葉から推測するに、側面に描いてあるアフロヘアーの化け物は母親がモチーフなんだな。相変わらず絵心のない奴やつだ。

「つまりこの水すい筒とうに冷たい水を入れると、ずっと冷たいままなんですね？　すごい発明じゃないですか！」

「最近、類似品が出ちゃったけどね。そのせいか全然売れないし」

　マレッタは伏し目がちに言った。

「一いつ瞬しゆんで世界を焼き尽くす大砲は発明できないかしら？」

　またナルミエがバカなことを言い始めた。

「本当にそんなものがあったら、私が邪じや悪あくなナルミエさんを焼き尽くしてやりますよ」

「ふーん、言うわねリゼラ。どうやらあたしとあんたは、世界の終末で激突する宿命にあるみたい。不毛の大地にあんたの悲鳴を轟とどろかせて、終わる世界のレクイエムにしてやるわ」

「いいえ違います。あなたの断だん末まつ魔まこそ世界再生の序曲になるのです。大地は緑を取り戻し、平和の象徴である世界樹が天を貫くことでしょう」

「愚かな。幾度緑の大地が蘇よみがえろうと、人間はそれを自ら焦しよう土どに変える生き物なのだ！　そんな害虫どもをかばってなんになる!?」

「それでも私は信じます。人々の心に芽吹くであろう希望の新芽を！」

「呼び込みの邪魔なんだけど」

　マレッタが二人をじとりと睨にらんだ。もっと言ってやってくれ。そもそも、なんでこいつらまでここにいるんだ？　部活がないんだから、さっさと帰ればいいのに。

　ふとトイレに行きたくなった。あたりを見回すと、離れた場所に公衆トイレがある。

「悪い、ちょっと看板を持っててくれ」

　それをリゼラに手渡すと、俺はトイレに向かって駆け出した……のだが。

「ちょっと！　どこ行くのケータくん!?」

　マレッタの叫びが聞こえたときにはもう遅い。見えない力が発動して、俺とマレッタは互いに引きつけ合って激突した。どちらともなく、「ぐへえ！」と鳴く。

　おたがい二メートル以上は離れられない。忘れていたぜ、ちくしょう……。




　リゼラとナルミエに店番を任せて、俺はマレッタを連れて男子トイレに入った。

「まったく、なんでボクまで男子トイレに入らなきゃいけないわけ？　超イヤなんだけど」

「俺だって超イヤに決まってるだろ。こっち見るなよ」

「み、見るわけないじゃん！　頭おかしいんじゃないの!?」

　マレッタが顔を背けている横で、小便器前に立つ俺はズボンのチャックを降ろした。

　くう、こんな辱はずかしめを受けるなんて、マジで災難だぞ。

「……あのさ、そこは個室に入ってするのが普通じゃない？」

　ぽつりとそんなことを言われた。

「あ、そうか！　くそう、出す前に言ってくれよ！　ちょうど今半分ぐらい出たところだ！」

「いちいち実況しなくていいよ！」

　怒声をあげたマレッタだが、唐突に静かになった。息を殺して耳に手を添える。

「なにやってるんだ？」

「静かに。聞こえるんだ……」

「おしっこの音を聞かれるのは恥ずかしいんだけど」

「それは聞きたくないっての！」小声で怒られた。「ボクの店の話をしてる男たちの声が聞こえるんだよ！　あ、こっちに近づいてくる……！」

　マレッタは機き敏びんな動きで個室に身を隠した。『双そう龍りゆうの腕輪』が反応して、俺の身もそちらへ引っ張られる。狭い個室内で二人きりになった。

「おい急に移動するな。危うく丸出しのままで……」

「だから静かに……！」

　マレッタが俺の口もとを押さえる。そこでちょうど男たちが公衆トイレに入ってきた。

　一体なんだって言うんだ？

　その疑問は男たちの会話で氷解した。

「まったく面倒臭いっすね。会長もあんな小娘なんて放っておけばいいのに」

「あの人は身内じゃないなら敵って方針だからな。まあ支払いも悪くねーし、俺たちは言われたとおり、ハイードマーチ商店に圧力をかけたらいいんだよ」

　マレッタの店に圧力をかける？　ようするに嫌がらせをするってことか？

　個室のドアの隙すき間まからこっそり覗のぞいてみた。今話していたのは、頰ほおに刀傷がある男と大おお柄がらなスキンヘッドの二人組だった。

　マレッタを一いち瞥べつする。驚いている素そ振ぶりはなく、むしろ諦あきらめに近い表情をしていた。もしかして、二人組が言うような嫌がらせは日常茶さ飯はん事じってことなのか？

　用を足した二人組が立ち去っていく。それを見送ってから、俺は口を開いた。

「なあ、マレッタ。今の連中の話って……」

「それより店に戻ろう。リゼラちゃんたちが心配だよ」




　マレッタの露ろ店てんでは、トイレで見た刀傷とスキンヘッドがリゼラたちに詰つめ寄っていた。

　駆けつける俺たちに気づいたリゼラが、困った顔でこちらを見る。

「あ、マレッタさん。あのですね、この人たちがお店の営業許可は取ってるのかって……」

　なんてベタな言いがかりだ。

　振り返った男たちが、俺たちを見て凄すごんでくる。

　改めて正面から見ると、二人の男はかなり凶悪な顔をしていた。小学生のとき、人を外見で判断するなと教えられたが、すいません。この人たちは殺人の経験があると思います……。

「営業許可なら、ちゃんと役所からもらってるけど」

　俺は怯おびえて何も言えないのに、すごいなマレッタ。

「役所なんてどうでもいいよ。俺たちに許可を取ったのかって聞いてんだよ」

「なんであんたたちの許可がいるの？　ゼニオー商会に雇やとわれたチンピラのくせに」

　マレッタはどこまでも強気だ。刀傷の男が眉まゆを「ハ」の字にしながら、ぐねぐねと首を奇妙に動かしてにじり寄る。首が凝こってるのかな……って、そんなわけないよね。

「お嬢じようちゃん、妙な言いがかりはよしてくれよ。悪いことは言わねーから今日は店を畳たたみな」

「それとも場所代を払ってくれるのか？　俺たちは優しいから、今日のところは５万フーリで勘かん弁べんしてやるよ」

　スキンヘッドが言った。刀傷は「ひゅー、やっさしぃ！」と変なテンションではやし立てる。

「本当に優しいわね」ナルミエが言った。「たった５万フーリしか要求しないなんて」

「ああん？」

　スキンヘッドに凄すごまれても、まるで物もの怖おじしていない。むしろ涼しい顔をしている。

「あんたたちも悪人らしいけど、極悪人のあたしなら１億フーリは要求するわよ」

「んだコラ、メてんのかテメェ？　っぶして、っめるぞ、っラア？」

　人語を忘れてしまったスキンヘッドが、ナルミエの胸ぐらを摑つかみ上げた。次の瞬しゆん間かん、

「むううん、邪じや悪あくバスター！」

　相手は二メートルの大男にも拘かかわらず、ナルミエは筆舌に尽くしがたい技で簡単に投げ飛ばしてしまった。顔から地面に落下したスキンヘッドは、そのまま動かなくなる。

「恐きよう喝かつにしても戦せん闘とう能力にしても、レベルが低すぎるわ。英雄養成学校に入学して鍛きたえ直してきなさい」

　ぱんぱんと両手を払うナルミエ。なんて頼もしい女だ。レベル上げをするときもこうだったら最高なのに……。

「ちょ、ちょっと！　面倒事は避さけたいんだよ！　今のうちに逃げるよ！」

　いつの間にか商売道具を片付けていたマレッタが、大きなリュックを担いで走り出した。

　おい待て。俺を置いて行くと……。

「うおおおおおッ!?」「わあああああ!?」

　俺とマレッタは見えない強烈な力で互いに引き寄せられた。

「ぐぎょおッ!?」

　残った刀傷の男が、磁力のようにくっつく俺とマレッタに挟まれて潰つぶれた。




　俺たち四人は騒動の起きた公園を離れて、商店街のほうまでやってきた。

「まったく、今日はあそこで営業する予定だったのに。おかげで時間を無駄にしちゃったよ」

　マレッタはぶつぶつ文句を言いながら、店てん舗ぽの間の空あきスペースに青いシートを広げる。

　この場所もハイードマーチ商店が許可を取っている出店先のひとつだ。ほかにもいくつかあり、毎日ローテーションを組んで回っているらしい。

「ところでなんだったのあいつら？　悪人にしては小物すぎるけど」

　ナルミエが言った。マレッタは逡しゆん巡じゆんしたあと、気まずそうに答える。

「……ゼニオー商会が雇やとったチンピラだよ」

　ゼニオー商会。近年ミナトンの街を含む一帯で幅を利きかせ始めた、行商人のマネージメント会社らしい。それまで自由に商売をしていた多くの行商人が傘下に入っており、入れば「ゼニオーチェーン」の名のもとに、営業場所の斡あつ旋せんや商品の融ゆう通ずうをしてくれるという。

「ケータくんもさっき聞いたでしょ。身内じゃないなら敵だって。ゼニオーチェーンに入っていない行商人は、いろんな嫌がらせを受けて廃業に追い込まれるんだ。ボクの知り合いの行商人もたくさん潰つぶされたか、しぶしぶ取り込まれていったよ」

「『アストラフトの英雄』では個々の行商人が自由に活動していたんですが、今は組織化され始めているんですね。これも時代の流れでしょうか」

　リゼラが言った。

「マレッタはそのゼニオーチェーンとやらに入る気はないのか？」

「当たり前だよ。高い上納金を要求されるし、店の名前もハイードマーチ商店じゃなくて、ゼニオーチェーン○号店になっちゃうもん。当然自作のアイテムを勝手に売ることはできないばかりか、それを質の悪い商品として大量生産されて、チェーン店全体で売られるんだ」

「きっとゼニオー商会の目的はそこだろうな。マレッタはアイテム作りの才能があるから、そのノウハウを手に入れたいんだろ」

　だからこそ、味方につけられないなら敵として排除する。とんだ悪徳企業だな。

「そもそも嫌がらせっていう最低の手段で、ライバル店を廃業に追い込もうとする連中の下につくなんて、ボクには絶対無理」

　聞けばマレッタはゼニオー商会の誘いを断ってから、ずっと嫌がらせを受けていたらしい。

　今日のようにチンピラからイチャモンをつけられることもあれば、わざとマレッタの店の前で商売を始められたり、悪い噂うわさを流されたりもしているという。

「なんなんだよ、そいつら……」

　と、俺がこぼしたときだった。

「ハイードマーチさん。ライバル店の悪評を流すのは感心しませんなあ」

　禿はげ上がった頭に、でっぷり太った体たい軀くの中年男がやってきた。どうやらこいつがゼニオー商会の会長、ゼニオー・モーカットらしい。

「ふん、そっちこそ。ボクが詐さ欺ぎまがいの商売をしてるとかいう噂を広めてるくせに」

　それは若じやつ干かんの事実が含まれてるような気がするぞ、マレッタ。

「さっきマレッタがチンピラに絡まれたんだけど、それもあんたの差し金なの？　なかなか悪いことするじゃない」

　ナルミエがそう言うと、ゼニオーはお腹を揺すりながら「ぶっほっほ」と笑った。

「とんだ誤解を受けているようですなあ。むしろ私はハイードマーチさんの味方なんですぞ。チンピラ対策を含め、一人で商売するのはなにかと大変でしょう。改めて我がゼニオーチェーンへの加入を考え直していただけませんかねぇ？」

「だからボクは個人でやるって言ってるじゃないか。今からここで商売するんだから、さっさと帰ってよ」

「おやおや、それは奇遇ですなあ。じつは我がゼニオーチェーンも今日ここで商売することになっているんですわ。さあ、五号店から九号店のみなさん、こっちですよ！」

　ゼニオーは鯉こいにエサをやるように、パンパンと両手を鳴らした。

　通りの向こうから馬車がやってきた。そこからどかどかと五人の男たちが降りてくる。彼らはマレッタの店の前で折りたたみ机を組み立て始めた。

「ま、また邪じや魔まするつもり!?　ここはボクが昔から使ってた場所だぞ！」

「ですがハイードマーチさんは本日、公園で営業すると聞いていましたが？」

「あんたたちに邪魔されたから、こっちに来たんじゃないか！」

「ぶっほっほ。またまたご冗談を」

「あれ？　その商品って……」

　ナルミエが折りたたみ机に並んでいる筒つつ状じようの商品を指差した。

「ぶっほっほ。これは我がゼニオー商会の製作部門が開発した『超高性能保温水すい筒とう』ですわ。仕組みは企業秘密ですが、中に入れた水の温度を常に保っておける不思議な水筒なのです」

　水筒の側面にはアフロヘアーをした母親の絵が描かれている。

「よく言うよ！　ボクの『冷えたママ!?』をそのままパクったくせに！」

　やっぱりそうか。イラストはこっちのほうが抜群にうまいけど。

「パクったとは人聞きの悪い。たまたま同じ時期に類似品が出てしまっただけですよ。ただ、我がゼニオーチェーンの『超高性能保温水筒』は、そちらのものより半額以下のお求めやすい価格となっておりますが。ぶっほっほ！」

　そうこうしている間にゼニオーチェーンの面々は支度を整えて、呼び込みを始めていた。

　連中の陰になってしまったマレッタは、すごすごと退散するしか道はなかった。
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「ぐうう、重い……いつも一人でこんなに買っていくのか？」

「もちろん。ケータくんは男のくせに、体力ないなあ」

　ゼニオーチェーンに商店街の出店場所を追い出されたあとも、マレッタはまた場所を変えて営業しようとした。しかしどこに行っても、ゼニオーチェーンの連中が人海戦術で同じ場所に店を出してくる。結局マレッタはひとつの商品も売らせてもらえず、早々と営業を切り上げるしかなかった。

　そしてアイテム製作の素材と夕食の食材を仕入れに行って、現在にいたる。

　リゼラとナルミエは陽ひが落ちた頃に帰った。本当は俺も下宿先の学園長の家に帰りたいのだが、『双そう龍りゆうの腕輪』で縛られている以上、勝手なことはできない。マレッタが「明日の営業の準備をしないといけないから」と言うので、今日は彼女の家に泊めてもらうことになった。

　マレッタの家の前までやってくる。赤いレンガの平屋建てだった。

「腕輪があるから同じ部屋に寝てもらうしかないけど、変なことはしないでよー？」

　からかうように明るく言うマレッタ。ゼニオー商会の嫌がらせを受けた直後なのに、どうしてこんなに笑っていられるんだろう。俺がマレッタの立場なら、腸はらわたが煮えくり返って無口になると思うんだけど。

　そんな彼女は普段の調子で、元気よく自宅の玄関を開ける。

「ただいまー。今日はお客さんがいるよー」

　スリッパに履はき替えたところで、廊下の奥からぎいぎいと車輪の音が聞こえた。

　やってきたのは、白髪混じりのやせ細った中年男性だった。足腰が弱っているのか、車椅子に乗っている。

「ま、マレッタが、おお、男を連れてきただと!?　おお、女友達さえ連れてきたことがないマレッタが……！」

「お父さん、ボクには友達なんかいないって言ってるじゃん。商売で忙しいし、作る気だってないよ」

　どうやらこの車椅子の中年男性は、マレッタの父親らしい。つまり『アストラフトの英雄』に登場する行商人だ。そういえば、なんとなく面影はある。

　ゲームでは元気そうだったのに、十六年経たった今では車椅子なのか……。

「だったらそっちの彼は、友達ではないって言うのか!?　まさか、その、か、彼氏とか言うんじゃないだろうな!?　彼氏は父さんを超える行商人しか認めんと言ったはずだぞ！」

「彼氏なわけないじゃん。ただ今日はずっと一緒にいなきゃならないの。だから今日はうちに泊まってもらうから。あ、すぐシャワーを浴びたいから、ケータくんもついてきて」

「い、一緒にシャワーを浴びるだとぉ!?　ゆゆ、許さん！　おいケータくんとやら！　キミは一日でどれぐらいの商品を売ったことがあるんだ!?　答えろ！」

　……なんだか面倒臭そうな親父おやじさんだ。




　浴室のドアを開ける音がした。続いてマレッタの「入っていいよ」という声。

　そこで俺も浴室に……入るわけないだろ。入るのは脱衣所までだ。『双そう龍りゆうの腕輪』の二メートルという縛りがある以上、俺が浴室の傍そばにいないと、マレッタはシャワーを浴びることすらできない。なんとも不便な話だ。

　……脱衣所には今脱いだばかりのマレッタの下着が落ちてるんだけどな。まあ見ないようにしよう。

　浴室の磨すりガラスの向こうから、心地良さそうなシャワーの音が聞こえてくる。

　考えてみたら、女子がシャワーを浴びている音なんて、母さん以外で聞いたことがなかったな……って、妙な想像はやめろ俺。

　浴室のドアの脇に背を預けて座り込む。慣れない肉体労働をしたあとなので、腕や腰がじわりとしびれていた。早く俺もシャワーを浴びたい。

「あのゲームをやってるケータくんは驚いたでしょ。ボクのお父さんが車椅子で」

　浴室のマレッタが磨りガラス越しに話しかけてきた。
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「まあ『アストラフトの英雄』の時代から十六年も経たってるしな。そりゃ体も弱くなるだろ」

「あれは体が弱ってるんじゃなくて、事故の後こう遺い症しようなんだよ」

「え、そうだったのか？」

「ゲームの終しゆう盤ばんになると行商人……つまりボクのお父さんは出てこなくなるんだけどね、そのときにはもう事故っていたみたい。どこまでも英雄ミツルの先回りをしようとする姿勢が祟たたって、崖がけから落ちちゃったんだってさ」

　まあ『プロ愛用のバーベル』なんてものを持って、火山の火口や断だん崖がい絶壁を回っていたわけだしな。そりゃ落ちてもおかしくはない。

「それじゃマレッタは、動けない親父おやじさんの代わりに行商に出かけてるってことか？」

「うん。昔はお母さんがいたんだけど、三年前に亡くなっちゃったから」

　それで学校や部活をサボってまで、毎日行商に出かけていたのか。俺はまだ半日付き合った程度だけど、それがどれだけ大変かは少しだけ理解できた。

「……苦労人なんだなマレッタは」

「あ、勘かん違ちがいしないでよ。ボクはイヤでやってるわけじゃないから。自分でアイテムを作ることも、それを売ることもすっごく楽しいんだよ」

「それなのに、あんな目に遭あってるなんて……」

　言ってから俺はしまったと口を押さえた。マレッタはせっかく明るく振ふる舞まっているのに、ゼニオー商会のことを思い出させてしまったんじゃないかと。

　しばらく無言が続いた。シャワーの音だけが静かに聞こえてくる。

　気まずい。なにか話さなければと考えていると、

「……友達付き合いまで捨てて、必死にやってきたんだけどな」

　ひどく弱々しい声が聞こえてきた。

「あ、あのさ」

「前まではそれなりにお客さんが来てくれたけど、ゼニオー商会の嫌がらせが始まってからはさっぱりだもん。一生懸命考えて作った『冷えたママ!?』だってパクられちゃうし。こんなことなら、最初からお父さんとお母さんが守ってきたハイードマーチ商店を捨てて、ゼニオーチェーンに入ったほうがよかったのかなぁ」

「…………どうなんだろうな」

「そうすれば、少なくとも生活費ぐらいは稼かせげるだろうし。余裕ができたら、みんなと一緒にもっと部活に取り組んで、友達と過ごす青春ってやつを謳おう歌かして……」

　最後のほうはとてもか細い。シャワーの音でかき消されてしまうぐらいに。

「マレッタ……」

「なんてね！　うそうそ。ボクは今までずっと一人でやってきたし、別に友達付き合いなんて求めてないっての。そりゃケータくんたちは楽しい人だけど、まあボクにとってはただの顧こ客きやくなわけだし？　それにあんなクソみたいなゼニオー商会には絶対に入らないって」

「それでも俺はマレッタのこと、友達だと思ってるけど。リゼラやナルミエだってきっとそうだぞ」

「あははっ、それが本当ならもう稼げないうえに時間まで取られる行商なんかやめて、バイトでもしようかな。アイテム作りは趣味で続けていけばいいわけだしね！」

　やけに元気な声だった。それが逆に胸をえぐる。

「でも、マレッタにとって行商っていうのは……」

　すごく大事なものなんだろ？　と続けたかったのだが、言葉にならない。

「……あう」

　小さく嗚咽おえつが聞こえた。そして、

「あううううう！　大事に決まってんじゃん！　あううううううううう！」

　家全体を揺さぶるような涙声の絶叫。いつも元気なマレッタから初めて聞く、痛切な嘆きだった。

「ななっ、なんだなんだ!?　どうしたマレッタ!?」

　親父おやじさんが車椅子にドリフトをかけながら、脱衣所まで突っ込んできた。

「あ、え、えっと、ちょっとマレッタが……」

　俺は慌あわてて取り繕つくろおうとしたのだが、

「貴様ぁ！　俺の大事な娘に何をしやがったあああ!?　ちょっとこっちに来やがれぇ！」

　親父さんは膝ひざに載のせていたマジックハンドのようなアイテムを使って、俺を脱衣所から引きずり出した。あとで聞いたところによると、これは『パワーハンド』と名づけられた親父さん特製の自作アイテムらしい。

「ま、待ってくれ親父さん！　今俺がここを離れると……！」

　ばたん！　と音がして浴室のドアが吹っ飛んだ。そこから飛び出してきたのはもちろん、

「なにやってんだよおおおお！」

　俺から二メートル以上離れられないマレッタだった。びしょ濡ぬれの素すっ裸ぱだかで。

「ぬおお!?　マレッタ、裸のまま飛び出してくるなんて、それだけこの男のことが!?」

「違うって言ってるじゃないかあああ！」

「落ち着けぇ！　まずは服を着るんだぁッ！」




　激しい騒動のあと。

　俺もシャワーを浴びて、食事をいただいて、いろいろやっているうちに就寝時間となった。

　寝るのはもちろんマレッタの部屋だ。彼女はベッドだが、当然俺は床ゆか。

　さっきまでマレッタは、部屋のいたるところに転がる作りかけのアイテムと、今日仕入れてきた素材を組み合わせてごちゃごちゃやっていたが、唐突に「もう寝る」と言って早々とベッドに潜もぐり込んでしまった。シャワーの一件から彼女の口数はとても少なく、ほとんど会話らしいものはしていない。

　その寝顔をこっそり覗のぞき込んでみると、また涙を流した形跡が見て取れた。

　俺はあてがわれた布団に寝転がり、天井を見つめながら考え事をしていた。

　あのいつも元気なマレッタが、泣いたんだぞ。それも人目を気にせず大声で。今までずっと一人で、相当悔くやしい思いを抱え込んでいたんだろうな。

　マレッタを泣かせたゼニオー商会は本当に許せない。なんとか力になってやりたいが……。

「……そういえば『アストラフトの英雄』でも、親父おやじさんはあれを売ってたよな。ってことはこのアイデアも……」

　ぽつりとつぶやいたとき。

「なんの話ですか？」

「ひっ!?」びっくりして身を起こす。

　窓の外にリゼラがいた。その後ろにはなんとナルミエまで。

　マレッタを起こしていないか確認すると、二人に向き直った。

「……なんでお前らがここにいる？」

　答えたのはナルミエだ。

「誰か適当な相手を闇やみ討うちしてやろうと街をさまよってたのよ。そしたらリゼラに会って」

「違うでしょう。私とナルミエさんは、あとでマレッタさんの様子を見に行こうって約束してたんです。もしかしたら落ち込んでるんじゃないかと思って、いっぱい対戦ゲームを持ってきました。なんなら徹夜でもいけちゃいます」

　リゼラはにっこり笑って、手に持っていた大きな紙袋を掲げてみせた。

「ちなみにあたしは大笑いにきてやっただけだから。うーす、マレッタいるかしら？」

「おい大きな声を出すな。さっき寝たところなんだよ」

　と釘くぎを刺したものの、俺は頰ほおが緩ゆるんでいくのを感じていた。

　やっぱり友達ならいるじゃないか、マレッタ……。

「お休み中なら仕方ありませんね。私たちはいつでも商売の協力をするって伝えておいてください。それじゃナルミエさん、帰りましょうか」

「変なことをしたらだめよケータ。それはあたしの嫌いな邪じや悪あくジャンルだから。あ、マレッタにはゼニオー商会なんて小悪党は、そのうちあたしが爆殺してやるって言っといて」

　そう言い残して立ち去ろうとする二人を俺は呼び止めた。

「ちょっと待ってくれ。二人にお願いがあるんだけど……」
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　翌朝。マレッタが目覚めたのは自室ではなく、キッチンだった。そこの椅子に腰かける状態で眠っていたらしい。

　一体どうして？

　その疑問はすぐに解消された。キッチンにケータが立っていたからだ。彼はエプロン姿でフライパンを振っている。

「……もしかしてケータくんが、ボクをここまで運んだの？」

「ああ、起きたのかマレッタ。悪いとは思ったけど、俺はお前から二メートル以上離れられないからな。あと勝手にキッチン借りてるぞ」

　ということは、自分はケータにお姫様抱っこでもされたのだろうか。想像すると恥ずかしくなってくる。重くなかったかな。

　そんなことを考えたのも一いつ瞬しゆんのこと。マレッタの目はある一点に釘くぎ付づけになった。

「……それなに？」

　キッチンテーブルに置かれた大量のプラスチック容器。それぞれにチャーハンが詰つめられている。

「アストラフトでもプラスチック容器って結構安く手に入るんだな。これってゲームの舞ぶ台たいになってる十六年前からあるものなのか？」

「そんなこと聞いてるんじゃなくて、何をしてるのか聞いてるんだけど」

「チャーハンを作ってるんだよ。ゲームで見たけど、親父おやじさんも昔ミツルに『焼き肉弁当』を売っていただろ。行商人が弁当を売っても問題ないんだってな」

「だからどういうことか聞いてるんだよ！」

「元料理研究部だった俺の得意料理をハイードマーチ商店の新作アイテムにする。作り方はあとで教えてやるよ」

「……つまりボクの店でチャーハンを売るってこと？　なんのために？」

「決まってるだろ」ケータは満面の笑みで答えた。「ゼニオー商会をぶっ飛ばすためだ」

「は、はあ？」

「向こうが潰つぶしにかかってくるなら上等だよ。逆にこいつでゼニオーを追いつめてやるぜ」

　マレッタは意味がわからない。するとそこへ、大量の袋をぶら下げたリゼラがやってきた。

「おはようございますマレッタさん。ケータさん、追加の食材を買ってきましたよ」

「おう、そっちに置いといてくれ。あ、材料費は俺たちの持ち寄りだったんだけど、事情を話したら親父さんも援助してくれたぞ。とは言っても、マレッタが稼かせいだお金なんだけどな」

「お弁当を売るのはわかったけど、今からチャーハンをたくさん作ったところで……」

　時間が経たてば冷めてしまうし、売れるわけがない。ケータはなにもわかってないのだ。

　そんなマレッタの胸中を読み取ったように、ケータが言った。

「大丈夫。俺には勝算があるんだ。そこにマレッタの作ったあのアイテムを使うことで、こいつは爆発的に売れる。ひとつ５００フーリで、今日中に三百食は売りさばくぞ」

「さ、三百食……？　なにを考えてるかわからないけど、そんなの無理に決まってんじゃん！　だいたいお父さんは了承してるの!?」

「もちろんだ。親父さんはすごく協力的で、今ナルミエと一緒に近所の果物屋から中古の引き車を譲ゆずってもらえないか交渉してくれている。それが手に入ったら弁当を積めるだけ積め込んで、残りは俺の空間歪曲魔法ドライブシアターで持ち運ぶ。今日はそれで移動販売だ。まずは午前中に昨日の公園に行って、散歩客相手に売りまくる」

「まずはって、どういうこと？　お昼からは違うの？」

「カモがいる場所を狙ねらって、その都つ度ど売り場を変えるのが行商人だろ？　これは『アストラフトの英雄』でお前の親父おやじさんから教えてもらったことだぜ」
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「ぶっほっほ。十二号店さんは今日も売れ行きがよろしいようですなあ」

「へえ、おかげさまで」

　ゼニオー・モーカットは、ミナトンの街中に散るゼニオーチェーンの各店てん舗ぽを視察して回っていた。するとそこへ企画部門の男が駆けつけてきた。

「大変です会長！　ハイードマーチ商店が……！」

「どうしたんですか騒そう々ぞうしい。もしや彼女が我がチェーンへの加入を受け入れたのですか？」

「い、いえ、違うんです！　ハイードマーチ商店が……爆発的に客を集めています！」

「…………ぶほ？」




　この時間、ハイードマーチ商店のお嬢じようさんは学校があるから、まだ営業していないと思っていたのですが……我が包囲網をかいくぐるとは舐なめた真似を。即刻妨害してやりますか。

　ゼニオーはそんなことを思いながら、企画部門の男に連れられて昨日の公園にやってきた。

「……どこにいるのですか？」

　辺りを見回しても、ハイードマーチ商店らしき露ろ店てんは見当たらない。

「おかしいですね。さっき私が見たときは、ここに引き車型の店てん舗ぽがあって、行列ができていたんですが……」

　企画部門の男が言う。

「引き車を使ったところで、行列などできるはずがないでしょう。我々が流した悪評によってハイードマーチさんの評判はただでさえガタ落ち。そのうえ、向こうの商品の類似品を我々が格安で提供しているわけですからね。客のほとんどはゼニオーチェーンに流れたはずです」

「そこにおるのはゼニオー商会の会長ではないか？」

　一人の老人がやってきて声をかけた。

「これはこれは、いつも我がゼニオーチェーンをご利用いただいているお客様ですかな。さきほどここでハイードマーチさんが店を出していたと伺ったのですが、ご存知ですか？」

「ああ、すごい行列ができとったのう。見たこともないチャーハンを販売しとったんでワシもひとついただいたが、ありゃあ大したもんじゃて」

「ちゃ、チャーハン？　そのハイードマーチさんは今どちらに？」

「ミナトン工業の前に行くとか言っておったのう。なんでも新人の男の子が公園の時計を見ながら、『そろそろ昼休みだから移動だ！』とか叫んで。ハイードマーチのお嬢じようさんは、働き者の旦だん那なを見つけたもんじゃて」

　ミナトン工業は、念ねん化か製品に必要なマテリアの集積回路を主体に製造している街一番の大きな会社だ。

　その昼休みの時間を調べて、昼食に出かける職員を狙ねらい撃うちにする作戦ですか……おのれ、こしゃくな真似を！

「ミナトン工業に行きますよ！」

　ゼニオーは老人に会え釈しやくもせず、企画部門の男を連れて駆け出した。




　ミナトン工業の前に到着したゼニオーは、我が目を疑った。

　ハイードマーチ商店のものと思われる屋根付きの引き車に、長ちよう蛇だの列ができあがっている。ざっと見たかぎりで三十人は並んでいるだろうか。

「そんなバカな……!?」

　ハイードマーチ商店の引き車は、光を放つロープでデコレーションされていた。

　ゼニオーは知る由もないが、それはケータが空間歪曲魔法ドライブシアターで取り出した神具『神しん獣じゆうの尾』の光るロープだ。本来は高いところに登るためのアイテムだが、それを応用して飾り付けに使っている。日光を避さけた日陰なので、よく目立っていた。

　ゼニオーは長蛇の列の脇を抜けて、ハイードマーチ商店の引き車までやってきた。

「いらっしゃい、いらっしゃい！　いつもにこにこ元気よく！　あなたの隣りん人じんハイードマーチ商店でーす！　あれ、あんたは悪徳企業の会長、ゼニオーさんじゃないか」

　呼び込みをしている男、ケータが言った。

「誰が悪徳企業ですか！　それより、これは一体どういうことです!?」

「悪いな。接客中なんであとにしてもらえるか？」

「はい、どうぞ。５００フーリになりまーす」

　客からお金を受け取ったリゼラが、チャーハン入りの容器を隣となりのマレッタに手渡す。

　受け取ったマレッタが容器のフタを開けると、なんとチャーハンの上から水を注そそぎ始めた。

「なな、なにをしているのです!?」

　ゼニオーはわけがわからない。チャーハンに水なんて注いだら台無しになってしまうのに。

　客は水が注がれたチャーハンを受け取ると、喜んで持ち去った。

「い、一体あなたがたは何を売っているのですかっ!?」

「ケータくんが考案してくれたうちの秘密兵器だよ！」

　マレッタがそう言いながら、次のチャーハンに水をかけ始める。

「水をぶっかけるチャーハンが……？　ちょっとよこしなさい！」

　ゼニオーはそれをもぎ取ると、素す手でで一口頰ほお張ばった。

　……!?

　衝しよう撃げきが走った。米の一粒一粒が冷たい水で湿り気を帯びている。嚙かめば嚙むほど口いっぱいにうまみが広がる、なんともジューシーな味わいだ。公園から走ってきた汗だくのゼニオーにとって、汁気の多い冷たいチャーハンは想像を絶するほど美味だった。

「ちょっと、勝手に商品を食べないでよ。しっかり５００フーリもらうからね！」

　マレッタが怒気をはらんだ声で言った。

「そうだそうだ！　順番を抜かすな！」「ちゃんと並べよ、ゼニオー商会！」

　客もそれに同調する。しかしゼニオーの耳には届いていない。

「こ、これは……ただの水ではありませんね!?」

　答えたのはケータだ。

「当たり前だろ。それは俺が作った特製の冷製スープだ。作ったのは今日の朝だけど、マレッタの『冷えたママ!?』に入れておいたから、炎天下でもまったくぬるくならない。どこかのパクリ商品とは品質が違うだろ。聞けばお宅の『超高性能保温水すい筒とう』とやらは、大層な名前の割に、すぐぬるくなるらしいじゃないか」

「な、なんですと……？」

「キンキンに冷えたスープをチャーハンにかけたこの弁当が、ハイードマーチ商店の新商品。名づけて『冷製スープチャーハン』だ。あ、もちろん」そこでケータは溜ためを作ると、口元をつり上げて言った。「作り方は企業秘密だ。パクれるもんならやってみろ」

「ぐぬぬぬぬうううう！」

　ゼニオーは怒りに打ち震ふるえた。

　チャーハンという料理は、十六年前にこの世界にやってきた英雄ミツルが伝えたものだ。現在では家庭料理として広くアストラフトに浸透しているが、冷たいスープをかけたチャーハンなんて料理は聞いたことがない。

　このケータという男は、おそらく凄すご腕うでの料理人だ。このスープは簡単に真似できないだろうし、できたとしてもすでにこれだけ話題になっている商品だ。ゼニオー商会が盗作したと言われるに決まっている。

「おのれおのれぇッ！　ハイードマーチさん、ここでの営業許可は取っているんですか!?　じつは我々も今からここで商売することになっているんですがね!?」

「あ、そう。それじゃ俺たちは移動するよ。邪じや魔まして悪かったな」

「……え？」

　あまりにもあっさりと引き下がったので、ゼニオーは面食らった。

　ハイードマーチ商店の看板を持って立っていたナルミエが、長ちよう蛇だの列に向かって言う。

「すいませーん、せっかく並んでもらって申し訳ないんですが、邪悪なことに今からゼニオー商会さんがここで営業するそうなので、移動しまーす」

　並んでいた客たちがざわめき始める。

「おいおい、そりゃないよ！　こっちは三十分も待ったのに！」

「ゼニオーチェーンの店はまだ来てないじゃない！　本当に営業するの!?」

「じつは嫌がらせなんじゃねーのか!?　自分たち以外の行商人にタチの悪い嫌がらせをしてるって噂うわさは聞いてるぞ！」

　ゼニオーは客たちに詰つめ寄られる形になってしまった。

「い、いや、我々は決してそんな真似は……はは、仕方ありませんね。ここはハイードマーチさんの顔を立てて……」

　ケータたちをちらりと見る。すでに移動の準備に入っていた。

「これからベンテーチ学園の前で営業しますので、お時間がありましたらぜひとも買いにきてくださいね！」

　リゼラが愛らしい笑顔で客たちに言った。

「そこに行ったら買えるんだな!?」「そっちのすごい水すい筒とうは売ってくれないの!?」

　客たちからそんな声があがる。

「すいません、『冷えたママ!?』は本日在庫がありませんので……もし気に入ってくださったなら、後日改めて買いにきてくださいね」とマレッタ。

「それじゃ行こう。頼むナルミエ」「ほーい」

　車輪付きの引き車を引いて駆け出すナルミエを筆頭に、ケータたちもその場を離れた。

　残された客たちは「すぐに行こう！」「夕方までやってるかな？」と口々に騒ぎ立てながら散開した。「まったく、ゼニオー商会のせいで……」と悪態をつく連中もいる。

　ミナトン工業の前は一いつ瞬しゆんで誰もいなくなった。

「あ、あの、ゼニオー会長、どうしましょう？」

　取り残された企画部門の男がおそるおそる尋たずねる。

「……くっそ！　くっそ！　ぶおおおおおお！」

　ゼニオーは仲間はずれにされた子供のように地じ団だん駄だを踏ふんだ。




　　　　　　　　　　　　◇




　夕方、すっかり存在を忘れていた『双そう龍りゆうの腕輪』が外れたのをきっかけに、マレッタは一人で自宅に戻ってきた。

「お帰りマレッタ。どうだった？」

　暖かく迎えてくれた車椅子の父に、マレッタは笑顔で返す。

「……へへ、めちゃくちゃ売れた。『冷えたママ!?』も大好評だったし、もっとほかの商品が見たいって言ってくれるお客さんもいたんだ。やっぱりケータくんってすごいよ」

　ミナトン工業付近での営業後、マレッタはケータたちと一緒にベンテーチ学園の前で移動販売の続きを行なった。

　昼休み真まっ只ただ中なかの生徒たちに対して、『冷製スープチャーハン』は飛ぶように売れた。

　途中で騒ぎを聞きつけた学園長から「貴様ら学校をサボってなにをしておるかぁ！」と詰つめ寄られるシーンもあったが、ケータが拝み倒すとしぶしぶ引き下がってくれた。スパルタで有名なロリ軍ぐん曹そうだが、なぜかケータには甘いのだ。

　そして昼休みが終わるとまたすぐに移動。今度は噴水広場前でデート中の恋人たちを相手にそれを売る。そして夕方近くになると商店街に移動して、夕飯の買い出しにやってきた買い物客相手にそれを売る。夕方に差し掛かるころには、本当に三百食を完売してしまった。

　営業中はゼニオーが差し向けたと思われるチンピラ連中の妨ぼう害がいもあったが、客の波に押し返されたり、ナルミエに軽くひねり潰つぶされたりで、結局は何もできずじまいだった。

「本当は全部の場所で営業許可を取ってないからダメなんだけどね、ケータくんが『邪じや魔ましてくるゼニオーチェーンだって絶対に取ってないから気にするな』って。ムチャクチャだよ」

　車椅子の父が、過去を懐なつかしむような顔でにっこり笑った。

「彼は古き良き行商人の心得を理解しているようだな。かつて父さんが、どんな場所だろうとミツルさんの先回りをして商売したように。昔の行商人はそれだけ自由だったのだ」

「……あ、そうだお父さん。今日の晩ご飯は『冷製スープチャーハン』を作ってあげるよ。これからはボク一人でも作れるように、ケータくんから教わったんだ。あとミナトン工業の人から連絡があってね。たまにまとめて注文させてほしいってさ！」

「ふふふ、それなら父さんも教えてもらったぞ。ちゃんとレシピをもらってある」

「え、どういうこと？」

「今朝ケータくんに言われたんだ。家で『冷製スープチャーハン』の受注ができるようにしてくれないかって。確かに車椅子だろうと作るだけならできるしな。父さんは行商人時代に弁当も販売していたくらいだから、料理には自信があるんだぞ。そうだな、伝説の『焼き肉弁当』も復活させてみるか。これをきっかけに、通信販売の弁当屋を始めるというのも悪くない」

「い、いいよ。ボクがやるから」

　父は穏おだやかな顔で首を左右に振った。

「本当は父さんがもっとしっかりしないといけないのに、今までマレッタにばかりいろいろと押しつけてすまなかったな。学園には友達もいるわけだし、お前にはもっと年頃の女の子らしく青春を謳おう歌かしてほしいと思っていたんだ」

「だからボクには友達なんて……」

　いない、という言葉は出てこなかった。いや、出せなかった。他人の自分にここまで付き合ってくれたゲーム研究部のみんなに、それを言うのは失礼な気がして。

「なんだ？　やっぱりケータくんは友達じゃなくて、恋人だったのか？　まあ彼は商才も料理の腕もあるようだし、父としては受け入れようじゃないか。なんなら婿むこ養子にきてもらうか」

「だ、だから違うってば！」

「とにかく今後は行商の回数も減らして、もっと友達との時間を大切にするといい」

「……お金にならないことはしたくないんだよ」




　　　　　　　　　　　　◇




　翌日の放課後。

　俺はいつものように、ゲーム研究部の部室で『アストラフトの英雄』をプレイしていた。

「その川を北上すると行商人がいますよ。回復アイテムを補充しておきませんか？」

　リゼラに言われた場所に画面上のミツルを向かわせる。マレッタの親父おやじさんが元気に露ろ店てんを出していた。




行商人「やあミツルさん。今日もなんか買っていってくださいね！」


→サンドイッチ　　　　…２５０フーリ

　リラックスソファー　…１５８００フーリ

　早口言葉例題集　　　…１２６０フーリ






「もっとほかに売るもんあるだろ……」

「えっと『サンドイッチ』は回復アイテム、『リラックスソファー』は戦せん闘とう中ちゆうしばらく動けなくなるかわりに、魔ま法ほう力りよくが回復します。『早口言葉例題集』は使用すると、一定時間だけ魔法の詠えい唱しようが少し早くなります」

　サンドイッチや早口言葉例題集はともかく、リラックスソファーってなんだよ。そんなものを持ち歩いてどこまでもついてくるから崖がけで落ちるんだろ……。

「ねえねえ、ケータ！　これ見た!?」

　ナルミエが部室のドアを蹴け破やぶる勢いで飛び込んできた。その手には新聞を持っている。

「ナルミエさんでも新聞なんて読むんですね」

「当たり前よ。世界情勢を知ることが、世界征服の第一歩なんだから。それよりここ見て」

　新聞を指し示す。大きな見出しでこう書かれていた。

『行商人マネージメント会社、ゼニオー商会が行なう営業妨ぼう害がい!?』

「なになに……昨日、ミナトンの街で活動する移動型店てん舗ぽハイードマーチ商店に対して、ゼニオー商会が営業妨害をしたという噂うわさがささやかれている。常に長ちよう蛇だの列を作るハイードマーチ商店に対して、何度も言いがかりをつける様子が複数の人に目もく撃げきされていた。またゼニオー商会は競合相手の行商人が販売している商品の盗作や、マフィアを雇やとっての恐きよう喝かつといった行動をとっているとの疑惑もあり……」

　そこまで読み上げると、リゼラがにっこりと笑った。

「これでゼニオー商店の嫌がらせも止まりそうですね。悪事というのは必ず白日のもとにさらされるんです。わかりましたかナルミエさん？」

「悪事をさらすのは当然じゃないの。そうしないと世間を恐怖に叩たたき落とせないし」

　記事の下のほうには、マレッタの店が取り上げられている。『冷製スープチャーハン』のほかに、『冷えたママ!?』や『フレアマント』など画期的な商品を取り扱っているという好意的な紹介記事だった。

「マレッタさんは忙しくなるでしょうし、今まで以上に部活に出られなくなりそうですね」

　リゼラが少し寂しそうな顔を浮かべた。

「まあ仕方ないわよ。あの子は生活費を稼かせがないといけないわけだし」

　ナルミエはそっぽを向いて言ったので、どんな表情をしているのか窺うかがえない。

　俺は空間歪曲魔法ドライブシアターで預かっていた『双そう龍りゆうの腕輪』を取り出して見つめた。

　これのおかげで二十四時間一緒にいてわかったけど、あいつは本当に忙しい身だ。もっと部活に顔を出してほしいなんて、とてもじゃないが言えない。

「あ、その腕輪、ケータさんが預かっていたんですね」

「言っておくけど、これはもう誰にもさわらせないからな」

「さすがケータ。こっそり売って私腹を肥こやすつもりなのね。邪じや悪あく邪悪ぅ」

　そのときだった。部室に明るい声が響ひびき渡った。

「おっす、みんなー」

　相変わらず大きなリュックを背負ったマレッタだった。

「あれ、マレッタさん？　今日は行商に行かないんですか？」

　首を傾かしげるリゼラに、マレッタは「うん」と答える。

「じつはいい稼ぎ口を見つけたからね。今度からは回数を減らすことにしたんだ」

「いい稼ぎ口ってなんです？」

　マレッタはにっこり笑って、一枚のチラシを俺に手渡してきた。

　そこにはこう書かれていた。




『あなたのあらゆるお悩みを解決します。ベンテーチ学園ゲーム研究部。相談料……時価』




「……なんだこれ？」

「他人の悩みを解決すれば、ケータくんも英雄ポイントが稼げるし一石二鳥でしょ。だからみんなはボクの部下ってことで、これからしっかり働いてもらうからね」

「だっ、誰が部下よ！　あんたこそあたしのシモベじゃない！　でかいおっぱいぶら下げて、ふざけたこと言ってんじゃないわよ！」

　マレッタの背後に回ったナルミエが、彼女の胸を揉もみしだく。

「ちょっと、なにすんのさー！」

「ナルミエさんってじつは百ゆ合り……百合魔ま王おう!?」

「それはこの間、泥どろレスを挑んできたときのあんたでしょうが！」

　騒ぎ始める一同。みんなどこか嬉うれしそうだ。俺だってマレッタが部活に顔を出してくれるなら、当然嬉しい。

「まあいいじゃないか。俺は英雄ポイントが貯まるならなんでもするぞ。レベル上げと同じでそっちも失敗続きだったしな」

　すると、ナルミエから解放されたマレッタが小さくつぶやいた。

「……そんなことないよ。ケータくんはちゃんと英雄ポイントが貯まってる。だって……」

「ん？　なんだって？」

　よく聞こえなかったのでもう一度尋たずねた。

　マレッタはそれに答えず、満面の笑みで言う。

「なんでもないよ！　あ、そうだ、ボクのお父さんがケータくんのことを気に入ったみたいでさ。なんなら婿むこ養子にして屋号を譲ゆずってもいいってさ！　どうする？　結婚しちゃう？」

「ああん!?　ケータは魔ま王おうになるって言ってるでしょ！　あんまり舐なめたこと言ってると、乳かじるぞ！」

「そ、そうですよ！　ケータさんは真の英雄になって私と一緒に光の国プログレシブへ行くんですから！」

「もう、胸を揉もまないでってば！」

　もみ合う一同がテーブルにぶつかる。そこに置いていたコントローラーが床ゆかに落ちた。

　ボタンが押されてしまったようで、行商人から『早口言葉例題集』を購入してしまう。

「あ、別に買うつもりじゃなかったのに……！」

　画面上の行商人は元気でこう言う。




行商人「お買い上げありがとうございます。いつもにこにこ元気よく、あなたの隣りん人じんハイードマーチ商店を今後ともごひいきに！」




　みんなと騒ぐ二代目の表情をよく表した言葉だった。










[image: 第五話　亜人のお店には客がいない]




「ところでケータさんは、亜あ人じんって知ってますか？」

　ある日の放課後。部室で『アストラフトの英雄』をプレイしていると、唐突にリゼラがそう言ってきた。

「亜人っていうか、魔ま神じんなら知ってるでしょ。無論あたしのことよ」

　ナルミエのどうでもいい茶々は無視。俺は素直に「知らない」と答えた。

「やっぱり光の国プログレシブにはいないんですね。亜人っていうのは人間に近いけど人間ではない存在。アストラフトには、数少ないですがそういう方々がいるんですよ」

「わかりやすいところで言えば、猫娘とか狼おおかみ男おとことかだよ」

　部室の後方で薬の調合をしていたマレッタが、両手で猫耳を模もしながら言った。

「ふーん。それで、なんで急にそんな話をするんだ？」

「そろそろ亜人の村に到着するからです。ほら、そこの山を迂う回かいすると見えてきますよ」

　ゲーム画面を指差した。なるほど、そういう繫つながりか。

『アストラフトの英雄』のストーリーは現在、ミツルがアナスタシア姫を遥か東のフォリノミア城まで送り届けるというところだ。寄り道ばかりしてまったく物語を進行させていなかったが、さきほどやっと本筋に戻ってフォリノミア城を目指し始めた。

　どうやらその途中に、亜人の村という場所があるらしい。名前からして亜人だけのイメージだが、人間と共存している村なんだとか。

「ちなみに亜人の村に住む人間のなかには、アナスタシア姫に続く二番目の仲間で栄光の七人エプタ・アイロエスの一人、羊飼いのユミールがいるんですよ。三人パーティになるとさらに戦略性が増すので、楽しみですね！」

「……まあ確かにな」

　羊飼いユミール。先日マレッタに『双そう龍りゆうの腕輪』を渡した……かもしれない女性だ。一体どんなキャラなのか、ぜひとも拝んでみたい。




　山の裏手で発見した亜人の村に入ると、場面が夜に切り替わった。

　質素な木造の家屋が点在する小さな村だった。いたるところに太い薪たきぎが組まれており、それぞれに炎が焚たかれている。亜人の村は歌と踊りの神を讃たたえる祭りを頻ひん繁ぱんに執とり行なっているらしく、ミツルが訪れたときもその最中だった。

　村の中央には広場があり、一段と高い薪が組み上げられていた。その周囲に猫耳姿の女性や犬の顔をもつ男性などがいる。わずかだが人間もいた。

「ユミールを始め、ここに住んでいる人間はみんな羊飼いなんです。村の奥に行けば羊の群れがいますよ」

「ケータからすれば、半分動物みたいな亜あ人じんと完全に動物の羊って、なんだか不公平に見えるんじゃない？」

　ナルミエがからかうような目を向けてくる。

「いや、それは光の国プログレシブで慣れているぞ。向こうでは二足歩行で喋しやべるカバと、普通の犬が一緒に暮らしているアニメがあるし。それに主人公はパンだからな」

「なにそれ？」

「だから今さら驚かないってことだ」

　村で一番大きな建物に入ると、犬の顔をした部族長がいた。話しかけると、今夜の祭りに参加していけと言われた。

　部族長の家を出ると、ムービーシーンに切り替わる。

　広場に組み上げられた薪たきぎを中心に、円陣に座る村人たち。ミツルとアナスタシアもその輪に加わっている。相変わらずムービーで見ると、親父おやじのイケメン面には違和感ありまくりだ。

　亜人たちが鳴らす太たい鼓こや笛の音色に合わせて、人間の若い女性が踊りながら姿を現した。

　それは流れるような黒髪で、カラフルな民族衣装を着た綺き麗れいな女性だった。




村人「お客人たち。あれが村に住む人間のなかで一番の美人、ユミールだぜ。そのうえ踊りが得意だから、祭りのときはいつも主役になるんだ」

ユミール「ミツル様にアナスタシア様、ここで出会えたのも何かのご縁でございます。本日は我が村の祭りを存分に楽しんでいってくださいませ」




　この人があとでミツルの仲間になる羊飼いユミールか……。

「ね？　ね？　ユミールってすごく綺麗で清せい楚そな人でしょ!?」

　興奮気味のリゼラが俺の袖そでを引っ張る。確かにそんな印象だな。

「ねえマレッタ。あんたに『双そう龍りゆうの腕輪』を渡した人って、このキャラの面影ある？」

　ナルミエがそう尋たずねると、マレッタは少しの間も置かずに否定した。「全然」

　まあ、厚化粧の酔っぱらいだったって話だもんな。こんな綺麗な女性が、十六年の時を経へてそんな変へん貌ぼうを遂とげるとは俺だって考えたくない。

　突とつ如じよ、ＢＧＭがおどろおどろしいものに変化した。そして謎の奇声が聞こえてくる。




？？？「きゃーっきゃっきゃ！　テメェらの祭りは終わりだよぉ！　ここからはあたしが主催する血祭りの時間ってところかしらぁ!?」




　二対の翼つばさを背負った魔ま族ぞくが空から降りてきた。黒を基調にした際どい格好の女魔族だ。

　女魔族はあたりに火球魔法フオテイアを連発し、家屋を破壊しながら大地に降り立つ。そこで背中の翼がすっと消えた。

「なんだこの凶悪な魔族は？」

　俺が尋たずねると、リゼラが答えてくれた。

「これからミツルのパーティが何度も戦う宿敵。魔道司祭エレナーデです」

「は？　魔族でエレナーデって、もしかして……」

「はい。私たち一年三組の担任で、自ら設立したミツル教会の司祭も務めているエレナーデ先生ですね。その十六年前の姿です」

「な、なんだとぉ!?　これがあのエレナーデ先生!?　めちゃくちゃ悪い奴やつじゃないか！」

　俺の知っているエレナーデ先生は、いつも温和な笑顔を絶やさない物腰柔らかな人だ。その十六年前の姿がこれだなんて……信じられん。

「へえ……ママって昔は、こんなに活気があったんだ」

　うっとりと画面を見つめるナルミエ。そういえば先生はナルミエのお母さんだったよな。




アナスタシア「だ、誰ですのあなたは!?」

エレナーデ「あたしは魔道司祭エレナーデ。あんた、なかなかかわいい顔してるじゃない。たっぷりパン粉をつけて、からりと揚あげてやろうかしら？　そしたらサクサクと食ってやるわ。サクサクとねぇ！　うひひひひいッ！」




「……いや、これ絶対に別人だろ。先生がこんなこと言うはずがない。それに声だって違うし」

　画面上の女魔族を見つめたままぽつりと漏もらすと、リゼラが答えた。

「このゲームはいくら史実をもとにしてるとは言っても、大半の登場人物の声は本人ではなくプロの声優を起用しているんです。なぜかミツルの仲間全員が出演を拒否したので、それならいっそ、ほかのメインキャラも全部声優でいこうってことになったんだそうです」

「それにしたって、先生のこのセリフはさすがに違うだろ……」

「だから何度も言ってるじゃないですか。『アストラフトの英雄』は超記憶能力をもつ妖よう精せいネライダが作ったゲームだって。行動はもちろん、セリフだって一語一句そのままです」

「さあやるのよママ！　世界を焼き尽くせ！　肉を食らえ！　男を抱け！」

　ナルミエがテレビ画面に張り付いて歓声をあげる。リゼラが邪じや魔まだと言って退のかせた。

　エレナーデ先生は村を一通り攻こう撃げきしたあと、ユミールを捕まえて空に飛び上がった。




エレナーデ「こいつは人質だよ！　返してほしければ、亜あ人じんの村に伝わる宝を北の砦とりでまで持ってきな！　そいつを手みやげに、あたしは先日復活なされた邪じや神しん様さまの右腕にしてもらうのよ！　うひゃひゃひゃひゃ！　かー、ぺっ！」




　たんを吐はいたエレナーデ先生は、ユミールを抱えたままどこかに飛び去っていった。

　……だめだ、今日から先生の顔を直視できない。

　イベントシーンが終わって、ミツルを操作できるようになった。妖よう精せいネライダに話しかけてセーブする。そしてコントローラーを静かにテーブルに置いた。

「あれ？　もうやめちゃうんですか？　このあと、さらわれたユミールを取り戻すために魔ま道どう司祭エレナーデを追いかける展開になるんですが」

　リゼラはそう言うが、今は続ける気力がない。あまりにも衝しよう撃げきが大きすぎた。

「まああたしは、活発なママの姿を見られただけで満足よ。ステキだったわ……」

　ナルミエはまるで恋する少女のように、両手を重ねて恍こう惚こつとしていた。

「うーん。だったらまだ時間もありますし、みんなでパーティゲームでもしませんか？　英雄ミツルと栄光の七人エプタ・アイロエスが織り成す、多人数プレイ対応の神ゲームがあるんですよ」

　リゼラが部室の書しよ架かから『ミツルパーティ５』と記載されたソフトを持ってきた。

「いや、ちょっとゲームは休きゆう憩けいしよう」

「えー、だったらなにして遊ぶんですかぁ」

　口先を尖とがらせて拗すねるリゼラ。そもそも俺は遊び目的でここにいるわけじゃないんだけど。

　まあ今日のところは帰るか……と思ったとき、部室に来客があった。

「邪魔するぜ。ここってゲーム研究部だよな。どんな相談でも受け付けてるって本当かい？」

　一人の男子生徒が部室のドアを開けて、遠慮がちに顔を覗のぞかせている。

　ゴボウのようにひょろりとした高身長で、銀髪イケメンの優やさ男おとこだった。

　彼は俺とリゼラのクラスメートで、確か名前はキドニー・フルメール……だったかな。俺はリゼラを除いて、クラスの連中とあまり交流がないので少し自信がない。

「えっと、同じクラスのドンパくんでしたっけ？」

　リゼラが言った。優男は「キドニーだぜ」と名乗ったので俺が正解だったようだ。てゆーかドンパくんって誰？

　キドニーは先日マレッタが配布したチラシを持っていた。「あらゆる悩みを解決します」って書かれたやつだ。

「はいはい！　ようこそゲーム研究部へ！　まいどあり！」

　駆け寄ったマレッタが、キドニーの手を引いて中に招き入れた。やっぱりお金を取るつもりなのかな。

「一体どんなことで悩んでるんだ？　俺たちで協力できることなら、なんでも力になるぞ」

　マレッタを押しのけて言った。せっかく英雄ポイント獲かく得とくのチャンスなんだから、お金の話はあとにしてもらいたい。

「じつはダメもとなんだけどな、俺の実家のことで相談があるんだ」

　キドニーは頭を搔かきながら、ためらいがちに話し始めた。

　聞けば彼の実家は店をやっているのだが、ここ最近ずっと閑かん古こ鳥どりが鳴いている状態らしく、経営者の母親がもう働きたくないと言い出しているそうだ。

「店もそうだけど、それより母さんの体が心配でね。毎日飲み歩いてるし、いつか倒れるんじゃねーかって気が気でないんだ。だから俺と一緒に、母さんに酒をやめて真面目に働いてもらうよう説得してほしいんだけど……って、やっぱこんな重い相談はさすがにダメか？」

　……確かに重い。それは他人の俺たちが介入できる問題じゃないと思うんだけど。

　でもせっかく相談にきてくれたんだ。英雄ポイントも大事だが、それ以前になんとか力になってやりたい気持ちがある。

　俺はキドニーの肩に手を置いて、にっこりと微笑んだ。

「話してくれてありがとう。だいたいの事情はわかった。ひとまずお前の家に行って、お母さんの様子を見てみよう」

「さすがですケータさん！　よーし、ゲーム研究部始動です！　プッシュ、スタートボタン！」

　リゼラが元気よく拳こぶしをあげた。それに同調する者は誰もいなかった。




　廊下を抜けて階段を駆け下りる。踊り場で掃はき掃除中のエレナーデ先生と出くわした。

「あらあら、みなさんこんにちは。今日はキドニーくんも一緒ですか」

　温和な笑顔で話しかけてくる。さっきゲームで邪じや悪あくな先生を見ただけに、目が合わせられない。俺とナルミエを除いた連中のみ「こんにちは」と元気よく挨あい拶さつした。

「はい、こんにちは。ところで今、階段を駆け下りていましたね。ダメですよ。校舎内は走ってはいけないというルールがあるのです。ルール破りはミツル様も悲しみますからね」

「……村を焼き払った極悪人のくせに」

　つい口から漏もれてしまった。

「ケータくん、なにか言いましたか？　今回は見逃してあげますが、次に同じ現場を見たら、罰として校内の清掃を命じますからね。さあ、みんなでミツル様に祈りましょう」

　俺たちはミツル様に「もう校舎内は走りません」と誓ちかわされたあと、解放された。

　昇降口を抜けてから小さくつぶやく。

「……わからん。どうして十六年前まで邪悪そのものだったエレナーデ先生が、ここまで変わってしまったんだ……」

「ミツルに籠ろう絡らくされたんじゃない？」

　ナルミエが言った。ありえるから怖い。




　　　　　　　　　　　　◇




　キドニーもリゼラと同じく、親元を離れての学生寮暮らしで、実家はミナトンの街の外にあるらしい。

　ミナトンの街を出たあと駅馬車に乗り込んで、揺られること三十分。だだっ広い草原で降りたあと、さらに徒歩で三十分。ようやく山のふもとにある小さな村に到着した。

「あれ？　ここって亜あ人じんの村……ですよね？」

　リゼラの言うとおり、そこはさっき『アストラフトの英雄』でも訪れた村だった。

　あのゲームは街や村を簡略化して描いている。実際の町並みを細部まで再現すると、容量がいっぱいになってしまうからだ。

　しかしこの村はどうだ。ゲームで見た広さと大して変わらない。作中では十軒ほどの家屋のみが描かれていたが、現実の村もほぼ同程度の数しか確認できない。

「ママが焼き払ったせいじゃない？」

　と、ナルミエが言う。ああ、なるほど……。

　キドニーの説明によると、十六年前のエレナーデ先生の襲しゆう撃げきでは怪け我が人にんこそ出なかったものの、それを機に村人の多くが近くのフォリノミア城下町に移住してしまったそうだ。確かに村を歩いていても、人間はおろか亜人の姿もまったく見かけない。

「で、ここが俺の実家を兼ねた店ってわけさ」

　キドニーが指差した家は、木造の家屋ばかりの村でひときわ異彩を放っていた。じつは遠目で見かけたときから、ものすごく違和感を覚えていたんだ。

　石造りの巨大な建物。両開きの重厚そうなドアは、高級感溢あふれる赤い革かわ張ばりだ。

　ドアの上部には、夜になれば毒々しい照明が灯ともると思われる絢けん爛らん豪ごう華かな横長の看板があり、「亜人のお店フルメール」と書かれている。これって一体どんな業種の店なんだ……？




　キドニーに続いて中に入る。かなり広いホールが視界に飛び込んできた。

　ホールの中央には直径七メートルほどの円形ステージがある。そのステージを取り囲むように、高級そうな革張りのソファーとガラステーブルのセットがいくつも置かれている。壁際には大きなパネルがあって、ケモノ耳の女の子やエルフの女の子の顔写真がはめ込まれていた。

　なんかこういう雰囲気の店は、元の世界のドラマや漫画で見たことがあるぞ……。

「あれ、一応今も営業時間中なんだけど、誰もいねーのかな？」

　キドニーが首をかしげたのとほぼ同時。ホールの奥にある暖の簾れんから誰か……いや、何かがやってきた。

「シャー！　いらっシャーい！」「ゴゴ……オ待タセシマシタ……」

　片方はドレスを着た二足歩行のワニ。もう片方は岩の塊かたまり。ワニは俺と同じくらいの身長なのに対して、岩のほうは二メートル以上もある。

「ワニのほうはリザードマンで、岩のほうはゴーレム。どっちも亜あ人じんの一種だよ」

　マレッタが耳打ちしてくれた。厳密に言うとゴーレムは亜人というより魔ま法ほう生物なのだが、いつからか人間や魔族以外の人型生物を総称して、「亜人」と呼ぶようになったらしい。

　リザードマンとゴーレムの二人（二体？）はリゼラたちに目もくれず、俺の腕を摑つかむと強引にソファーへ座らせた。

「ゴゴ……マダ学生サン？　本当ハ『ピンドン』イキタイケド、オ茶ノ『フリーボトル』シカ無理ダネ……今日『アフター』デ鉱山ニ行カナイ？」とゴーレム。

「シャー！　ちょっと、あんたが『ホンシメー』を取るのは、自分の客の『ウリカケ』を処理してからでシャー！」とリザードマン。

　この店って、たぶんアレだよな。

「これは光の国プログレシブにある『キャ・バクラ』って形態の店らしい。なんでも大人の階段を登るための神聖なイニシエーションを行なう場所なんだとさ」

　キドニーが説明してくれた。

「アクセントが違う。これは『キャ・バクラ』じゃなくて、『キャバクラ』だ」

「へえ、ケータは光の国プログレシブに詳しいのか？　そいつは驚きだな」

「こんな感じの店、アストラフトにはたくさんあるのか？」

「よく知らねーけど、たぶん俺ん家だけじゃねーかな。母さんが英雄ミツルに作らされたって言ってたし」

　やっぱりそうか……親父おやじの野郎、アストラフトでケモノ耳やエルフといった亜人に接客してもらいたいがために、こんな店を提案しやがったんだな。そういえばケモナージャンルの同人誌も持っていたし。くう、頭が痛い親父だぜ……。

「あー、頭痛い」

　俺の胸中と同じことを言いながら、ホール奥の暖の簾れんから一人の女性が姿を現した。

　ボサボサに散った長い黒髪、ほとんど下着同然の白いキャミソール。顔は目と口もと以外、真っ白だった。

「この店には、のっぺらぼうの亜人もいるのか」

「ははっ、ケータって面白いこと言うんだな。あれは俺の母さんさ。パック中なんだよ」

　キドニーが言った。なんだ、そうなのか……。

　俺たちを一いち瞥べつしたキドニーの母親は、近くのソファーにどっかりと腰かけた。

「キドニー、そっちはあんたの友達ね。リザちゃん、レムちゃん、彼らは客じゃないから戻っていいわよ」

「シャー！」「ゴゴ……了解」

　二人（二体？）は俺に会え釈しやくすると、店の奥に消えて行った。リザードマンが素早い動きだったのに対して、ゴーレムはずしずし足音を立てながらひどくゆっくりと。

　キドニーの母親は顔のパックを取ると、手に持っていた酒さか瓶びんをぐいっとあおった。そして口もとを拭ぬぐいながら、

「それにしても珍しいわね。あんたが実家に友達を連れてくるなんて。なんか飲む？」

「あ！」マレッタが明るみに出たキドニー母の顔を見て大声をあげた。「おばさんはこの間、ボクに『双そう龍りゆうの腕輪』を売ってくれた人だよね!?」

「本当か？」

　俺が聞くとマレッタは何度も小刻みに頷うなずいた。

「うんうん！　今はすっぴんだけど間違いないよ！」

「あー、うるせー。二日酔いの頭に大声は響ひびくのよ。もっと静かに喋しやべってちょうだい」

　キドニー母が頭をボリボリ搔かきながら言う。なんだか下品な人だ。

　……待てよ。『双龍の腕輪』は羊飼いユミールの家に代々伝わるアイテム。そしてユミールは人間だが亜あ人じんの村に住んでいた。さらに今俺たちがいるのは亜人の村。

　この符合ってまさかな。

「あ、あの、キドニーくんのお母さんは、どうしてマレッタさんに『双龍の腕輪』なんて貴重なアイテムを売ったんですか？」

　リゼラがおそるおそる尋たずねた。

　キドニー母はまた酒瓶に口をつけたあと、咳せき込みながらしゃがれた声を出す。

「見てるだけで胸くそが悪くなってきたからよ。ったく、あいつのせいで今うちは借金まみれなわけだし、あんなもんを今まで大事に取ってた自分が情けないわ」

「あいつって言うのは……英雄ミツルですよね？」

「ええ、そうよ。あら？　そっちのあんた、よく見るとなんとなくミツルの面影があるわね」

　キドニー母は酒瓶を持ったままソファーから立ち上がると、俺の眼前までやってきた。近くに来られると、ものすごく酒臭い。

「そりゃ面影があって当然よ。ケータは英雄ミツルの息子なわけだし」

　ナルミエがドヤ顔で言った。

「お、おい！」睨にらみつけたが、彼女は平然としたまま続ける。

「別にいいじゃない。だってあたしが思うに、この人は……」

　バリンと音がした。キドニー母の落とした酒瓶が床ゆかで割れたのだ。

「ミツルの息子ですって……？」

「え、えっと、それはですね……あ、あの、あなたは、もしかして……？」

「ユミールよ！　あんたの親父に人生をメチャクチャにされたユミールよ！」




　英雄ミツルと一緒に邪じや神しんを打ち倒した栄光の七人エプタ・アイロエスの一人、羊飼いユミール。作中では清せい楚そで美しい女性だったが、十六年の時は彼女を飲んだくれの熟女に変身させたらしい。

「いやー、驚いた驚いた。まさかケータがあのミツルの息子だったなんてな。慣れないアストラフトでは困ることも多いだろ？　困ったことがあれば、なんでも俺に言ってきな」

　キドニーが俺に握手を求めてきた。応じながら言う。

「俺はお前の母さんを困らせた人間の息子だってのに、ずいぶんあっさりしてるんだな」

「ははっ、そんなこと気にするな。俺たちはもう親友だろ？　ともに邪じや神しんを倒した戦士の息子同士、楽しくやろうぜ！」

　こいつ、かなりいい奴やつなのかもしれないぞ。

「それにしても、まだ信じられません……あのユミールが、その……」

　リゼラがつぶやくと、キドニーの母ことユミールは新しい酒さか瓶びんに口をつけながら、

「落ちぶれた酔っぱらいになったって言いたいわけ？」

「い、いえ、そういうわけじゃないんですけど……」

「でもボクも知らなかったよ。同じベンテーチ学園の一年生にユミールの息子がいたなんて」

　マレッタがキドニーを見ながら言った。

「ゲームに出てくる母さんはまだ結婚前で、今と名字が違ったしな。それに俺もケータと同じで騒がれたくねーから、あえて自分から言わなかったのさ」

「あの、ミツル……いや、親父おやじは一体どんな迷惑をかけたんでしょうか？」

　俺がユミールに尋たずねると、彼女は頭をボリボリ搔かきながら答えた。

「あんたの親父はね、そりゃあ最初はいい男だったわよ。優しくてかっこいいし」

　かっこいい、か？

「私を何度もデートに誘ってくれてさ。まあ息子の前で言うのもなんだけど、ぶっちゃけ、ちょっと惹ひかれた時期もあったわ。ほかの仲間の女にもちょっかいかけてたみたいだけど、まあそれもオッケーとしましょうよ。『でも僕はキミが一番だから』なんて言ってたし。それが急になんだあれ。どこぞの宿屋の娘といつの間にかくっついて、一緒に光の国プログレシブに行っちゃうんだもん。私たちは全員『は？』よ『は？』。アナスタシアなんて、今すぐミツルの世界に行って戦争を仕掛けるってわめき散らしていたわ」

　……そういえば『アストラフトの英雄』は、ミツルの仲間たちが出演を拒否したから声優が使われるようになったって話だったな。きっと全員、ミツルを讃たたえるような作品に出るのが耐えられなかったんだろう。

「それは大変ご迷惑をおかけしました……」

「ははっ、母さんはそれでヤケになって、手近な男と結婚したんだとさ。それで生まれたのが俺ってわけだ。笑える誕生秘話だろ？」

　キドニーが本当に笑いながら言った。いい奴なんだろうけど、なんか天然が入ってるな。

「その旦だん那なも数年前に蒸発しちゃうし、ホント最悪よ。私って男運ないのかしらね」

「それでその、この店は親父おやじに作らされたって聞いたんですけど……」

「ええ。邪じや神しんの討とう伐ばつに向かう前だったわ。魔ま道どう司祭に破壊されたこの村をミツルが『復興させる策ならある』とか言って提案してきたの。亜あ人じんの女の子に接待させる飲み屋を作れって。そしたら客はどかどか入るし、村人もどんどん増えるって。ミツルが好きだった私はそれを信じたわ。でも最初はともかく、最近は飽きられちゃって毎日数えるぐらいしか客がこないのよ！　村どころか、店の存続も怪あやしいわ。借金だってどんどん増える一方だし！」

　たぶん親父は、自分がその店で遊びたいから作らせたんだ。リザードマンやゴーレムを囲って、酒を飲みながら「だっはっは！」と騒いでいる親父の姿を想像すると……。

「くああああ！　耐えられーん！」

　頭を抱えた。

「え、えっと、お店を作ったのは邪神の討伐に向かう前だって言いましたよね。でもそんなシーン、『アストラフトの英雄』には出てきませんが……」

　リゼラが気まずそうに言った。ユミールはキャミソールの胸もとに手を突っ込んで、ボリボリと搔かきながら答える。

「カットされたのよ。亜人の女の子を囲ってタダ酒を飲むなんて、英雄っぽくないし。こんなことになるなら、ミツルを信じて店なんか始めるんじゃなかったわ。あいつは店の建設費用も村に任せきりで一銭も出してないし、飲み食いしたツケだって払ってもらってないしね！」

　なんでそんな男が真の英雄とやらになれるんだ……。

「あ、あの、ユミールさんが飼っていた羊たちはどうしたんですか？」

「はあ？　あんなの全部売っちゃったわよ。借金の足しにもなりゃしねーし」

　鼻をほじりながら答えるユミール。それにしても、この変へん貌ぼうぶりはひどいな……親父のせいでここまで荒すさんだのかと思うと、ものすごく泣けてくる。

「お店のスタッフってほかにもいるんですか？　たとえばそこの壁にかかってるパネルの女の子とか……」

　リゼラが壁のパネル写真を指差した。猫娘やハーピー、セイレーンにエルフといったさまざまな亜人の女の子が写っている写真だ。

　確かにそこに写っている女の子は、失礼ながら人間の感性として、さっきのリザードマンやゴーレムよりもかわいいと思うんだが。

「もう何年も前に辞めちゃっていないわよ。あれは外すのが面倒だから、そのままにしているの。今いるスタッフは、さっきのリザードマンのリザちゃんと、ゴーレムのレムちゃんだけ」

　そりゃ客も入らないわな。一度や二度は興味本位で来たとしても、どうせならリザードマンやゴーレムより、人間の女の子と飲みたいって思うんじゃないだろうか。

　それに立地も悪すぎる。ミナトンの街からここまで来るのに、馬車で三十分、そこからさらに徒歩で三十分だぞ。周りにはなんにもないし。親父おやじの野郎、そのあたりのことはなにも考えず、自分の欲望の赴おもむくままにこの店を作らせたんだろうな。

「それでも昔はまだ、客がたくさん来てたのよ。一応私も世界を救った栄光の七人エプタ・アイロエスの一人なわけだし、まあ美人だしね。あそこのステージで私が踊りを披ひ露ろうすると、すっげーちやほやされたわ。年を取るまでは、だけど！」

　ユミールがフロアの中央にある円形のステージを見ながら言った。

「うう、英雄ミツルと一緒に冒険した栄光の七人エプタ・アイロエスの一人が、どうしてこんなことに……」

　リゼラは涙ぐんでいる。

「世間なんてそんなもんよ。当時の私はアイドル扱いだったけど、最近フォリノミア城下町では、なんとかってアイドルグループが誕生して、みんなの興味はそっちにいっちゃってるし。世界を救ったなんて言っても、私たちはもう古いし飽きられちゃってるわけ」

「そ、そんなことありませんよ！　今は時期が悪いだけです！　ユミールさんがいれば、きっとこのお店も繁はん盛じようするはずです！」

「なにを根拠に言ってるわけ？　あー、終わった終わった。ミツルに恋した時点で私の人生は詰んじゃってるのよ。もうこの店も閉めて、例のアイドルグループのチケットをさばくダフ屋でもやろうかしら」

　そのとき、店のドアに取り付けられたベルが涼やかな音を響ひびかせた。人間の若い男と中年の男の二人組が店にやってきたのだ。

「い、いらっしゃいませ！」

　素早くソファーから立ち上がったユミールが頭を下げた。そしてすっぴんの顔を隠しつつ、俺たちの背を押しながら「裏に行ってなさい」と送り出す。

「お客さんよ！　リザちゃん、レムちゃん、あとはお願い！」

　バックヤードに引っ込むと同時にそう言う。頷うなずいたリザードマンとゴーレムがホールに出ていった。リザードマンは気味が悪いほど素早く。ゴーレムは腹が立つほど遅く。

　大丈夫なのか……？

　不安だった俺たちは、バックヤードの暖の簾れんからこっそりホールの様子を覗のぞき見た。

「シャー！　本日は亜あ人じんのお店フルメールにお越しいただき、ありがとうございます！」

「ゴゴ……ナニ飲ム？」

　二人組の男性が適当なお酒を注文する。それを受けたゴーレムは一いつ旦たん席を離れ、リザードマンはその場に残って客の隣となりに座った。

　てかゴーレム、歩くのめちゃくちゃ遅い……。

「へえ、ここが先せん輩ぱいの言う亜人が接待してくれる店ですか」

　あたりを見回していた二人組の若いほうが言った。

「お前は若いから知らないんだな。ここはあの英雄ミツルが設計した『キャ・バクラ』って形態の店らしい。昔はずいぶん話題になったんだぞ。俺もたまに上司に連れてこられたなあ」

　中年男性が言った。リザードマンは二人におしぼりを渡しながら、

「シャシャー！　お客さん、うちに来てくださったことがあるんでシャー？」

「ああ。そういえばユミールさんって今日もいるのかい？」

「どちくしょう！　さっき顔を合わせたのに気づいてねーでやんの！」

　バックヤードのユミールが忌いま々いましげに言った。鏡面台に向かって、すぱぱぱんと高速で化粧を始めている。

「ユミールさんは、あのお客さんをご存じなんですか？」とリゼラ。

「ええ。あの二人はフォリノミア城下町にある新聞社の人間よ。きっとミナトンの街あたりに取材に行っていた帰りに、立ち寄ってくれたんだわ」

「だったらチャンスじゃないですか！　お店の取材をしてもらいましょうよ！」

「だからこうして準備してるんじゃないの。ったく、来るなら来るって言っとけっての」

「それならせっかくだし、ステージで踊りを披ひ露ろうしちゃえば？　確かユミールって踊りが得意だったわよね？　『アストラフトの英雄』でも魅み惑わくのダンスとかやってるし」

　ナルミエが言った。ユミールは高速の化粧を続けるだけで返事をしない。

　代わりに息子のキドニーが笑いながら答えた。

「ははっ、だめなんだよ。今の母さんのダンスなんて見るに堪たえねーんだから。やっぱ年には勝てないっていうか。だから酒の量も少しは控えてさ……」

「そ、そんなことありません！　ユミールのダンスはいくつになっても超一流のはずです！　そうですよねユミールさん!?」

　リゼラが言った。それでもユミールは答えない。「ユミールさんってば！」

「わかってるわよ」ユミールが低い声で言った。「新聞記者を味方につけないと、店の存続も怪あやしいわけだし。だから久しぶりにいっちょ、やってやるわ」

　そこでようやく注文の酒を取りにきたゴーレムがバックヤードにたどり着いた。

「おっそ！」

　ホールではリザードマンが会話で間を埋めているが、若い男性は明らかに苛いら立だっている。

「あのー、まだですか？　三十分も歩いたから、喉カラカラなんですけど」

　これはまずい空気だ。俺は棚から酒さか瓶びんを取ったゴーレムに詰め寄った。

「なんであんたが注文を受けるんだ!?　リザードマンにやらせたらいいだろ！」

「ゴゴ……アイツ喋しやべリウマイカラ」

　緩かん慢まんな動作で酒瓶とグラスをトレイに載のせたゴーレムは、ずしずしと戻っていった。

「ったく、早く持ってきてくだいよ！　なんで走らないんすか!?」と若い男性。

「シャー！　レムちゃんは走れないの」とリザードマン。

「もう先せん輩ぱい、なんなんすかこの店？」

「ま、まあ気長に待とうじゃないか……」

「まずいぞユミールさん！　お客さんたちがゲンナリし始めてる！」

　暖の簾れんからホールを覗いていた俺が振り返ると、そこには知らない人がいた。

　そんなにファンデーションとか塗る必要ある？　と思えるほど、けばけばしい厚化粧の中年女性。いつの間にか衣装も毒々しい光沢を放つドレスに着替えている。

　これってユミールだよな。ゲームで見た清せい楚そな面影は微み塵じんもないぞ……。

「ははっ、母さんの厚化粧はもはや装備品のレベルだからな」

　穏おだやかな顔で毒舌を放つ息子。

「わかってるキドニー？　私が合図したらミュージックスタートよ」

　そう言ったユミールがホールに飛び出す。そのまま中央の円形ステージに上がると、二人組の男性客に向かって微笑みかけた。

「えー、みなさま。本日は当店にお越しいただいて、まことにありがとうございます。感謝の気持ちを込めてこの私、元羊飼いのユミールがダンスをご披ひ露ろういたしますわ」

　え、あれがユミール？　という声が聞こえてきそうなほど目を丸くする男性客たち。ちなみに注文の酒を運ぶゴーレムはまだテーブルに戻っていない。

　ユミールがバックヤードを一いち瞥べつすると、キドニーが念ねん化か製品のステレオコンポらしき機材のスイッチを入れた。ホール全体を満たし始めた音楽は、『アストラフトの英雄』でユミールの登場シーンに使われていた民族音楽だった。

　その音楽に合わせてユミールが踊り始める。振り付けはナルミエも習得している魅み惑わくのダンス。これで男性客を魅了するつもりなんだろうけど……。

　そのダンスはあまりにもキレがなかった。音楽とも全然合っていない。いや、それどころか見ていてイライラしてくるぞ……。

「いけませんキドニーさん！　今すぐ音楽を止めるんです！」リゼラが言った。「あれは人をイライラさせるだけの、『嫌悪のダンス』です！」

　なんだそりゃ？

「魅惑のダンスは一定確率で失敗するんだけど、そのとき嫌悪のダンスになるんだよ。効果はヘイト値の上昇。つまり攻撃されやすくなるってことだね」

　マレッタが教えてくれた。長いこと踊ってなかったから失敗率が上がったのか？

「……なんか腹立ってきた。先せん輩ぱい、もう帰りましょう」

「……だな」

　二人組の男性客が同時に席を立った。

「ゴゴ、オ待タセシマシタ。ゴ注文イタダイタオ酒デス」

「おっそ！　もう帰るからいいっすよ！　注文は遅いし実物のユミールはあれだし、期待して損したっす。先輩、フォリノミアに帰って飲み直しです！」

「ま、待って！」

　ユミールが叫ぶと同時に、俺もホールに飛び出していた。「待ってください！」

　二人組の男性客がこちらを見る。俺はそのまま矢や継つぎ早ばやに続けた。

「お二人は新聞社の方ですよね!?　だったらハイードマーチ商店が提供している『冷製スープチャーハン』をご存じなんじゃないですか!?　あれを提案したのは俺なんです！」

「ほう、するとキミがあの行商人の店を建て直したってことかね？」

「いいえ、みんなの力で建て直したんです！　この店もみんなで協力してシステムの改善を図りますので、また来ていただけませんか!?」




　　　　　　　　　　　　◇




「いらっしゃいませー！　亜あ人じんのお店フルメールにようこそ！」

　店に入ってきた男性客をナルミエとマレッタが、にこやかに出迎える。

　その男性客は、先日の新聞社の中年男性だった。

「……あれから一週間か。確かに少し客が増えたようだね」

「ありがとうございまーす！　ではこちらのテーブルにどうぞー」

　マレッタが中年男性を案内する。すかさず俺が注文を取りに行った。
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「なるほど。確かに注文を受けるのは、ホール係専門の男の子のほうがいいね。それから、その格好……」

　中年男性がマレッタを見た。彼女の頭には猫耳、お尻には尻尾しつぽがついている。

　マレッタだけじゃない。同様に接客のバイトをお願いしたリゼラやナルミエ、さらには俺やキドニーにもケモノ耳と尻尾がついている。作ったのはもちろんマレッタだ。

「亜あ人じんの店と銘打っているが、その格好さえすれば人間が働いてもいいわけだね」

「はい。コスプレって言うんです。まあ亜人のニセモノですが、本物の亜人と飲みたいお客様は、あちらのみなさんを呼んでいただくというシステムにしました」

　言いながら、ほかのテーブルに視線を投げる。

　ゴーレムとリザードマンが、それぞれのテーブルで接客をしていた。あの人たちは接客専門で、客の出迎えや注文を取るのは俺たちでやっている。ゴーレムは遅いし。

「うむ、悪くないアイデアだ。コスプレとやらも確かにかわいらしい。そんな店はほかにないしな。キミはまだ学生なのに、いいプロデュース能力をもっているね。ではこのチラシに書いてある『ウドン』という料理をもらおうかな」

「ご注文ありがとうございます。じゃあ、あとは任せたぞマレッタ」

「はーい。バイト代はずんでねー」

　手を振るマレッタに送られて、俺はテーブルを離れた。

　元の世界で俺たちのような未成年がこういう水商売系の仕事をするのは禁止されているが、アストラフトではそもそもキャバクラ自体がここしかないので、そういう法律はないらしい。

　それでも本当は進んでやりたいわけじゃないんだけどな。まあ親父おやじのせいでユミールに迷惑をかけたわけだし、息子の俺ができることならなんでもしたい。

　入り口の前で待機しているナルミエにも声をかける。

「なんであたしがドア係なわけ？　あたしもマレッタみたいに客の隣となりについて、酒を飲ませろっての」

「この世界でも未成年はお酒を飲んだらダメなんだろ。お前は黙ってたらものすごく美人なんだし、客を出迎える仕事に徹してくれ。キャストが足りなくなったら呼ぶ」

「び、美人……？」頰ほおを赤らめた。「ほ、褒ほめたところで、世界は半分しかあげないわよ？」

　こういう話をされるから接客には向いてないんだ。

　ナルミエの肩をぽんと叩たたいたあと、バックヤードに戻った。

　そこには待機中のリゼラと、パック中のユミールがいる。

「いや、さすがだわケータくん。まさか人間の女の子に猫耳をつけて接客してもらうだけで、こんなに客が来るなんてね。あんたの親父のツケ分は働いてもらうから張り切ってよ？」

　真っ白い顔のユミールが満足げに言った。

　こんなに、とは言っているが、実際は五人しか来ていない。一日に来る客の平均はだいたい十人程度だ。かなりチラシを撒まいたんだけど、やっぱり立地が悪すぎるのか。

「ユミールさんも接客してくれたらいいのに」

「無理」

　もともと働く気がないのか、先日のダンスの失敗で自信を失っているのか、ユミールはまったくホールに出ようとしない。進んで出るのはもっぱら、リザードマンとゴーレム、そしてマレッタの三人だ。

「でもお客さんは少しずつ増えていますよね」リゼラが言った。「ケータさんが作る不思議な料理も評判いいですし、これは、わ、私が接客する日も、ち、近いですよね……」

　語尾のほうは震ふるえている。リゼラは初対面の人と話すのに慣れていないので、基本的には俺の料理の手伝いだ。

「じゃあリゼラ。その練った小麦粉を細く切ってくれ」

「はい」とは言ったものの、「ケータさん、このナイフ全然切れないですよ」

「なんでナイフで切ろうとする。普通は包ほう丁ちようを使うんだ」

「そうなんですか。ここにあったのでつい」

「あ、それさっきまで私がリンゴを剝むくのに使ってたナイフだわ。もう、愛用のナイフなんだから汚よごさないでよね」

　そう言ったユミールがナイフを取り上げる。

　聞けばリゼラは包丁を握ったこともないらしい。俺は使い方を教えながら考える。

　客が増えてきたとはいっても、まだまだこの程度じゃ店は盛り返せない。まだ何か起爆剤が足りないんだ。どうすればいいんだろう……。

　そのとき、ホール係のキドニーがバックヤードにやってきた。

「母さん。急に家庭訪問だってさ」

「は？　なんの話？」ユミールが首を傾かしげる。

「俺たちの担任が店に来たんだよ。母さんを呼んでほしいって言ってるけど」

「もう、なんなのよ急に。ちょっと待ってもらいなさい」

　ユミールはパックを剝はがすと、すぱぱぱんと高速で化粧を始めた。




　バックヤードからそっとホールを覗のぞく。

　入り口の前で、スーツ姿のエレナーデ先生が腕組みをして立っていた。その脇にはしょんぼりと肩を落としたナルミエとマレッタが控えている。

「どうしたんだ、あいつら？」

「先生に怒られたんじゃないでしょうか……？」

　リゼラが小さく言った。

「なんで？　だってアストラフトでは、飲食店でバイトしても問題ないんだろ？」

「まあ、そうなんですけど」

「はいはーい。お待たせしましたー。私がキドニーの母親のユミールでーす。いつも息子がお世話になってまーす」

　化粧を終えてドレスに着替えたユミールが、満面の笑顔でホールに出る。

　しかしエレナーデ先生を見た途端、その笑顔が凍こおりついた。

「……担任ってあんたなの？」

「はい。ベンテーチ学園一年三組の担任を任されております、エレナーデと申します。お久しぶりですね、ユミールさん」

　ホールの温度が一気に下がったような、冷たい緊張が伝わってきた。

　俺は思い出した。先日プレイした『アストラフトの英雄』の状況を。

　確か先生はユミールを拉ら致ちした張本人じゃなかったっけ？　いや、それだけじゃないぞ。この村を襲しゆう撃げきしたのも先生だ。そしてミツル一行と先生は何度も戦う宿敵同士に……。

「おいリゼラ、これってまずいんじゃ……」

「ケータさん！」言葉を遮さえぎられた。リゼラも嫌な予感がしているのかと思いきや、「羊飼いユミールと魔ま道どう司祭エレナーデが、十六年の時を経へて対たい峙じしています！　ファンとしてこれほど嬉うれしいことってありませんよ！」

　興奮しているだけだった。二人の邂かい逅こうをキラキラ輝く目で見つめている。

　感動している場合じゃないような気がするぞ……。

　ひとまず俺は、このままバックヤードから二人の様子を窺うかがうことにした。

「あんたが息子の担任だなんて知らなかったわ。この腐くされ魔道司祭が」

「まあ、なんて汚い言葉を口にするのですか。ミツル様がお聞きになられたら悲しみますよ」

　先生さあ、あんたも昔は相当汚い言葉を使ってましたよね？

　ゲームではユミールが清せい楚そで上品な女性、エレナーデ先生が邪じや悪あくで下品な女性だったのに、十六年経たった今ではまるで逆になっている。なんとも不思議な構図だ。

「ところでユミールさん。こんなチラシを見かけたのですが」先生はスーツのポケットから、折り畳たたまれた紙切れを取り出した。それは俺が作ったチラシだ。「私の生徒たちに不ふ埒らちな格好をさせた挙げ句、男性客の接待をさせるだなんて、あなたは正気ですか？」

「なによ。飲みの席の話し相手になってもらってるだけじゃない。それを禁止する法律なんてないはずよ」

「これは道徳の問題です。そもそも私は居酒屋のバイトだって反対なのですよ。仮にも母たる者が、自分の息子やその友人を酒類のある店で働かせるという神経がわかりません」

「違うんです先生！」俺はたまらなくなって飛び出した。「ユミールさんは悪くないんです！　俺がユミールさんに頼み込んで、みんなとここで働かせてもらってるんです！　猫耳の格好を提案したのも俺だし、悪いのは全部……」

　エレナーデ先生は俺とその後ろについてきているリゼラの姿を見て、目を丸くした。

「まあまあ、ケータくんにリゼラさんまで。大丈夫ですよ。あなたたちは悪くありません。悪いのはすべて、邪じや悪あくな魂たましいにとり憑つかれたこの女性なのです」

「ふざけたこと言ってんじゃないわよ。だいたい邪悪な魂にとり憑かれてたのはあんたでしょうが。十六年前に村を破壊した挙げ句、超美人な私を拉ら致ちまでしやがって。今ここでぶっ殺してやろうかしら」

「まあ、なんと恐ろしい言葉を平然と口にするのでしょう。確かにあなたの言うとおり、昔の私は邪悪の化身でした。しかしミツル様の暖かい御心に触れて生まれ変わったのです。ユミールさん、あなたも私とともにミツル様に懺ざん悔げしましょう。そうすればあなたの邪悪な心も露つゆと消えるはずです」

「ミツルに懺悔する？　むしろあいつこそ私に懺悔するべきよ。もし私の前に姿を見せたら、ヒールで後頭部をぐりぐりと踏ふみつけてやるわ。穴が空あくまでぐりぐりとね」

「な、なんと恐れ多い……！　私はともかく、ミツル様を愚ぐ弄ろうすることは許しませんよ！」

「あんたさあ、なんでそんなミツル崇すう拝はい者しやになったわけ？　もしかしてあんたもあいつの被害者とか？　こっそりデートとかに誘われてたんじゃないでしょうね。言っとくけど、あいつは誰にでも同じように声をかけてた超女好きなのよ。騙だまされたわね魔ま道どう司祭」

「……よくわかりました。ユミールさんは一度完全に叩たたきのめさないと、邪悪な心を拭ぬぐい去れないということを。かつて私がミツル様に叩きのめされたように、愛の折せつ檻かんです！」

　エレナーデ先生が手を掲げると、近くにあった一人掛け用のソファーが重力に反してふわりと浮き上がった。そのまま手をユミールのほうに向けると、ソファーもそちらへ飛ぶ。

「危ない！」

　と俺が叫んだ次の瞬しゆん間かん──ユミールはドレスの胸元から愛用のナイフを取り出すと、それで飛来するソファーを真っ二つに斬きり裂いた。

「ええええ!?　あのナイフって練った小麦粉さえ切れなかったやつなのに!?」

「このナイフは使用者の魔ま力りよくによって攻こう撃げき力りよくが変化する『サイコナイフ』よ。まだ成長過程にあるリゼラちゃんの魔力では何も切れなかったかもしれないけど、私にかかれば……」

　言いながらユミールは、近くのガラステーブルにナイフの刃を当てた。

　すとん、と簡単に切れた。

「ま、こんなもんよぉ！　だって私、腐くさっても栄光の七人エプタ・アイロエスの一人だし!?　邪じや神しんだってぶっ飛ばしたわけだし!?　この腐れ魔道司祭が、たかが中ボスごときのあんたが私に勝てるわけねーだろうがぁ！」

　どこか線の切れてしまったユミールは、叫びながら『サイコナイフ』でガラステーブルをバラバラに解体した。

「ふっ……面白いですね。かつて私に拉ら致ちされたとき、泣き叫ぶことしかできなかったあなたが、どれほど成長したのか試してあげましょう！　愛の折せつ檻かんパート２です！」

　エレナーデ先生は伸ばした右手の先に、黒い光を放つ一振りの剣を生成した。

「あ、あれは魔ま道どう司祭の秘密兵器、『デモンズブレイド』ですよ！　本物ですよケータさん！　すっげえええ！」

　興奮したリゼラが嬉き々きとして俺の袖そでを引っ張る。

　いや、喜んでる場合じゃないだろ……！

　飛びかかったエレナーデ先生は、その『デモンズブレイド』とやらでかつての宿敵を斬きりつけた。しかしユミールも『サイコナイフ』で応戦する。

　円形のステージ上で、火花散る激しい剣けん戟げきが始まった。先生もユミールもおたがいに一歩も譲ゆずらない。両者の実力は伯はく仲ちゆうしていた。

「いっけえママぁぁぁッ！　店ごと潰つぶせええええ！」

「やるねえ母さん！　もっと踊ってみせてくれ！」

　大変な状況なのに、ナルミエとキドニーはそれぞれ自分の母の応援に必死だ。

　それがきっかけかどうかはわからないが、バトル中の二人は魔法まで使い始めた。エレナーデ先生が火球魔法フオテイアを放つと、ユミールはそれすらも『サイコナイフ』で斬り裂いて、ドレスの裾を翻ひるがえしながら氷弾魔法パゴスフイラを発射する。

　ホールを飛び交う火球と氷の弾丸。喜んでいるのはナルミエとキドニー、そしてリゼラだけで、客たちは悲鳴をあげながら逃げ惑う。

「シャー！　ママ、これ以上暴れたらやばいって！」

「ゴゴ……オ客サン帰ッテシマウ」

　リザードマンとゴーレムが止めに入ろうとするが、やはり巻き添えは受けたくないのか、戦いの舞ぶ台たいになっているステージまでは近づかない。

「はっはっは。本当に活き活きしてやがるぜ母さん。それに先生もだ。そんな二人が素敵だよ」

　キドニーは相変わらず満足そうに笑っている。

「お前は自分の店がやばいのに、どうして吞のん気きでいられるんだ!?」

　飛来する魔法攻こう撃げきから逃げ回っていた客たちは、とうとう入り口に向かって駆け出した。

　ちくしょう、せっかく客が増えてきたところだってのに！

「……け、ケータくん。これは一体どういう趣しゆ向こうかな？」

　テーブルの下に隠れていた新聞記者の男が言った。

「えっと、これは……」返答に詰つまった俺は、もうやけくそになっていた。「これはショーなんです！　二人の戦いをどうぞ見てやってください！　さあキドニー、お客様に注文を取りに行けぇッ！」




　　　　　　　　　　　　◇




　翌日の放課後。バイトはエレナーデ先生によって強制的に辞めさせられたのだが、あれからユミールの店がどうなったか気になっていた俺は、キドニーと一緒に様子を見にやってきた。

　店内は半壊していた。高級そうなソファーは見る影もなくボロボロ。ガラステーブルも同様だ。壁や天井のいたるところにも、刀傷や焦こげ跡がある。

　綿がはみ出ているソファーに腰かけていたユミールは、それはもう深いため息をついた。

「終わりだわ……修しゆう繕ぜんする費用もないし、もう店を畳たたむしかないわ」

「シャー！　そんなこと言わないでママ……」

「ゴゴ……給料イラナイカラ、モウ一度ガンバロウ……」

　リザードマンとゴーレムがそう慰なぐさめても、ユミールは首を左右に振る。

「リザちゃん、レムちゃん。今まで二人にばかり仕事を押し付けてごめんね。これからは私も気持ちを切り替えてがんばる。さっそく例のアイドルグループのチケットを買ってくるから、三人でダフ屋を始めましょう。幼おさな馴な染じみ同士、私たちはずっと一緒よ」

　三人は幼馴染だったのか。

「母さんも働く気になってくれたみてーだし、これで一件落着だな。サンキュー、ケータ」

　キドニーがイケメンの笑みを見せてきた。一件落着じゃないだろ……。

　そこで店のドアの鈴が涼しい音を響ひびかせた。

　どかどかと店に入ってきたのは、大勢の男性客たちだ。

「あ、すいません。せっかく来ていただいたのに、もう店はやってないんですよ」

　ユミールが申し訳なさそうに頭を下げる。客たちは「なんだ、今日は休みか」と言って踵きびすを返した。

「でもあれだな。ここってよくわからない店だったけど、まさか闘とう技ぎ場じようだったなんてな」

「まあ、また日を改めてこよう。乱闘を見ながら飲める店ってなかなかないし」

　なんだって……？

　俺は男性客たちにどういうことか尋たずねてみた。

「いや、今朝の新聞にこの店が紹介されてたんだよ。苛か烈れつなキャットファイトが楽しめるアストラフト唯一の店だって」

「なるほど」キドニーが言った。「こいつは知らなかったぜ。『キャ・バクラ』っていうのは闘技場のことだったんだな。さすがケータだ。頼りになるぜ親友！」

　それを聞いたユミールが、はっと顔をあげた。慌あわてて男性客たちを引き止める。

「ま、待ってください！　今から営業を再開します！　ちょっと諸事情でソファーやテーブルが壊れていますが……」

「ああ、店開けてくれるの？　ソファーが壊れてるのは気にしないよ。それだけすごいバトルが見られるってことだろ？」

「ええ、最高のショーをご覧に入れますわ。リザちゃん、レムちゃん、戦いの準備よ！」




　　　　　　　　　　　　◇




「ねえケータ。これ見た？」

　ナルミエが部室で新聞を見せてきた。そこには『亜あ人じんの村に新感覚の闘とう技ぎ場じよう出現！』という見出しがある。記事の内容はユミールの店の紹介だった。

「なになに……伝説の羊飼い、ユミールを倒せるのは誰だ。苛か烈れつなバトルを見ながら、新感覚メニューのウドンが食べられる闘技場『キャ・バクラ』……か。これでよかったのか？」

「いいに決まってるじゃないですか。キドニーさんもすごく喜んでましたよ。お母さんがお酒を控えて、きちんと仕事してくれるようになったって」

　リゼラが言った。

「むふぅ。バイト代もたっぷりもらったし、ケータくんの英雄ポイントも貯まっただろうし、いいこと尽くしだったね！」

　マレッタが札束を数えながらにっこり笑う。

　とは言ってもなあ……。

　記事と一緒に、あのゴーレムとユミールがプロレスをしている写真がある。戦っている場所はホール中央の円形ステージだが、その周囲には天井まで届く金網が新たに設置されていた。

　しかもユミールは得意の化粧で、まさに悪役レスラーのようなメイクを施している。ゲームで見た彼女の清せい楚そな印象は、さらに微み塵じんもなくなった。

　まあ楽しそうな顔だし、店も繁はん盛じようしてるみたいだし、よしとしておくか……。
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　そのケンカのきっかけは、本当に些さ細さいなことだったのでよく覚えていない。

　確かナルミエが自分の使っているシャンプーは暗黒な泡立ちだとか、そんな話をしていたように思う。気がつけばナルミエとリゼラの間で口論になっていた。かたや魔ま王おうがどうの、かたや英雄がどうのという、いつもの内容だった。

　だからこの時点では俺もマレッタも、素知らぬ振りを通していた。

　ケンカが加速したのは、ナルミエが部室の空気を入れ替えるために窓を開けたときだった。

　開けた窓から小さな蛾がが入ってきた。蛾も恐怖の対象であるナルミエは大層な悲鳴をあげて逃げ回り、書しよ架かでゲームソフトを物色していたリゼラに激突。落ちたゲームソフトを偶然にも踏ふみつぶしてしまったのだ。

「ああ、『ミツルパーティ５』が……」

　床ゆかに膝ひざをついて、割れたパッケージを手に取るリゼラ。

「え、えっと、その……」

　ばつが悪そうにこめかみを搔かくナルミエ。ここで素直に謝っていれば、それで終わっていたのかもしれない。しかし彼女の性格上、もちろん出てくる言葉はこれである。

「ふ、ふはーはっはっは！　邪じや悪あくに粉砕してやったわ！　これぞ悪の証明よ！」

　リゼラと口論していた影響も加味されていたんだろう。なんにしても最悪な返しだった。

「ひどいですひどいです！　『ミツルパーティ５』は私もまだほとんどやってないのに！」

「な、なによ。パッケージが割れただけじゃない。ディスクが無事なら遊べるでしょ」

「あなたは何もわかってません！　パッケージを含めてひとつの製品なんです！　ナルミエさんはお皿が割れても、料理が無事なら食べられるって言うんですかっ!?」

「もう、うるさいわねぇ。パッケージなんて、あたしがセロテープでくっつけてあげるわよ」

「せ、セロテープ……ふざけるのも大概にしてくださいっ！」

　そこで部室内を舞まっていた蛾がナルミエの手に付着した。

「あぎゃああああああ!?」

　悲鳴をあげながら手をぶんぶん振り回し、詰め寄るリゼラを突き飛ばしてしまった。

「あっ！」リゼラはそのままガラステーブルに額ひたいから倒れ込む。身の危険を察知して自動的に発動する絶対防御魔法エクスプリズモス。強固な無敵金属と化したリゼラの額は、まさに最強のハンマーとなってガラステーブルをいとも簡単に粉砕した。

「だ、大丈夫か!?」

　俺とマレッタがリゼラを引っぱり起こした。

　リゼラは鉄壁の防御魔ま法ほうのおかげで無傷だったが、突き飛ばされた事実が怒りに油を注そそいでしまった。それも一時的な激しい炎ではなく、静かに長く燃え続けるアルコールランプのような確実な炎だ。

　だからリゼラは怒声をあげずに、ふっと笑った。

「……ふん、ゲームを潰つぶしたあとは私を潰す気だったんですか。さすが邪じや悪あくですね」

「そ、そうよ。あたしは邪悪な魔ま王おうなのよ。だからもっと罵ののしってちょうだい」

　ナルミエは上から目線でふんぞり返っている。リゼラはさらに続けた。

「たかが一匹の蛾がを怖がるなんて、魔王どころかただの小心者ですけどね」

「だ、誰が小心者よ！　どうせ無傷だったわけだし、そんなに怒ることないじゃない！」

「突き飛ばされたことはいいです。ゲームを割ったことは謝ってくれないんですか？　それともナルミエさんは魔王だから謝ることもできないと？」

「……なんなのよその態度。あたしがわざとやったって言いたいわけ？」

「だってナルミエさんは邪悪ですから、わざとなんでしょ？」

「なんかむかつくわね」

「そっちこそです」

　いつもは大声で口論する二人だが、今回は違う。だから余計にその本気度が伝わってきた。

　壊れたガラステーブルを片付けていたマレッタが、おずおずと口を開いた。

「あのさ、とりあえず仲直りしたら？」

「無理です」「無理よ」

　端的にそう言って、おたがいそっぽを向く。

　マレッタが俺を見て困った顔を浮かべる。いや、そんな顔されてもな……。

　静まり返った部室内。沈黙の緞どん帳ちようをあげるには、これしかないと思って明るく言った。

「……よし！　とりあえずゲームするか！」




　明るく言ったものの、効果はまるでなかった。重たい空気のなか、『アストラフトの英雄』の壮大なフィールド音楽だけが部室を満たしている。ゲームは現在、エレナーデ先生に拉ら致ちされた羊飼いユミールを救出するため、北の砦とりでという場所に向かっているところだ。

　ソファーに座っているのは俺とマレッタだけで、リゼラとナルミエはおたがい距離を取って部室の両端に立ったまま、黙ってゲーム画面を眺めている。

「いやー、それにしても、このゲームって面白いぜ。なあリゼラ？」

「当然です」

「北の砦に行けば先生と戦せん闘とうになるんだろ？　楽しみだよなあナルミエ？」

「別に」

　ううむ、こんな重苦しい雰囲気でゲームなんてしたくないなぁ……。

「そ、そうだ、確か北の砦とりでに行く途中には、ドワーフの洞どう窟くつがあるんだよ。ケータくん、ドワーフって知ってる？」

　マレッタが努めて明るく言ってきた。だから俺も同じように返す。

「いや、知らないなあ！　もしかして画面いっぱいに広がってくる連中のことかなあ!?」

「それ『ドワーフの洞窟』っていうか、『ドアップの巣そう窟くつ』じゃん！　ドワーフっていうのは、高度な鍛か冶じと工芸の技術をもった亜あ人じんの一種なんだよ！　すごいよね!?」

「ああ！　確かに最高の執しつ事じになりそうだな！」

「そうそう、ドワーフは高度な家事と送迎の技術をもってるから……ってちゃうちゃう！」

「ちなみに俺も料理と洗濯は得意だぜ!?」

「なんのアピールやねん！」

　マレッタが手の甲で俺の肩を叩たたく。そして俺たち二人は「どやあ！」という顔でリゼラとナルミエを交互に見た。

　どちらも表情はまったく変化していない。というか、俺たちのことさえ見ていない。

「ドワーフの洞窟はいい装備品が買えるので、立ち寄ったほうがいいですよ」

　リゼラが静かに言った。

「お、おう」

　急に恥ずかしくなって、コントローラーの操作に意識を向ける。隣となりに座るマレッタが小さく囁ささやきかけてきた。

「……ごめんケータくん、最後のツッコミはもっと工夫したほうがよかったかな？」

「いや別に……なんかすまん」




　ドワーフの洞窟は亜人の村のすぐ近くにあった。

　洞窟といっても複雑な構造ではなく、大きな空間が一階層分広がっているだけだ。そこには木造の家屋が数すう軒けん並んでおり、老人顔の小人が出入りしていた。彼らがドワーフでこの洞窟内に住んでいるらしい。

　ござを敷いているドワーフがいたので、ミツルを操作して話しかけてみる。




ドワーフ「人間が来るなんて珍しいな。なんか買っていく？」


→ミスリルソード　　　…３２００フーリ

　サイコナイフ　　　　…４８００フーリ

　ビキニアーマー　　　…５９００フーリ






「この『サイコナイフ』って、もしかしてユミールが持っていたやつか？」

　使用者の魔ま力りよくによって攻こう撃げき力りよくが変化するという不思議なナイフ。確かユミールはそれで、テーブルやソファーをスポンジケーキのようにサクサク斬きっていた。

　壁際のリゼラが答えてくれた。

「そうですね。ドワーフは不思議な効果のある武器や防具を作る技術がありますから。『ミスリルソード』も装備するだけで、魔法攻撃のダメージを減らす効果があるんですよ。攻撃力も申し分ないですし、ミツル用に一本買っておくことをオススメします」

　現在ミツルの所持金は６０００フーリほど。言われたとおり『ミスリルソード』を購入しようとすると、ナルミエが口を挟んできた。

「今それを買わなくてもミツルは充分戦力になってるんだし、ここはアナスタシア用に『サイコナイフ』を買っておくべきだと思うけど」

　確かにアナスタシアは攻撃力が皆かい無むだから、それも一理あるか……。

「いいえ。武器を装備させると前線に出てしまうので危険が増します。アナスタシア姫は基本的に回復役なので、後方待機がベストです。遠距離攻撃の火球魔法フオテイアもありますし」

　なるほど、それもそうだよな……。

「違うわ。前線に出るのがミツルとアナスタシアの二人になるなら、大きなダメージを受ける前に敵を撃破することが可能なはずよ。魔法力も温存できるし、そっちのほうが効率いいわ」

「いいえ。値段も『サイコナイフ』のほうが高いですし、今無理して買う必要はありません。ケータさん、『ミスリルソード』が最優先ですよ」

「なにもわかってないわね。『ミスリルソード』の３２００フーリなんて、ファンタズマを倒していたらすぐ貯まるわ。ケータ、先に『サイコナイフ』を買いなさい」

「……ナルミエさん、このゲームをやったことないくせに口を挟まないでもらえます？」

「……武器に関してなら、あんたより詳しいつもりよ」

　くう、これはどうしたらいいんだ。片方の意見を採用すると、もう片方に角が立つし。

「えっと、マレッタはどう思う？」

　隣に座る第三者に意見を求めてみた。

「え、ええ!?　ぼ、ボクなら……うーん」マレッタが逡しゆん巡じゆんしたのちに出した答えは、話を変えることだった。「そ、そうだケータくん！　ミスリルって知ってる!?」

　俺も彼女にならって、明るい口調で乗ることにした。

「いや知らないなあ！　教えてくれよ！」

「鋼はがねより強くて軽いって言われる銀色の魔法金属だよ！」

「へえ！　まるでミスリルみたいだな！」

「うん、ミスリルだからね！　それを武器に加工できるドワーフってすごいよね!?」

「ククク、そんなに俺を褒ほめてもなにも出ないぞ？」

「お前もドワーフやったんかい！」

　俺とマレッタは「どやあ！」という顔で、リゼラとナルミエを交互に見た。どちらもまったく笑っていなかった。むしろ部室に漂うぴりぴりした雰囲気は、さっきより増したような気がする。マレッタが小声で言った。

「……ごめんケータくん、最初のフリがよくなかったよね？」

「いや、そういう問題じゃないと思うけど……」

　俺は妖よう精せいネライダに話しかけてセーブすると、コントローラーを置いた。こんな雰囲気ではとてもじゃないが続けられない。

　ゲーム機本体のスイッチを落とすと、部室内はさらに静まり返った。

　四人もいるのに無音。静かな空気が俺の両肩にずしりと重くのしかかる。

　そんな静寂を打ち破ったのは、意外にもリゼラだった。

「あの、ゲームの続きをやらないなら、実際に行ってみませんか？　ドワーフの洞どう窟くつに」




　　　　　　　　　　　　◇




　部室の空気に耐えられなかった俺にとっては、非常にありがたい提案だった。そして駅馬車と足を使って、実物のドワーフの洞窟前までやってきた。

　部室を出たあとナルミエは帰ろうとしたのだが、俺とマレッタが無理を言って引き止めた。外に出たことをきっかけにリゼラと仲直りしてくれたらいいんだけど……今のところのあまり期待はもてない。二人は馬車に乗っているときから、どちらもむくれたまま、ひと言も口にしなかった。

　場を盛り上げようと話していたのは、もっぱら俺とマレッタ、そして……。

「さあ親友ども。ここがドワーフの洞窟だぜ。俺もガキの頃はよく遊びにきたなあ」

　銀髪イケメンの男子生徒、キドニーだった。学園を出るとき、グラウンド脇の池で鯉こいにエサをやっているところを見かけたので、俺とマレッタが誘ったのだ。どこか天然なこいつがいれば、みんなの会話も弾むんじゃないかと思って。

「俺には友達がたくさんいるけどよ、人間と出かけるのは久しぶりなんだ。誘ってくれてサンキュー、ケータ」

　爽さわやかな笑みと真っ白な歯を見せつけてくる。キドニーは亜あ人じんの村で生まれ育った人間だから、亜人の友達が多いってことなんだろう。

「でも人間と出かけるのは久しぶりって、お前この間の課外授業とかどうしたんだよ？」

　毎月行なわれるそれは、四人までのパーティを自由に組んでいいことになっている。そしてベンテーチ学園に亜人は一人もいない。

「課外授業なら基本的にギルバートやアルベルト、それにデスローザと一緒だぜ。みんな俺の親友なんだ。写真あるけど見るか？」

　キドニーは制服のポケットから一枚の写真を出して見せてきた。緑がまぶしい草原をバックに、爽さわやかな笑顔を浮かべるキドニーが立っている。しかしそれだけだ。

「……お前一人しか写ってないみたいだけど？」

「なに言ってるんだ。よく見ろ。これがデスローザだ」指差したところには猫がいた。「あとギルバートとアルベルトは、確かに写真だとわかりづらいな。アリとハエなんだけどよ」

「えっと、つまり動物と虫が親友ってこと？」

「俺は生きとし生けるものが友達なのさ。ちなみに部活は生物部なんで、今度遊びにきてくれよ。親友のお前らならいつでも大歓迎さ」

　……別に人の嗜し好こうに口出しするつもりはないんだけど、さすがだなキドニー。やっぱりお前を連れてきてよかった。場が和なごむ。

「それはそうと、早く中に入りましょう。『アストラフトの英雄』から十六年経たった今でも良質な装備品が売っていたらいいですね」

　リゼラが先頭になって、ドワーフの洞どう窟くつ内に足を踏ふみ入れた。




　内部はゲームで見たとおり、広大な空間になっていた。

　木造の家屋はいくつか点在しているが、ドワーフの姿はまるで見当たらない。

　誰もいないのかな？

　そんなことを考えながら俺たち五人はゆっくりと歩を進める。

　すると一番奥の家から、俺の胸元までしかない低身長の老人が出てきた。あれがさっき、ゲームでも見たドワーフだ。そのドワーフはマレッタのように大きなリュックを背負っていた。

「あの」声をかけてみた。

「うん？　人間がここに来るなんて珍しいね。なにか用？」

　ドワーフは老人の顔に似合わず、子供のような口調で言った。

「えっと、俺たちはここで売ってる装備品を見せてもらおうと思って来たんだけど」

「ああ、それは残念だったね。僕たちの仲間はついこの間、引っ越したところなんだよ。僕もこれから出て行くところ」

「引っ越した、だと？」

「うん。世界が平和になってからは、どんどん不景気になっちゃってさ。今のご時世、武器や防具を買いたいなんて人は少ないでしょ？　それで仲間のひとりが遠くでゼネコンを始めたんで、そこに集落を作ってみんなで働こうって話になったの。時代は武器じゃなくて建築だよ」

　ドワーフは「そういうわけだから、残り物なら好きに持っていっていいよ」と言い残して、洞窟を出て行った。

　それを見送りながら、リゼラがぽつりと言う。

「……これも時代の流れってやつですか」

「そりゃドワーフだって生活があるわけだし、いつまでも武器や防具を作ってられないよな」

「ねえねえ！　あのドワーフの家にこんなものがあったよ！」

　いつの間にか姿を消していたマレッタが、今話していたドワーフの家屋から宝箱を抱えて出てきた。さっそく物色したのか。アイテムに関しては本当に行動の早い奴やつだ。

　宝箱を地面に置く。幅一メートルほどの大きなものだった。

「実物の宝箱って初めて見ました！　超興奮するぅ！」

　リゼラが両手を重ねて小こ躍おどりする。少し機嫌が直ってきたのなら俺も嬉うれしい。

「ほかには何もなかったの？」

　ナルミエが聞くと、マレッタはうんと頷うなずいた。「もぬけの殻からだったよ」

「とりあえず開けましょう！　こういうのは主人公のケータさんの役目です！　さあさあ！」

　リゼラに急せかされて、俺は宝箱を開けた。

「がちゃ、ぴろりん♪」

　口でゲームの効果音を表現したのは、もちろんリゼラだ。

　宝箱に入っていたのは銀色の光沢を放つ鎧よろい（？）だった。えっと、これって……。

「ケータは『ビキニアーマー』を手に入れた！」

　リゼラが口でメッセージウィンドウの言葉を表現した。説明してくれるのはありがたい。

　その鎧はブラジャーに似たトップスと、小さなパンツがワンセットになっている。まさに名前のとおり、ビキニ型の鎧だった。

「ふーん、これが『ビキニアーマー』か。女性専用の装備って感じだな」

「はい。素材はミスリルなので防御力は高いです。確か『アストラフトの英雄』では、装備者の防御力が＋15になってますね」

「……どう見ても体を守る面積が少ないのに、なんで防御力が15も上がるんだ？」

「そんなの知りません。実際に装備してみたらわかるんじゃないですか？」

　と言ったリゼラ自身は、装備する意志がない様子だ。ナルミエとマレッタも同様だった。

　まあそりゃそうだよな。だってこれ下着同然の鎧だし。

「誰も着ないなら、どうする？　置いていくか？」

「キドくんが着たらいいじゃん」

　マレッタがにやにやしながら冗談で言ったのだが、

「え？　俺が着ていいのか？　お前らって本当にいい奴やつだよな」

　キドニーは制服を脱ぎ捨てて裸になると、『ビキニアーマー』を手に取った。

　わからない。キドニーという男が。ただのノリだよな？

「本当に着ようとしてどうするんだよ！」

　マレッタが強引に『ビキニアーマー』を奪うばい取った。キドニーは残念そうな顔をしていた。

　本当にわからない。キドニーという男が。

「やっぱりここは、ナルミエさんしかいないと思いますが」

　リゼラが言った。

「な、なんであたしなわけ!?」

　ナルミエは頰ほおを赤らめながら返す。

「だってナルミエさんは前線タイプなのに、防御力が５ですし」

　確かにな。以前『真実の瞳ひとみ』で二人のパラメータを確認したところ、リゼラはレベル３にも拘かかわらず防御力は６。一方ナルミエはレベル９なのに防御力は５。ほかのパラメータは高いのに、なぜか防御力だけがペラペラなのだ。

　だからといってケンカ中のリゼラがそれを言うと、余計にナルミエが怒るんじゃないだろうか……と思ったのだが。

「そ、そうね。いいわよ」

　ナルミエは頰を朱色に染めて言った。ムキになっているんじゃないだろうか。

「待て待て、嫌なら別に着なくても……」

「嫌じゃないわよ。どうせこの『ビキニアーマー』は、あたしみたいに悪あく魔ま的てきなプロポーションの持ち主じゃないと着こなせないし。ぺったんこのリゼラには無理でしょ」

「ななっ!?」目を引ん剝むいたリゼラが自分の胸をさわりながら、「気にしてたのに……！」

「はっはっは。別に気にしなくていいじゃねーか。下敷きみたいで素敵だぜ？」

　とキドニー。悪気はないんだろうけど、文房具のたとえはあんまりだ。リゼラは余計にショックを受けて「あうう……」と黙り込んでしまった。

「じゃあそういうわけだから、あたし向こうで着替えてくるわね」

　ナルミエは『ビキニアーマー』を持って、ドワーフの家屋の裏側へ回った。




　五分後──俺たちの前にグラビアモデルが姿を現した。裸に銀色の光沢を放つ強固なビキニを身につけた、ナルミエという名のグラビアモデルが。

「……き、着たわよ」

　さすがに裸を覆おおう面積が少なすぎて、羞しゆう恥ち心しんに襲おそわれているんだろう。うつむき加減の顔は耳まで真っ赤に染まっていた。

「邪じや悪あくすぎるほどの魅み力りよくだね……」

　マレッタがぽつりと漏もらした。

「なな、何を言ってるんですか！　あんなの別に、ちょっとかわいいだけじゃないですか！」

　そう言うリゼラも、ナルミエの完璧な立ち姿に目を奪うばわれており、視線を外そうとしない。

　俺の目も釘くぎ付づけになっていた。だってこれ、本当にすごいんだもん。あの妙な性格さえなければ、ナルミエは絶対にモテると断言できる。

「ほ、ほら、ドワーフもいなかったわけだし、もう用はないんでしょ？　さっさと帰るわよ」

　ナルミエは頰ほおを赤らめたまま、先陣を切って歩き出す。

「ちょっと待て。そんな裸同然の格好で帰るつもりか？」

「あ、当たり前じゃない。これで愚ぐ民みんどもを虜とりこにして、世界征服の際の先兵にしてやるのよ」

　ほら、この性格だ。

「まあ『アストラフトの英雄』では、あの格好をした女戦士が街なかにも結構いたしね。当時は流は行やってたみたいだけど、今着てる人って見なくなったなぁ」とマレッタ。

　あんな際どい格好の女の人がそこら中にいたってのか……痴ち女じよ大国じゃないか。

「ケータさん、なんかだらしない顔してますよ」

　リゼラにじとりと睨にらまれて、俺は自分の顔をバシバシと叩たたいた。

「と、とにかくだ。昔はどうだったか知らないけど、今そんな格好で歩いている人はいないんだろ？　恥ずかしいなら制服に着替えろ」

　俺が言うと、ナルミエは強気で返してきた。真っ赤な顔で。

「は、恥ずかしくないわよ！　むしろあたしは愉ゆ悦えつに浸ひたってるの！　リゼラが着られない『ビキニアーマー』をここまで完璧に着こなしてるわけだし！　さあこのまま帰るわよ！」

「むうう！　それは私への当てつけってことですか!?」

　リゼラがナルミエに飛びかかった。そのまま取っ組み合いのケンカになる。

「着ろって言ったのはあんたじゃないの！　その時点で勝負は見えていたのよ！」

「だったら私も着てみせます！　さあ脱いでください！」

「ぺったんこのあんたが着れるわけないでしょ！　あんたなんて『ビキニアーマー』じゃなくて、『スマキアーマー』がお似合いだっての！　この貧乳寸ずん胴どうが！」

「い、言いましたね!?　そっちこそ砂時計みたいな体をしてるくせに！」

「あ、あたしの体が時を刻んでるですってぇ!?」

　そんなことは言ってないだろ。

　リゼラとナルミエはおたがいに罵ののしりながら、髪の毛を引っ張り合っている。見るに堪たえない光景だった。

「おいやめろ！　暴力はよくない！」「二人とも落ち着きなよぉ！」

　俺とマレッタが止めに入っても、二人はものすごい力で組み合っているため引き離せない。

　もつれ合う足と足。俺たち四人は一塊となって、少しずつ横へ横へと移動する。誰も足下を見ていなかったため気づかなかった。

　岩肌の地面が途切れているということに。

「うわあああああ！」

　誰の悲鳴かはわからない。もみ合っていた俺たち四人は、仲良く奈落の底へ落ちていった。




　どっぼーん……ごぼごぼ。

　プールに飛び込んだような激しい水音の次は、口から吐はき出す気き泡ほうの音。どうやら落下した先は、水深の深い地底湖だったらしい。結構落ちたので、ここが地底湖じゃなければ死んでいただろう。

　いや、ちょっと待て。この地底湖はだいぶ深いぞ。足がつかん！　結局死ぬ！

　もがきながら沈んでいく俺を、二人の人物が両脇から支えてくれた。少しずつ水面が近づいて……。

「ぷはあ！」

　顔を出すと同時に大きく息を吐き出した。すぐさま新鮮な空気を肺に取り込む。

「大丈夫ですかケータさん!?」

「運動ができないばかりか、泳げないなんて魔ま王おう失格よ」

　どうやら溺おぼれそうな俺を助けてくれたのは、リゼラとナルミエだったらしい。くう、女の子に助けてもらうなんて情けない。

　二人に連れられて岸にたどり着く。一刻も早く上がりたかった俺は、焦るあまりおもいっきり岩の岸辺に脛すねをぶつけてしまった。

「ぐっかっ！」

　プールの授業でもよくこれをやってしまう。すんごい痛くて、また沈みそうになる。

「もう、どんくさいなあ。なにやってるんだよ」

　先に岸に上がっていたマレッタが手を伸ばして、引き上げてくれた。まったく、なにからなにまで情けない……。

　続いてリゼラとナルミエも岸に上がる。どうやらここに落ちてきたのは俺たちゲーム研究部の四人だけで、キドニーはまだ上にいるらしい。

「みんな怪け我がはしてないようだし、ひとまず助かったね」

「俺以外はな」

　岸にぶつけた脛の箇か所しよは、ズボンの裾が破けて少し血がにじんでいた。

「大丈夫ですかケータさん？」

　心配してくれるリゼラに「ああ」と答えてから、辺りを見渡してみた。

　そこは上の階層と同じくらい広い地底空間だった。家屋の類たぐいは一切なく、岩壁にいくつかの洞どう穴けつが伸びている。見上げるとドーム状になった岩の天井に亀裂が入っており、うっすらと幻想的な明かりが差し込んでいた。

　あの光はドワーフたちの集落を照らしていた照明だ。きっと俺たちはあそこから落ちたんだろう。かなりの高さがあるので、岩を登って戻るのは不可能だった。

　ということは、この空間から伸びる洞穴のどれかが地上に繫つながっていることを期待するしかない。無事に帰れるんだろうか……。

「やりましたよケータさん！」

　リゼラが声をあげた。この状況でなにが「やりましたよ」なのか尋たずねると、

「携帯ゲーム機が壊れてません！　水に落ちたから不安だったんですけど、セーブデータまで無事でした！」

　制服の内側に忍ばせていた携帯ゲーム機を見せながら嬉うれしそうに言った。

「なんだ、そんなことか……」

「そんなことってなんですか。セーブデータが消えたときのショックは、即死攻こう撃げきを連発されて全滅したとき以上のものなんですよ」

「まったく、あんたは吞のん気きなものね。ここっていっぱい道があって迷宮みたいになってるし、どうやって地上に帰るかを考えなさいよ」

　ナルミエが水に濡ぬれた長い金髪を搔かき上げながら言った。着用しているビキニアーマーが、ただの水着に見える。

「ま、まあゲーム機が無事だったのは不幸中の幸いかもしれないぞ。そこに入ってるゲームは携帯版『アストラフトの英雄』なんだろ？」

　余計な口論の種を作らせないためにも、俺はそうやって話を変えた。

　リゼラは端的に「はい」と答える。

「だったら地上に出る道もわかるんじゃないか？　なにしろ『アストラフトの英雄』は史実をもとに再現されたＲＰＧだから、ダンジョンの構造も同じなはずだ」

「でも、たぶん……」

　リゼラは携帯ゲーム機に目を落として操作しながら、歯切れの悪い返答をした。俺も横からゲーム画面を覗のぞき込む。

　彼女のセーブデータでは、ミツル一行が飛ひ空くう挺ていのような乗り物をもっている。それを使ってすぐさまドワーフの洞どう窟くつまでやってきた。

　洞窟内部にはさきほど俺たちが落ちた亀裂がある。そこにミツルを向かわせても……落ちない。いくらリゼラがパッドを倒しても、ミツルはそれ以上進んでくれなかった。

「くそっ！　なんで親父おやじの野郎は落ちないんだ！　さっさと落ちろよ！」

　自分でもなかなかひどいことを言っているとは思う。

「ＲＰＧでは一部の例外を除いて、基本的に床ゆかのない場所に落ちることはできませんからね。この場合、史実でも英雄ミツルは亀裂の下に落ちなかったんで描写されていないんでしょう」

「つまり今ボクたちがいるドワーフの洞窟の地下部分は、『アストラフトの英雄』にも出てこないマップってことだね」

　マレッタが補足した。

　親父はここに来なかったから、ゲームでも描写されていないだと？　だったらどうやって帰ればいいんだ!?

　俺は空間歪曲魔法ドライブシアターを使って、籠こ手て形の神具『神しん獣じゆうの尾』を取り出した。先端から光るロープを発射して、高いところに登ることができるアイテムだ。

　これを使えば、落ちてきた亀裂から上の階層に戻れるんじゃないか……と思ったがダメだった。発射したロープが亀裂まで届かないのだ。

「くっ、こうなったら上にいるキドニーを呼んで、長いロープを持ってきてもらうしかない！　おおおいキドニー！　聞こえるかぁぁぁ!?」

　俺が叫んだとき、「ざぶん！」という水音がした。

　嫌な予感がして振り返る。水面から顔を出しているイケメンがいた。

「おい、俺を置いていくなよ。親友なんだから一いち蓮れん托たく生しようだろ？」

「なんでお前まで落ちてくるんだ……！」

「ははっ、悪い悪い。ちょっと落ちるまで心の準備が必要だったんだ。遅くなってすまんな」

　ダメだこいつ……悪気がないところが余計に腹立つ。

「とりあえずさ、ここにいても仕方ないし地上を目指して移動しない？」

　マレッタが言った。確かにこの広い空間には、いくつかの横穴が伸びているけど……。

「地上に繫つながってる保証はないし、横穴はいっぱいあるんだぞ。どれを選ぶんだ？」

「うーん」マレッタは逡しゆん巡じゆんしたあと、当たり前のことを言った。「適当に？」

「適当って、余計に迷ったらどうするんだよ！」

「あの、それでもとりあえずは早く移動したほうがいいと思います。だって上の階層にいたドワーフのみなさんはもういないから、この辺りはひと気のない場所ということに……」

　リゼラが不安げな顔を見せた。

　そうだった。ひと気のない場所には邪じや気きという物質が多く存在する。それは怪物ファンタズマに変化するのだ。

　そしてキドニーはどうか知らないが、俺たちゲーム研究部の四人はロクにファンタズマを倒したことがない落ちこぼれ集団……。

「くっ、もう考えてる場合じゃない！　さっさと移動だ！」

「まあ待ちなケータ。お前、怪け我がしてるじゃねーか。ちょっと見せてみろ」

　キドニーは俺の前で屈むと、さっき岸で擦すりむいた脛すねに手を当てた。

　そこから白い光が放たれる。じくじくした痛みが次第に消えていった。見ると傷もふさがっている。これは初歩の回復魔ま法ほう、小イ治ア療ト魔リ法キだ……！

「お、お前、回復魔法が使えるのか!?」

　キドニーは立ち上がって、爽さわやかな笑顔を浮かべた。

「ああ。それに補助魔法も得意だぜ。なんせ友情パワーが原動力になる魔法だからな」

　さすがはユミールの息子だ。ここは凶悪なファンタズマが出没する可能性があるけど、キドニーがいるなら安全に脱出できるかもしれない。

　少し希望が見えてきたぞ……と思ったときだった。

　視界の端に白いもやを確認した。ひと気のない場所に多く滞留する邪じや気きだ。

　その邪気が一カ所に集まると、蛾がの姿をしたファンタズマに変化した。体長はバレーボールサイズとかなり大きい。それも二体いる。

「ぴぎゃあああああああ!?」

　ナルミエが悲鳴をあげて俺の背後にサッと隠れる。ネガティブスキル超恐怖ハイパーフイアー発動。こうなった彼女に戦せん闘とうは期待できない。

　俺はすかさず空間歪曲魔法ドライブシアターで双そう眼がん鏡きよう形の神具、『真実の瞳ひとみ』を取り出した。それで敵パラメータをチェックする。





不気味な蛾

攻こう撃げき力りよく５、防御力５、瞬しゆん発ぱつ力りよく７、魔ま力りよく８、運５






　そんなに強くない。いや、むしろ今まで対たい峙じしてきた相手のなかでは、一番弱い。

　ナルミエは戦闘不能、攻撃魔法のないリゼラは自分の防御しかできないが、これなら残りのメンバーだけでもなんとか渡り合えそうだ。

「……よし、やってやるぞ！　いけるかマレッタ!?」

「オッケーだよ！」

　俺は腰から抜いた木刀で、マレッタはリュックから取り出したダガーナイフで、敵に斬きりかかった。しかし瞬発力が低い俺たち二人の攻撃はなかなか当たらない。

　不気味な蛾が火球魔法フオテイアを放ってきた。それは俺とマレッタの脇を通過していき、震ふるえているナルミエに直撃した。

「大丈夫かナルミエ!?」

「だだ、大丈夫……ちょ、ちょうど『ビキニアーマー』に、あた、当たったから……」

　面積の少ない防具に当たったのはラッキーだった。

　俺はさっさと始末してやるという意志を固めて、木刀を振り回す。

「おりゃあああ！　右う中ちゆう間かん安あん打だ剣けん！」

　下からすくいあげる剣けん閃せんが一体の不気味な蛾に命中する。やはり一撃で倒すことはできず、敵はまたしても火球魔法フオテイアを放ってきた。それもナルミエに対して。

「ひいっ!?」

　その攻撃も『ビキニアーマー』に当たってくれた。

　二度も続けてラッキーが起きた？　いや、もしかして……。

「急に立ち止まってどうしたんですかケータさん！　敵が来ますよ！」

　一応拳こぶしを構えて戦闘態勢をとっているリゼラが言った。それに俺は頷うなずいて返す。

「わかったぞ。あの蛾はオスだ」

「こんなときになんの話ですか！　そもそもファンタズマは邪じや気きの塊かたまりなんで、オスもメスもありませんよ！」

「でもオスに違いないんだ！」

「どうしてそう思うんですか!?」

「二度も続けて『ビキニアーマー』を攻こう撃げきして、ナルミエを裸にしようとしたからだ！　なるほど、あの防具の正体は面積の狭い部分に攻撃を誘導させるものだったんだな！　露ろ出しゆつが多いのに高い防御力をほこる謎が解けたぜ！」

「それ今解き明かす必要あるんですかっ!?」

　もちろん別にないんだけど、わかってしまったから……うむ、戦いに集中しよう。

「ふんッ！」

　キドニーがベルトに下げていた自前のムチで、不気味な蛾がを一体斬きり裂いた。もとの邪気となって霧む散さんする。

「お、お前、通常攻撃もいけるじゃないか！」

「当たり前さ。親友のためなら、いくらでも力になってやるぜ」

　回復や補助魔ま法ほうが得意な上に、攻撃力も申し分ない。なんて頼もしい男なんだ。こいつがいれば、落ちこぼれの俺たちでもなんとかなる！

　俄が然ぜん活力がみなぎってきた俺とマレッタの攻撃が、残り一体になった不気味な蛾にうまくヒットしていく。あと一息で倒せると思ったとき。

「あぎゃああああああ！」

　近づいてきた不気味な蛾から逃げ回るナルミエが、キドニーにぶつかった。

　バランスを崩したキドニーに、敵の火球魔法フオテイアが直撃する。

「ああっ、ご、ごめん！」

　ナルミエが謝ったときにはもう遅い。衝しよう撃げきで吹っ飛んだキドニーは地底湖に落下した。

「だ、大丈夫か!?」

　俺は不気味な蛾を見据えたまま、地底湖の傍そばに近づいた。

　キドニーはすぐに水面から顔を出したのだが、その形ぎよう相そうはかなり変わっていた。さっきまで爽さわやかなイケメン顔だったのに、今は醜みにくく歪ゆがんだ憤ふん怒ぬの顔。こいつ本当に大丈夫か……？

「もうやめだやめだ！」

　岸に飛び上がったキドニーは、不気味な蛾に向かって手をかざした。「小イ治ア療ト魔リ法キ！」

「な、なんだとぉ!?」

　不気味な蛾の周囲に白い光が集まって、せっかく削った体力を回復させてしまった。

「お、お前、なにしてんだよ!?」

「もうなにもかも面倒なんだよ！　そら、ついでにこの攻撃強化魔法オクシテイーダをくれてやる！　さらにケータには防御低下魔法レプトカルテイだ！　テメェにはこいつがお似合いだよ！」

　なんとキドニーは不気味な蛾がの攻こう撃げき力りよくを上げて、俺に防御力を下げる魔ま法ほうを使ってきた。

「け、ケータさん！　キドニーさんは混乱しています！」

　リゼラが言った。なんでこんなタイミングで……!?

「もも、もしかして、あ、あたしのせい？」とナルミエ。

「ちくしょう！　こうなったら逃げるしかない！　来いキドニー！」

「ああん？　祭りの最中にどこ行くってんだよぉ!?　まだまだ踊り足りねーぞ！」

　暴れ回るキドニーの手を引いて逃げ出す俺に、全員が続いた。




　敵は追ってこない。どうやら無事に逃げ果おおせたらしい。

　適当に飛び込んだ洞どう穴けつ内は光源のない暗くら闇やみの道が続いている。空間歪曲魔法ドライブシアターから取り出した燃料いらずのランタン、『不夜の灯ともし火び』を持った俺が先頭を歩く。

「……あれ？　俺はどうしていたんだ？」

　強引に連れてきたキドニーが、いつもの爽さわやかイケメン面づらに戻った。どうやら平常心を取り戻したらしい。

「……お前、覚えてないのか？」

「ああ。あのファンタズマはうまく倒せたか？　お前らが無事で俺も嬉うれしいぜ」

　キドニーは腹が立つほど清々しい笑顔を見せてきた。

　そういえば、こいつのパラメータを確認してなかったな……。

　俺は『真実の瞳ひとみ』を取り出して、キドニーを覗のぞき見た。





キドニー・フルメール

レベル５

攻撃力８、防御力７、瞬しゆん発ぱつ力りよく５、魔力11、運０

所持スキル・不安定な心……少しでもダメージを受けると混乱する。

所持魔法・小イ治ア療ト魔リ法キ、攻撃強化魔法オクシテイーダ、防御低下魔法レプトカルテイ。






「最悪だよ……こいつマジで最悪だよ……」

「そんな悲しそうな顔をするなって親友！」

　どうやらキドニーは敵の攻撃を一発でも浴びると、さっきのような状態になるらしい。しかも補助魔法が得意だから、それを使って敵を強化したり、こっちを弱体化させたりしてくる。

　こんなファンタズマの巣そう窟くつでは、最も厄やつ介かいな仲間だった。

「お前は補助魔法が得意なくせに、誰にもパーティを組んでもらえなかった理由がわかった」

「そうか？　まあ確かに俺は友達が多いけど、人間の友達はお前たちだけだからなぁ」

「亜あ人じんの友達にもなんか言われたりしただろ？」

「ん？　亜あ人じんの友達はゼロだぜ。ケータたちも見ただろ。今の俺の村にはもうほとんど亜人がいねーんだよ」

「だったらあれだけ多いって言っていた友達は、虫と動物だけじゃねーか！」

　なんで俺の周りには似たような奴やつばかり集まってくるんだ。

　とにかく、今後どんなファンタズマが出てこようと、キドニーを前線に出してはいけない。回復役として後方に待機させておくとしよう。

「まったく、どうすんのよ！」ナルミエが言った。「リゼラがこんなところに来たいなんて言うから！　出口だってわからないし、もうホント最悪！」

「な、ナルミエさんだって邪じや悪あくにドワーフを殲せん滅めつしてやるって言ってたじゃないですか！」

　また二人のケンカが始まった。

「おいおい、ケンカはよくねーよ。せっかくの美人が台無しだぜ？」

　きらりと歯を輝かせて言うキドニー。二人が苛いら立だっている原因はお前にもあるってわかってるんだろうか。

「でも確かに、これはちょっとやばい感じだよね。本当にこの道が地上まで続いているかもわからないし……」

　マレッタも不安な声をあげる。まさにそのときだった。

　再び白いもやが現れて、眼前で収束した。今度は蛇へびの形をしたファンタズマだった。

「わひいいいいいいいッ!?」

　ナルミエが絶叫をあげて、その場にうずくまる。もはやその悲鳴が戦せん闘とう開始の合図のようになっていた。

「よーし、さっきは記憶が飛んでたからな。今度こそ俺に任せろ！」

「お前は前に出るな！　俺とマレッタだけで行くぞ！」

　はやるキドニーを押しのけて木刀を構える。さっそく飛びかかろうとしたとき。

「ちょちょちょちょ！　ここ、こっちに来た来た来た！」

　怯おびえるナルミエが俺の背後に回って、制服の裾を摑つかんできた。

「お、おい放せ！　敵が……！」

　蛇形ファンタズマは全身を槍やりのように固くして、俺の顔がん面めん目がけて飛んできた。なんとか首をよじったので直撃は避さけたが、頰ほおをかすめていった。冷や汗と一緒に冷たい血が頰から滴したたり落ちる。

「ごご、ごめんケータ！」

「なにやってんの！　ナルミエちゃんは下がってて！」

　マレッタがダガーナイフで敵に斬きりかかる。ナルミエの拘こう束そくから解放された俺も、木刀でそれに続いた。

　蛇形ファンタズマは、俺たちの攻撃をかわしては体当たり攻撃を仕掛けてくる。何発かそれを浴びてしまったが、やがて。

「おりゃあああ！　右う中ちゆう間かん安あん打だ剣けん！」

　俺のすくいあげる木刀が蛇へび形がたファンタズマにクリーンヒットして、相手は霧む散さんした。

「やった！　やりましたねケータさん！」

　リゼラが両手を握って、ぶんぶんと振り回してくる。

　なんとか倒すことはできたが、素直に喜んでいられない。戦せん闘とう中ちゆうに『真実の瞳ひとみ』で敵のパラメータを確認したところ、今の敵はさっきの不気味な蛾がよりもさらに弱い雑ざ魚こファンタズマだったからだ。それもたった一匹。

　だというのに、俺とマレッタはその戦闘でかなりのダメージを受けながら、ギリギリで勝利をもぎとった。この程度の相手が今の俺たちの限界である。

「やるじゃねーか。お前らの活かつ躍やくには俺も勇気をもらったぜ」

　キドニーが小イ治ア療ト魔リ法キで傷を癒いやしてくれたが、疲労感まではなくならない。俺もマレッタも未いまだにぜーぜーと荒い息を吐いている。

　これは非常にまずい……こんな弱小パーティだと、地上に出る前に全滅してしまうぞ……。

　マレッタにもそんな焦りがあったのか、ついこんなことを言ってしまう。

「はあ、はあ……ナルミエちゃんが普通に戦えたらな」

「な、なによ！　戦ってないのはリゼラも同じじゃないの！」

　ナルミエが声を荒げた。

「わ、私は一応、ちょっとだけ殴なぐったりしてましたし……」

　リゼラが遠慮がちに小さくつぶやく。そういえば、確かに拳こぶしは構えていたような。

「攻こう撃げき力りよくが低いうえに武器も持ってないあんたが殴ったところで、別に変わらないでしょ！」

「そ、それはそうですけど、この中で一番レベルの高いナルミエさんが役に立たないからこそ絶望感が増すんです！」

「仕方ないじゃない！　だ、だってあたし……」ナルミエはそこで言葉を止めた。疲労困こん憊ぱいの俺とマレッタを交互に見て、「……な、なによなによ！　あたしが全部悪いって言うわけ!?　ここに落ちて帰れなくなったのもそう！　戦いの役に立たないのもそう！　それどころか、みんなの足を引っ張ってるし！」

「い、いや、そんなことは思ってないぞ」

「そ、そうだよ。変なこと言っちゃってごめんね」

　俺とマレッタが慌あわててフォローを入れたが、ナルミエはつんとそっぽを向いてしまった。

「あの……わ、私もその、今のはちょっと言い過ぎたかも……です」

　リゼラもそう言ったのだが、その声はあまりにも小さくてナルミエには届かない。

「……もういい。どうせ苦手なものが多いあたしなんて、足手まといなんでしょ！　だったら一人でどっかに行ってやるわよ！」

　ちょうど道が左右二ふた叉またの分岐路に差し掛かっていたのもタイミングが悪かった。俺たちに背を向けたナルミエは、勝手に右の道を選んで一人で先に行ってしまう。

「ナルミエ待つんだ！　笑顔を忘れてるぜ!?　足手まとい上等じゃねーか！」

　キドニーが慰なぐさめにもならない言葉をぶっ放す。もちろんそんなセリフで、彼女の歩を止めることはできない。

「待ってよナルミエちゃん！」

　マレッタが追いかけようとしたが、ナルミエは振り返ると、

「ついて来ないで！　どうせあたしは今まで一人でやってきたわけだし、ここも一人で脱出してやるわよ！　じゃあね！」

　そう言って、俺が持つ『不夜の灯ともし火び』の明かりが届かない闇やみの向こうに溶け込んでいった。

「どうすんのさケータくん!?　ここでナルミエちゃんを一人にしたらまずいよ！」

　マレッタが俺の袖を引っ張る。

　それはわかってるんだけど、今のナルミエを全員で追いかけたところで……。

「こんな話を知ってるか」キドニーがぽつりと言った。「狼おおかみっていうのは、基本的に群れで暮らす動物だ。だから一匹狼って呼ばれる奴やつらは、別に好き好んで単独行動を取っているわけじゃねえ。新しい群れを求めて一人さまよう孤独な旅人なのさ」

　一匹狼は群れを求めている……。

　確かにもともと一匹狼だったナルミエは、ゲーム研究部に入ってから活き活きとしていたように思う。

「なるほどな。一人で強がっているナルミエだけど、本当は群れを求めてるってわけか」

「え、そうなんか？」とキドニー。

「お前なんのつもりで今の話をしたわけ？」

「……ケータさんが追いかけたらいいじゃないですか」リゼラが言った。顔を背けているのでどんな表情をしているのかはわからない。「私がいたらナルミエさんは嫌がるでしょうし」

　まあ、そうかもしれないけど……。

　俺は手に持っているランタン形のアイテム『不夜の灯火』を一いち瞥べつした。

「明かりならボクも持ってるよ。うちの商品の携帯魔ま光こう灯とう『懐かい中ちゆう魔灯』。まあ考えようによっては、みんなで一緒に地上を目指すより、手分けしたほうが効率的かもしれないね」

　マレッタがリュックから懐中電灯のようなアイテムを取り出した。

　だったら俺一人が離れても問題ないか。それにパーティを分散するなら、一応少しは戦える俺とマレッタを別々にしたほうがいいだろうし。

「わかった。それじゃ俺はナルミエと合流して地上を目指す。マレッタとリゼラとキドニーは三人で地上を目指してくれ。どちらかが地上に出たら、すぐに助けを呼ぶ。それでいいか？」

　頷うなずいたのはマレッタとキドニーだけ。リゼラは顔を背けたまま、何も言わなかった。
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　リゼラたちと分かれて別の道を進んだ俺は、『不夜の灯ともし火び』を持ってナルミエを追いかけた。

　あいつ、こんな真っ暗な洞どう窟くつで明かりもなしに、どこまで行ったんだろうか。

　と思って歩を早めたのだが、ものすごくあっさり見つかった。明かりが届かない角を曲がったところで、膝ひざを抱えてうずくまっていたのだ。

「がちがちがちがち……」

　ナルミエは俺が来たことにも気づいていないらしい。折り畳たたんだ膝に顔を埋めて、闇やみに震ふるえている。その歯はカスタネットのように正確なリズムを刻んでいた。

「おい、ナルミエ」

「ひっ!?」小さな悲鳴をあげてこちらを見た。そして安あん堵どの息を漏もらす。「な、なんだ、ケータか。な、なにしにきたのよ……？」

「明かりを持ってきてやったんだよ。暗いところが苦手なくせに、一人で行動しやがって」

「ま、魔ま王おうになることが約束されているこのあたしが、闇を恐れるわけないでしょ！」

「ああ、そうだったな。じゃ、そろそろ行くぞ。立てるか？」

　と言ったものの、ナルミエは立ち上がろうとしない。うつむき加減で静かに続ける。
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「……リゼラたちはどうしたの？」

「あいつらとは別行動することになった。手分けしたほうが出口を探しやすいしな」

「……それで、えっと、ケータ一人でこっちの道に来てくれたわけ？」

「ああ。ナルミエが暗いところで泣いてるんじゃないかと思ってな」

　元気づけるためにも、ちょっとした軽口を叩たたいてみたのだが。

「…………泣いてないし」

　鼻をすすりながら小さく言った。ちょうどポケットティッシュを持っていたので、それを差し出す。ナルミエは遠慮なく、ずびびんと鼻をかんだ。

「い、言っとくけど、あたしに優しくしたところで、ケータとはただの世界征服のパートナーでしかないんだからね。それ以上の関係を望んでも無理よ」

「いいから早く行こうぜ。またいつファンタズマが出るかわからないし……」

「あ、あとさっきケータを盾にして怪け我がさせたことだって、別に悪いと思ってないし！　それでも迎えにきてくれたからって、あたし喜んでないし！　むしろあたしがいないと、あんたは魔ま王おうになれないんだから当たり前だし！」

「わかったから早く立ってくれ」

「……手」

「は？」

「手を貸せって言ってんの！」

　きっと怖くて腰が抜けたんだろうな。




　暗い洞どう穴けつ内を『不夜の灯ともし火び』で照らしながら歩く。

　ナルミエはずっと俺の手を握ったままだった。怖がっている以上、離せというのもかわいそうなので、そのままにしておく。

「あのさ、前から気になってたんだけど」

「きゅ、急になんの話よ！　あ、あたしのことが気になるって言ってもだめだってば！」

　ナルミエはそう言いながら、強く手を握りしめてくる。

「いや、そんなこと言ってるんじゃなくてさ。なんでナルミエって、苦手なものが多いんだ？　レベル９なんだから、昔はいろんな種類のファンタズマを狩っていたんじゃないのか？」

　レベルを上げるためには、ファンタズマと戦って経験値リズムスを得なければならない。しかしナルミエは苦手なものが多くて満足に戦えない。一体どうやってレベルを上げたのか不思議に思っていたのだ。

「……昔は苦手なものなんてなかったのよ」

　歩きながら、ぽつぽつと話してくれた。

　ナルミエの母親のエレナーデ先生は、親父おやじの宿敵として立ちはだかった強力な魔族。だから昔からナルミエは、「娘も強いんだろうな」という視線を向けられていたらしい。その期待に応えるためにも、幼い頃から一人で過酷な修行に臨んでいたという。

「まあ世界を征服する魔ま王おうになるためには、強さって必ひつ須す条件だしね」

　ナルミエはそう言うが、本心かどうかはわからない。

　とにかく幼い彼女は一人で洞どう窟くつや塔とうに行って、さまざまなファンタズマを狩り続けた。しかし一人では限界がある。ある日、虫形ファンタズマに襲おそわれて瀕ひん死しの重傷を負ったことをきっかけに、虫嫌いになったらしい。暗所や高所、軟なん体たい生物などなど、ほかに苦手なものができたのも似たような理由だ。気がつけばレベル９にはなっていたものの、同時に苦手なものだらけになっていたという。

「なんで一人でレベル上げなんてしたんだ。先生に一緒に来てもらったらよかったのに」

「だってママは純血の魔族のくせに英雄ミツルの信者なんだもん。それにレベル上げは授業でやるから、普段は友達と遊んでなさいって言うし。魔王に友達なんかいらないっての」

　ゲーム研究部って本当に似たような奴やつばっかり集まるな。

「前にマレッタも同じようなことを言ってたけど、部のみんなは友達じゃないのかよ」

「…………違うわよ。特にリゼラなんて、あたしのこと嫌いだろうし」

　ナルミエは暗いトーンで小さく言った。

「俺は意外と気が合ってると思うけど」

「どこが!?」大声を出したあと、一気にしぼむ。「まあ別にいいんだけどね。魔王は誰からも愛されない孤独な運命にあるわけだし。それにあたしは足手まといだし。こんなあたしなんてみんな遠ざけてくれたらいいのよ」

　その顔はどこか寂しさがにじんでいた。

「確かにリゼラはお前とケンカすることが多いけど、嫌われてるわけじゃないだろ。それに誰もお前を足手まといだなんて思ってないぞ。ナルミエに助けられたこともいっぱいあるしな」

「……そんなこと言っても、わかってるんだから。リゼラのことはともかく、さっきキドニーが火球魔法フオテイアを浴びたのもそう、ケータが怪け我がしたのもそう。全部あたしのせいじゃない。足手まとい以外のなんだって言うのよ」

　暗い洞どう穴けつ内だからか、普段のナルミエに比べてネガティブな発言が目立つ。

「なあ、ナルミエ。ＲＰＧってやったことあるか？」

「はあ？　いきなりなんの話よ。ちょっとならあるけど……」

「俺は『アストラフトの英雄』に出会うまでやったことなかったんだけどさ、ＲＰＧっていろんな発見があるよな。たとえば主人公が右を向いているとき、コントローラーのスティックを左に倒すと、そのまま左を向いて進むだろ？」

「そんなの当たり前じゃない。何が言いたいの？」

「つまりＲＰＧのキャラクターは、後ろを向いたまま前に進むことができないんだよ」

「……それがどうしたのよ」

「これって何事にも言えるんじゃないのか。ナルミエはどうせ自分は嫌われているとか、どうせ自分は足手まといだとか、後ろ向きなことを言ってるけど、それだと前に進めなくなる。俺は頭が悪いからうまく言えないけど、気持ちを切り替えることって大切じゃないか？」

「でも、あたしは……」

「俺が保証するけど別にお前は嫌われてないし、足手まといでもない。ただ苦手なものがあるだけだ。そこは俺たちでフォローできるし、ナルミエには別のところで助けてもらってるんだから気にするなよ。いつもみたいに、前向きなナルミエでいてほしいんだ」

「……ケータもあたしを嫌ってない？　あたしのせいで怪け我がしたこと怒ってない？」

　いじめられている少女のような瞳ひとみで、俺を見つめてくる。それに力強く頷うなずいた。

「当たり前だろ。俺はナルミエがいてくれて本当に助かってるし、いなくなると寂しい。マレッタもキドニーも、それにリゼラだってそう思ってるはずだぞ」

「……本当に？」

「だからそうだってば。あ、そうだ。飴あめ玉だま持ってるんだけど食べるか？」

　こくりと頷くナルミエ。俺はポケットに入っていた飴玉を渡した。

　ナルミエはその包装紙をゆっくり剝はがして口に含む。そして小さく言った。

「……おいしい」

「だろ？　アストラフトのやつだけど、いい飴玉だよな。気に入ったなら、もっとやろう」

　空間歪曲魔法ドライブシアターを使って、別次元の倉庫から大量の飴玉をつかみ取ってきた。

「こんなに食べられないわよ……」

「はは、冗談だよ」

　俺も一つだけ口に入れて、残りは別次元の倉庫に戻した。

「……なんだかケータって魔ま法ほう使つかいみたい」

「だろ？　魔力は０だけど、こんなレア魔法をもっているのはこの世界で俺だけだからな」

「ううん、そうじゃなくてさ。だってあたし、なんだか本当に……」

　最後のほうはとても小さくて、よく聞き取れなかった。

　なんだって？　と促うながすと、ナルミエは元気よく顔を上げた。

「別に！　さあ、早いとこ出口を目指しましょ！　リゼラたち愚ぐ民みんを助けてやるのも、魔王の務めだしね！」

　もうその表情に暗い影は差していなかった。
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「キドくん！　あいつに防御低下魔法レプトカルテイ！」

「了解だ親友！」

　キドニーが敵の蛇へび形がたファンタズマに防御力を下げる魔ま法ほうを使って、マレッタがダガーナイフで攻こう撃げき。リゼラのへろへろパンチ攻撃もあって、なんとか敵を撃退した。

「はあ、はあ……これで何度目の戦せん闘とうだろうね」

　マレッタは途中まで数えていたが、もうよくわからなくなっていた。傷はキドニーが癒いやしてくれるが、疲労感まではどうにもならない。

　行商で鍛きたえていたから、体力には少し自信があったのにな……今度からは、もう少し真面目に授業を受けよう。

「パーティを分けてから結構経たちますけど、ケータさんたちは大丈夫ですかね……」

　リゼラが携帯ゲーム機をいじりながら言った。

「一応ボクの『ダメージ平気液』をいくつか渡してるから、怪け我がの心配はないと思うけど。ところでさ、なんで今ゲームしてるの？」

「え、えっと、今の戦闘でゲーム機が攻撃されたから、壊れてないか気になって……」

　言いながらリゼラは、恥ずかしそうにうつむいた。

「だったら俺がチェックしてやるよ。これでも念ねん化か製品の扱いには慣れてるんだぜ」

　キドニーがひょいと携帯ゲーム機を取り上げた。

　あ、まずい。とマレッタが思った瞬しゆん間かん、

「はあはあはあ……あうううううううう！」

　発狂したリゼラは、キドニーの背に飛び乗って髪の毛をむしり始めた。

「おいおい、元気な奴やつだな。そんなお前も素敵だぜ。どうせなら坊主にしてくれるか？」

　髪の毛をむしられながらも、キドニーは爽さわやかな笑顔を絶やさない。

「なんで笑っていられるのさ！　リゼラちゃん落ち着いて！」

　キドニーから携帯ゲーム機をもぎ取ったマレッタが、それをリゼラの手に握らせる。

「はあ、はあ……お見苦しいところをお見せしました……」リゼラは息を整えたあと、キドニーに深々と頭を下げた。「す、すいませんキドニーさん！　本当にごめんなさい！」

　笑顔で「いいってことよ」と返すキドニー。どこまでも男前だった。

「キドくんって普段は全然怒らないんだね」

　マレッタが言うと、銀髪をかき上げながらキラリと歯を光らせる。

「親友なんだから当たり前だろ。なんなら家を勝手に馬券場に改造されても怒らないぜ」

「それは怒ったほうがいいんじゃないかな」

　ふとリゼラを見ると、彼女は頭を下げた姿勢のまま静止していた。

　どうしたの？　とマレッタが尋たずねる。

「……私は怒ってしまいました」

「なんの話？」

「……ナルミエさんにです。『ミツルパーティ５』を潰つぶしたり、私を突き飛ばしたりしたのは、苦手な蛾がのせいだってわかってるのに、怒ってしまいました。私だってゲーム機を取り上げられると、おかしくなってみんなに迷惑をかけることがあるのに……」

　リゼラは頭を下げたまま、両肩を震ふるわせている。

　マレッタはそんなリゼラの背をぽんと叩たたいた。

「ま、仕方ないんじゃない？　素直に謝らなかったナルミエちゃんも悪いんだしさ」

「ですが……」

「ケンカしたことを後悔してるなら、さっさと仲直りしたらいいじゃん」

「そ、それが簡単にできるなら、悩んだりしてません！」

　リゼラがそう言ったとき。闇やみの向こうに不気味な紋もん様ようが浮かび上がった。




　　　　　　　　　　　　◇




　暗い洞どう窟くつをひたすら進む。途中で何度か蛇へびや蛾のファンタズマが出てきたが、うまくナルミエをかばいながら、今までなんとか逃げ延びてきた。

「大丈夫ケータ？　一人で任せて、その……ごめんね」

　ナルミエが気き遣づかってくれた。ここにきて彼女は少しだけ素直になったような気がする。

「らしくないぞ。『あたしは魔ま王おうなんだから、守るのは当然でしょ』ぐらい言ってくれ」

「そ、それもそうね。あ、あたしもまだまだ魔王指数が足りないわ」

　そんな軽口を叩きながら歩いていると、前方の闇から声が聞こえてきた。

　ナルミエが「ひっ!?」と小さく悲鳴をあげて、俺の手を強く握りしめる。

「なな、なんか今、うめき声がしたわよね……新手のファンタズマかしら……？」

　俺は緊張で荒くなっている息をできるだけ殺して、耳を澄ませてみた。

「……いや、これはファンタズマのうめき声じゃないぞ。人の声だ」

「ひ、人？　それってもしかして……？」

　ナルミエの震ふるえる唇に人差し指を当てて、意識を耳に集中した。

　……リゼラとマレッタ、そしてキドニーの声だ。でも雑談をしている感じじゃない。もっと張りつめた叫び声のような……。

　俺はナルミエに向き直った。

「間違いない、あいつらが戦ってる声だ！　急ぐぞナルミエ！」




　ナルミエの手を引いて洞窟を駆け抜けると、広い空間に出た。

　そこでリゼラたち三人の姿を確認できたのだが、安あん堵どしたのも束の間。恐ろしいものも視界に飛び込んできた。

　四枚の羽に人面のような禍まが々まがしい紋もん様ようをもつ巨大な蛾が。そのサイズは軽く三メートルを超えている。リゼラたち三人は、そいつと戦っていたのだ。

「ぴぎゃあああああああ！」

　ナルミエが絶叫して岩肌の壁に張り付いた。リゼラたちが一斉に振り返る。

「ケータさん、ナルミエさん！　無事でしたか!?」

「そ、それよりなんなんだ、そいつは!?」

　俺は巨大すぎる蛾を指差しながら叫んだ。

「変異体です！　いきなり襲おそってきたんです！　言ってしまえば中ボスです！」

　変異体ファンタズマ。通常のファンタズマは時間が経たつともとの邪じや気きに戻るのだが、こいつはそうじゃない。邪気が変異を起こして完全固定したもので、時間経過では戻らないのだ。

　そして変異体は通常のファンタズマよりも強い。俺は空間歪曲魔法ドライブシアターで『真実の瞳ひとみ』を取り出すと、さっそく敵の戦力情報を確認した。





深遠なる蛾

攻こう撃げき力りよく23、防御力20、瞬しゆん発ぱつ力りよく19、魔ま力りよく35、運12






「強つぇぇぇッ!?」

　さすがは変異体。リゼラが中ボスと言うだけはある。

　その中ボス、深遠なる蛾は全身に赤いオーラをまとった。そして火球魔法フオテイアの全体攻撃バージョン、連弾火球魔法フオテイアバレイズを放ってきた。いくつもの火球が横殴りの雨となって降り注いでくる。

「ぬわあああああああ!?」

　俺は空間歪曲魔法ドライブシアターで取り出した『回かい避ひの杖つえ』を使って足下に穴を作り、ナルミエと一緒に飛び込んで回避。残りの連中は絶対防御魔法エクスプリズモスで無敵金属と化したリゼラの陰に隠れて、なんとかやりすごした。

「あ、あんな奴やつと戦ってられるか！　さっさと逃げるぞ！」

「だだ、だって無理ですよ！　あの変異体は出口の前にいるんですもん！」

　リゼラが深遠なる蛾の後ろに伸びる洞どう穴けつを指差した。この広い空間にある洞穴は三つ。一つが俺とナルミエが出てきた洞穴で、もう一つはおそらくリゼラたちが出てきた洞穴だ。

「くっ……じゃあ奴を倒して残りの一つに向かうしかないってわけか……！」

「あ、ちなみにですね」急にリゼラがいつものトーンになった。「ＲＰＧのダンジョンで遭そう遇ぐうする中ボスは、もうすぐ出口だぞってことを伝える時報の役割もあるんですよ。以上、リゼラのほんわかＲＰＧ解説でした」

「やかましい！　やるしかないなら、やってやるまでだ！」

　俺は『回避の杖』で作った穴から飛び出すと、木刀片手にやけになって向かっていった。

「おおっ？　やる気じゃねーかケータ。俺も助すけ太だ刀ちするぜ！」

　ムチを携たずさえたキドニーも、俺と並んで深遠なる蛾がに向かっていく。

「お前は下がっていてくれ！　ここで混乱されるとマジで全滅する！　ゲームと違って、現実の俺たちは死んでもリトライできないんだぞ！」

「ははっ、オッケーだ。そんなお前に、攻撃強化魔法オクシテイーダをかけてやるぜ」

　キドニーが人差し指を向けると、俺の木刀に青白い光が宿った。

　それを振りかざして、地面すれすれまで下がっている深遠なる蛾に唐から竹たけ割わりを叩たたき込む。

　人間では発声できない大きな悲鳴が洞窟内に轟とどろいた。

　効いている。こんな俺ごときの攻撃でも。これが攻撃強化魔法オクシテイーダの効果か！

「おりゃあああ！　右う中ちゆう間かん安あん打だ剣けん！」

　続けざまに下からすくいあげる一撃。それもクリーンヒットして、深遠なる蛾は上空に吹っ飛んだ。

　いや、吹っ飛んだわけではない。攻撃を受けて自ら飛び上がったのだ。こちらの攻撃が届かないところまで。

　そして敵はまたしても全身に赤いオーラをまとわせる。

　まずい、連弾火球魔法フオテイアバレイズがくる！

　俺は別次元の倉庫から『回かい避ひの杖つえ』を取り出して、足下に穴を作った。

　待てよ、ナルミエはどうなった……？

　神具『回避の杖』で作った穴は、一分経たつと下から盛り上がってくる。ナルミエを隠れさせていた穴もとっくに消えていた。彼女は戦場のど真ん中で棒ぼう立だちになったまま、深遠なる蛾を見つめて、「あががががが……」と震ふるえていた。

「おい逃げろぉッ！」

　叫ぶと同時だった。深遠なる蛾が無数の火球を落としてきた。

「ナルミエさあああああん！」

　リゼラが駆けた。

　間一髪ナルミエに飛びついて、絶対防御魔法エクスプリズモスが自動発動する。無敵金属になった彼女には、どんな攻撃も通用しない。ナルミエにとってまさに最強の鎧よろいとなった。

　連弾火球魔法フオテイアバレイズの雨が止む。リゼラはもちろん、ナルミエも無事だった。

「怪け我がはありませんかナルミエさん!?」

「な、なんであんたが、あたしを……？」

「ナルミエさんがとろとろしてるからですよ！　どうせ私は戦えませんし、ここで守ってあげますから、おとなしくしていてください！　そ、それと……」リゼラはナルミエをかばうように前に出ながら、「さっきは怒ってすいませんでした！」

　面と向かってではない。それでもリゼラにとっては精一杯の謝罪だった。普段なら言いにくいからこそ、こういう状況で素そっ気けなく伝える。ケンカ相手にも気を遣つかわせないように。

　ナルミエもそれがわかっているからこそ、頰ほおを赤くして強気に返す。

「ふ、ふん……し、しもべの分際で魔ま王おうをかばってどうすんのよ！」

「あ、あなたは私とケータさんで作る『アストラフトの英雄２』のラスボスですからね！　こんなところで怪け我がでもされたら困るんです！」

「そ、そうよ。あたしはラスボスなの。愚ぐ劣れつな人間社会を滅ぼす混こん沌とんからの使者なのよ！」

「させません！　正義の光は混沌すら打ち消すパワーがあるのですから！」

「耳を澄ましてごらんなさい！　絶望の淵ふちから禍まが々まがしき眷けん属ぞくたちの呼び声が聞こえるわよ！」

「確かに聞こえます！　なら私は希望の鐘を世界中に響かせて邪じや悪あくを退しりぞけてみせます！」

「もう、遊んでる場合じゃないでしょー？」

　と咎とがめるマレッタの表情も、どこか嬉うれしそうだった。きっと俺も同じ顔をしている。

　そう、それだよ。それでこそ、いつものリゼラとナルミエだ。

　俺はこみあげる笑いを押さえながら、二人に言った。

「よし、そのまま下がってろよ。こいつは俺とマレッタでなんとか……」

「下がってろ、ですって？」ナルミエは不敵な顔で嬉しそうに言った。「あんな中ボスごとき、この魔王の敵じゃないわ！　そっちこそ下がってなさい！」

　そして腰の剣を抜く。少し震えていたが、柄つかを強く固く握りしめると、深遠なる蛾に向かって火薬が弾はじけるような踏ふみ込みで駆け出した。

「お、おいナルミエ！」

　相手はこちらの攻こう撃げきが届かない上空にいる。しかしナルミエは手前で大きく跳ちよう躍やくすると、

「ゲーム壊してごめえええええん！」

　叫びながら、思い切り剣を振り下ろした。

「攻撃強化魔法オクシテイーダ！」

　直撃の瞬しゆん間かん、キドニーの魔法がナルミエの剣に青白い光をまとわせる。強化されたその一いつ閃せんは、深遠なる蛾を真っ二つに斬きり裂いた。

　空中で身を翻ひるがえしたナルミエは、敵に背を向けた状態で華か麗れいに着地。目を閉じたまま剣を振り払って鞘さやに戻す。

　裂かれた敵はそのまま白いもやとなって、爆発するように霧む散さんした。

　しんと静まり返る洞どう窟くつ内。その沈黙を破ったのは、

「ちょ……超絶かっこえええええ!?」

　リゼラだった。あまりにも衝しよう撃げき的てきな展開にケンカ相手ということすら忘れているのか、惜しみない拍手を送っている。

「マジかよ……変異体ファンタズマを簡単に倒しやがった……あいつ強すぎないか？」

「会心の一撃ってやつだね」
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　マレッタがにっこりと笑った。

「ははっ、やべーぐらい素敵だったぜ。それが友情の力ってやつか」

　キドニーのそんな言葉で思い出したのか、リゼラがナルミエに言った。

「そういや変異体を斬きるとき、なんか言ってましたよね？　反はん響きようしてよく聞こえなかったんですけど」

　ナルミエは気まずそうに頭を搔かく。

「あ、あれは、そ、そう。リゼラのくそバカ野郎って言ったのよ。それぐらい怨おん念ねんを込めないと、あいつは倒せなかっただろうし」

「そっ、そんなこと言ってたんですか！　なんて邪じや悪あくな人！」

「そうよ。あたしは邪悪なの。もっと褒ほめてちょうだい」

　リゼラが言うほど、この空洞で声は反響しない。だからナルミエの謝罪の言葉は、間違いなく聞こえていたはずだ。改まって謝られると、なんだか照れくさい。いつもの軽口を叩たたき合う関係でいい。そう思ったからこそ、聞こえなかったフリをしたんだろう。そしてナルミエもあえてそれに乗った。

　おたがいに相手を気き遣づかっている。それもまたひとつの友達の形じゃないのか。

　パンパカパーン。

　恥ずかしすぎるタイミングで、陳ちん腐ぷな祝福の音楽が鳴り響ひびいた。

　俺の頭上から円えん盤ばん状じようの物体が飛び出している。これは戦レ闘コ記ー録ドだ。強敵を倒して獲かく得とくできる情報、経験値リズムスが書き込まれる魂たましいの領域。それが満タンになると、音楽を奏でながら飛び出してくる。そして俺にとって三枚目の戦レ闘コ記ー録ドが生成された。

　つまり俺は今の戦せん闘とうを経へて、レベル３に上がったのだ。

「や、やった……とうとうレベルアップしたぞ！」

　マレッタの頭上からも戦レ闘コ記ー録ドが飛び出していた。これで彼女はレベル４。リゼラとナルミエ、そしてキドニーには変化がない。

　経験値リズムスは戦闘の貢こう献けん度合いによって獲得できる量が決まる。おそらく深遠なる蛾がを攻撃しなかったリゼラは大して得られず、ナルミエとキドニーはもともとレベルが高いから、経験値リズムスが入ってもレベルアップしなかったのだ。

「やりましたねケータさん！　これで真の英雄に一歩近づきましたよ！」

　リゼラがにっこりと微笑みかけてくる。俺もそれにならった。




　　　　　　　　　　　　◇




　深遠なる蛾を退しりぞけた俺たちは、その後ろに伸びていた洞どう穴けつを進んだ。

　まだ暗くら闇やみの中だが、ナルミエはさっきまでと違って、ほとんど怯おびえていない。暗所恐怖症をある程度克服したからか、仲間が大勢いるからか。きっとその両方だろう。

「それにしても、蛾が苦手なのによくあいつを倒せたな」

「ふふん、これで足手まといじゃないって証明できたでしょ？」

　胸を張って言うナルミエ。なんだか本当の意味で強くなったな……。

「見えましたよケータさん！　外です！」

　リゼラが嬉うれしそうに指差した。遥か前方には、青白い月明かりが差し込む洞どう窟くつの出口がぽっかりと口を開けている。ずいぶん下に落ちたはずだが、歩いているうちに地上のある階層まで上がっていたらしい。

「急ぐわよ！　早く帰ってシャワー浴びたいし！」

　ナルミエが先陣を切って走り出す。

「ちょっと待ってくれよ。連戦続きだし、こっちはもう疲労困こん憊ぱいなんだ……」

　俺だけじゃなくて、リゼラもマレッタも同じように消しよう耗もうした顔をしている。ここでまた敵が出てきたら、さすがにまずいな。でもあと一息なんだ。さすがに大丈夫だろうけど……。

　しかし現実は厳しい。俺たちの眼前に、またしても白いもやが出現した。

　それは蛾の形をしたファンタズマの姿になる。変異体ファンタズマの深遠なる蛾ではなく、通常ファンタズマの不気味な蛾。変異体に比べると弱い敵だが、その数は四体もいる。

「くそ……ここでまた戦闘かよ。体力が消耗してるこの状況ではかなり辛つらいぞ……」

「うう、ボス戦後の消しよう耗もうした状態で敵に襲おそわれて全滅することは、ＲＰＧでもよくありますからね……」

　俺とリゼラが気弱な声を出す。それを叱咤しつたしたのは、なんとナルミエだった。

「蛾がごときでびびってんじゃないわよ！」

　腰から抜いた剣で手近な一匹を斬きり裂く。攻こう撃げき力りよくがずば抜けて高いナルミエは、いとも簡単にその敵を消滅させた。

　本当に恐怖を克服したようで、非常に頼もしい。

「け、ケータくん！　残りがこっちに来るよ！」

　ナルミエの横を素通りして、残り三体の不気味な蛾が俺たちに襲いかかってきた。

「ちくしょう……出口はすぐそこなんだ！　マレッタ、最後の力を振り絞れ！」

　俺は隣となりにいるマレッタに声をかけて、敵に木刀を浴びせた。

　ばしい！　とキレのある音が鳴る。疲労困こん憊ぱいのはずなのに、ずいぶんな手て応ごたえを感じた。その一撃で、不気味な蛾は途端に動きが鈍にぶくなった。

　……あれ？

「ケータくん！　ボクたち、強くなってるよ！」

　マレッタは不気味な蛾の繰り出す火球魔法フオテイアをかわすと、ダガーナイフを振り抜いた。俺が与えたダメージに合わせて、マレッタによるダメージ。さらに俺が攻撃を加えることで、不気味な蛾はもとの邪じや気きになって散った。

「たった三発の攻撃で倒せてしまった……」

「これがＲＰＧです！」リゼラが言った。「レベルアップすると、今まで苦戦していた相手でも簡単に倒せるようになるんです！　ケータさんたちは少しずつ確実に成長してるんですよ！」

　アストラフトに来たばかりの頃の俺はレベル１の雑ざ魚こだったけど、がんばれば少しずつ強くなれる。そうか……これがレベルアップ。これがＲＰＧか！

　疲れが一気に吹き飛んだ。俺は頼れる仲間たちに向かって言った。

「よっしゃ！　残りも一気に片付けるぞ！」




　汗ばむシャツの内側に吹き込む優しい夜風すらも、俺たちを祝福しているように感じた。

　とうとう俺たちは、凶悪なファンタズマが出没する恐るべきダンジョンから脱出したのだ。それも一段と強くなって。

　五人そろって洞どう窟くつ前の草原に寝転がり、綺き麗れいな星空を眺めながら大きく伸びをした。

「ずいぶんあの中にいた気がするけど、実際は二時間ぐらいだったんだね」

　マレッタが月の位置からおおよその時間を割り出した。確かにもう夜だが、そこまで遅い時間ではない。遠くからはまだ家に帰ることを拒む子供たちの遊び声が聞こえてくる。

「たった二時間だったかもしれないけど、いろんなものを得た濃い時間だったな。俺とマレッタはレベルアップして……」

　リゼラとナルミエは仲直りできた、と言うのは無ぶ粋すいな気がして飲み込んだ。

「レベルアップして、なんですか？」

　リゼラが顔を向けてきた。

「……もう誰にも俺たちのことを、落ちこぼれだなんて呼ばせない。そう言おうとしたんだ」

「そうですね。最初はどんなに弱くても、地道な努力を続けていれば確実に成長する。それがＲＰＧですからね」

「ねえ、あれって……」

　身を起こしたナルミエが、洞どう窟くつ前を指差した。俺も起き上がって視線を辿たどる。

　白いもやが集まって、またしても不気味な蛾がが出現したのだ。

　でも今の俺たちならもう怖くない。

「よし……強くなった俺たちの実力をまた見せてやろうぜ！　みんな陣じん形けいをとれ！」

　不敵に笑って木刀を構える俺。全員が「了解！」と言ってそれに続いた。

　すらりと剣を抜いて半身に構えるナルミエ。ダガーナイフを差し伸ばすマレッタ。ムチの柄えをぺろりと舐なめるキドニー。そして素す手でのままシャドーボクシングを始めるリゼラ。

　最後のはともかく、みんなすごく強そうでかっこいい。いや、実際に俺たちは強いんだ。なにしろ不気味な蛾をたった三発で倒せる実力者だからな！　さて、軽くひねってやりますか！

「お、ファンタズマ発見！」「待ってよお兄ちゃん」

　遠くから木の棒を持った小学生ぐらいの兄弟がやってきた。

　危ないぞ、と俺が言う前に、彼らは木の棒で不気味な蛾をぶん殴なぐった。

　ぷしゅううう。

　音を立てて邪気に還かえる不気味な蛾。

　え？　小学生がたったの一撃で……？

「お兄ちゃんたちもチャンバラごっこしてたの？　じゃあ、ばいばい！」

　小学生の兄弟は手を振ると、意い気き揚よう々ようと立ち去っていった。

　遠ざかるその背を黙って見送ったあと、マレッタがぽつりと口を開いた。

「……あの子たち、ボクたちが苦戦していたファンタズマを簡単に倒しちゃったね」

「……結局俺たちは、まだまだ小学生クラスの落ちこぼれってことか。まあレベル３だしな」

　ひゅるりと冷たい風が吹く。制服の内側に入り込んで体温を奪うばう意地悪な風だった。

「もう、後ろ向きなこと言うんじゃないわよ！」ナルミエがぱんと両手を鳴らした。「後ろ向きだと前に進めないのよ。それがＲＰＧなんでしょ？」

　そう言った彼女は、邪じや悪あくなんて似合わないとても優しい笑顔を浮かべていた。




　　　　　　　　　　　　◇




「これ、ナルミエさんに差し上げます」

　ある日の放課後。リゼラは新品の『ミツルパーティ５』のソフトをナルミエに差し出した。

「なんで？」

　ナルミエは首を傾かしげるだけで、それを受け取らない。

「謎なんですけど、今朝教室に行ったら私の机に入っていたんです。私はもう持ってますし、ナルミエさんにあげますよ」

「だ、だってあんたの持ってる『ミツルパーティ５』は、あたしがセロテープでくっつけただけの割れたやつでしょ。そっちのは新品じゃない」

「そうなんですけど、前にナルミエさんに言われたとおり、パッケージが割れても遊べますしね。だからどうぞ」

　じつは俺は知っている。リゼラの机に入っていた新品の『ミツルパーティ５』は、ナルミエがこっそり弁べん償しようして入れたものだということを。

　ナルミエはあの洞どう窟くつから帰還した翌日、パッケージが割れた『ミツルパーティ５』を最初の宣言どおりセロテープで修復したのだが、改めて新品を買ってリゼラに渡すと俺にだけ教えてくれた。まさかそれを面と向かって渡すのではなく、こっそり教室の机に入れるとは思わなかったけど。

　でもそれはリゼラも知ってるはずなんだけどな。なにしろリゼラが机の中から発見したときは俺も傍そばにいて、つい「あ、それナルミエが買ったやつだな」と口を滑らせてしまったから。

「誰の仕し業わざか知らないけど、せっかく新品が手に入ったんだから、あんたがもらっておけばいいじゃない。セロテープで修復した中古品なんて、捨てちゃえばいいでしょ」

　ナルミエはそう言ってそっぽを向いた。それでもリゼラは、

「なんだかセロテープの中古品でも愛着が出てきたんですよ。ナルミエさんはゲームに疎うといですから、この新品を持ち帰って勉強したらいいと思います」

　新品の『ミツルパーティ５』をもう一度差し出す。

　ナルミエは困惑した顔を浮かべたあと、「……じゃあもらう」と言って受け取った。

「捨てたり売ったりしたらだめですよ。私もセロテープのほうは捨てませんから」

「なんなのよ一体。まあいいわ。これを家で練習して、あんたをぶっ飛ばしてやるから」

「へえ、私にゲームで勝てると思ってるんですか？」

「ゲームでもプロポーションでも腕力でも、あんたに負ける要素が見当たらないわ」

「……絶対に負けません。正義の名のもとに、ぐっちゃぐちゃにしてやります！」

「こっちこそ、あんたを邪じや悪あくの名のもとに、めっちゃめちゃにしてやるわ！」

「結局二人って仲良いんだよね？」

　と、のんびり言うマレッタに、二人は「どこが!?」と同時に返す。

　……きっとリゼラはナルミエと仲直りした証として、それを持っててもらいたいんだろうな。

　そう考えると、なんだかいつもの口論も微笑ましいものに見えてきた。

　俺たちはまだまだレベルが低いけど、ナルミエは恐怖を克服したし、仲間との結束も固まったし、本当の意味で強くなっ……。

「あびいいいいいいいい!?」

　突然ナルミエが絶叫をあげて飛び上がった。

「な、なんだ、どうした!?」

「ねね、ネズミが入ってきたわ！　ちょちょちょちょ、こっちに来る!?」

　ネズミも苦手なのか……てか、克服したのって蛾がだけ？　だったら今までと大して変わらないじゃないか。

「よう親友ども。今日もあっぱれな部活動をやってるか？」

　キドニーが部室のドアを開けて入ってきた。

　ネズミから逃げ回るナルミエが、奇声をあげながらキドニーを強く突き飛ばす。

「うおおおおっ!?」

　キドニーはすぐ隣となりにいたリゼラに頭から倒れ込む。

　ごずん、と鈍にぶく重い音がした。リゼラの絶対防御魔法エクスプリズモスが自動発動したので、強固な無敵金属に頭突きを入れる形になったのだ。その痛みはあの学園長でさえ泣き叫ぶほどだったが。

「あっ、す、すいませんキドニーさん！」

「だ、大丈夫？」

　リゼラが頭を下げて、マレッタが彼に駆け寄った。

　額ひたいを押さえながらむくりと起き上がったキドニーは、爽さわやかなイケメンではなく歪ゆがんだ相そう貌ぼうをしていた。

「ククク……いいぜ。ここからはカーニバルの時間だぁ！　まずは暴れ回るナルミエの攻こう撃げき力りよくを増加、そして残りの連中の防御力をガクンと下げてやるぜぇ！」

　ダメージを受けて混乱したキドニーは、ナルミエに攻撃強化魔法オクシテイーダをかけて、俺とリゼラとマレッタに防御低下魔法レプトカルテイをかける。

「な、なにすんのさ……って、うわあっ!?」

　マレッタはネズミから逃げ回るナルミエの体当たりを受けて、書しよ架かまで飛んだ。かたや防御力が低下しており、かたや攻撃力が上がっているのだ。その威力は半端なかった。

「お、おい落ち着けナルミエ……ぐはぁ！」

　俺も突き飛ばされて、ドアごと廊下まで吹っ飛んでいく。

「ナルミエさん落ち着いて……ああっ！　あうううううううう！」

　部室からリゼラの咆ほう哮こうが聞こえる。きっと携帯ゲーム機を吹っ飛ばされて発狂したんだ。もう部室内は地獄絵図としか言いようがない。

「けけけ！　さあ暴れろ暴れろぉ！」

　キドニーの絶叫を子こ守もり唄うたに、俺は意識が遠のいていった。

　俺たち強くなった……んだよな？　ああ、もうだめだ。おやすみ……。


終わり












　　あとがき




　みなさまこんにちは、真ま代しろ屋や秀ひで晃あきです。

　先日、大阪城の野外音楽堂で開かれた『でんぱ組.inc』の野外ライブに参加してきました。もう超楽しくて、しばらくはライブのブルーレイをひたすら流しながら作業していました。そんなある日のことです。

　知人に鶏の照り焼きをもらったんです。電子レンジに入れて加熱ダイヤルを回し、できあがるまででんぱ組のブルーレイを見ていました。すると後方から突然「どむ！」という爆発音が聞こえてきたんです。

　僕の部屋は後方にもスピーカーがあるので、最初はライブの演出だと思いました。さすがはでんぱ組だ。ステージ演出にも迫力がある。いや、ちょっと待て。このブルーレイは何度も見ているが、そんな爆発音の演出はあっただろうか。ないぞ。じゃあ今の爆発音はなんだ？

　電子レンジを見ました。煙が出ていました。どうやら奴やつが爆発した音だったようです。

　それでもレンジの中で回転を続ける鶏の照り焼きに対して、僕が無意識のうちにとっていたのは「敬礼」の姿勢でした。

　調べてみると、一応中の台座は回転するのですが、食品を温めるという電子レンジ最大の機能が破は綻たんしてしまったようなのです。翌日、さっそく新しいものを買うために某家電量販店へ行きました。

店員「いらっしゃいませお客様。電子レンジをお探しですか？」

ボク「はい。できるだけ安いものがいいんですけど。できれば８０００円ぐらいで」

店員「それでしたら、こちらの商品などいかがでしょう。オーブン機能もありますので、パンを焼くことも可能ですよ。それから火加減が難しい『茶ちや碗わん蒸むし』も作れます」

ボク「それはすごいですね。８０００円ぐらいですか？」

店員「いえ、２万７０００円になります」

　あれぇ？　僕は最初に予算８０００円ぐらいって言ったよね？

　その後も店員さんはやたらと高い電子レンジをすすめてきます。仕事に一生懸命なんでしょうけど、申し訳ないですが８０００円以上は出せません。ふと視界の隅すみにちょうど８０００円の電子レンジを見つけたので、それが欲しいと言いました。

店員「え、でもこちらの商品でしたら、『茶碗蒸し』は作れませんよ？」

　別に作れなくてもいいんですと言うと、店員さんはなぜか残念そうな顔をしていました。

　在庫の確認をしていただくと、展示品のみしかないとのことです。さすがに食品を扱う家電の展示品はなあ……と思っていると。

店員「１万円を超えてもいいなら、こちらにある商品でも『茶碗蒸し』は可能ですけどね」

　なぜか『茶ちや碗わん蒸むし』をゴリ押ししてくる店員さん。８０００円以下の商品は在庫がないということなので、僕は店をあとにしました。そして知人から得た情報を頼りに、電気街の裏路地で格安の電子レンジを発見したのです。

　なんと驚きよう愕がくの３０００円。さっそく購入して意気揚よう々ようと帰りました。そしてコンビニ弁当を温めていると……。

　どむ！

　すぐ爆発しました。それでもレンジの中で回転を続けるコンビニ弁当に対して、僕が無意識のうちにとっていたのは「敬礼」の姿勢でした。

　やはり店員さんが言っていた『茶碗蒸し』がつくれる電子レンジを買っておいたほうがよかったのかもしれません。みなさんも家電を購入する際は充分に気をつけましょう。

　あとがきで一体なんの話をしているんだ、と思われる方々が出てきそうなところで謝しや辞じを。

　毎度素す敵てきなアイデアをくださる担当編集者の平ひら井い様、阿あ南なん様。本当に感謝しております。打ち合わせで上京するたびにお酒をごちそうしていただける私は幸せ者です。今度は潰つぶれるまでいきましょう。

　お忙しいなか、素敵なイラストを描いてくださる紅べに緒お様。スケジュールの都合上、まだすべてのイラストを拝見できていないのですが、いちファンとして今から楽しみにしています。

　そしてそして。一巻で見捨てずに二巻を手に取ってくださった読者のみなさま。みなさまのおかげで私は書き続けることができます。もう感謝してもしきれません。主人公ケータが持っている魔ま法ほうアイテムを全部差し上げたいぐらいです。本当にありがとうございます。

　それでは、また三巻でもお会いできることを祈って。プッシュ、スタートボタン！





十一月四日　真ま代しろ屋や秀ひで晃あき
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真ま代しろ屋や秀ひで晃あき

肥満解消のためジムに通い始めた大阪人。『でんぱ組.inc』のBlu-rayを見ながらお酒を飲むのが今の流行。おつまみは[image: 100]円均一の柿の種。最悪、岩塩。飲んだあとはカップラーメンを３つ食べて締める。ジムの効果は今のところ出ていない。なぜでしょう？
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イラスト／紅べに緒お

最近、椅子を買いました。椅子一つで仕事をする時の気分が変わるとは思いませんでした。次はマイ箸が欲しいです。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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